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　作業準備プロローグ






「さーて！」

　夕食も風ふ呂ろも済ませて、寝ね間ま着きを兼かねたジャージ姿になると──久く保ぼ田た千せん太た郎ろうはいつものように、物置を改装した離はなれの自室に閉じこもる。

　六畳じようほどの空間には、自分だけの世界が広がっていた。寝ね床どこをロフトに追いやって壁かべ一面に据すえ付つけた本ほん棚だなには、千冊をゆうに超こえるマンガがぎっしりと。腰こし掛かけた椅い子すの前には、大きな板を斜ななめの角度で設置した木製の机がある。ホームセンターで安く材料をそろえた、手作りの作業台だ。

　その脇わきに並ぶのは鉛えん筆ぴつと消しゴム、Ｇペンと黒インクのボトルなどである。

　もちろん全てマンガを描かくためのものだった。

「……今日からついに、ペン入れだぞ！」

　そして千太郎は、机の上に置いてあった三十二枚の紙をチェックする。厚みがあり、表面がつるっとした「ケント紙」だ。そこにはびっしりと鉛筆で、マンガの下した書がきがされていた。

　ついこの間までの春休みを全部潰つぶして、何度も試し行こう錯さく誤ごを重ねながら千太郎が描き込んだ、少年マンガの原げん稿こうである。

　これが初めての、千太郎の投とう稿こう作になる予定だった。

「ようやく、新人賞に出せるレベルのマンガを描けるようになったかな。うん！」

　その原稿を改めて読んで、千太郎は納なつ得とくする。まさに渾こん身しんの一作だった。

　愛用の眼鏡めがねを中指で押し上げながら、机の前に貼はり出だしたカレンダーで、残りの日数を確認する。

「ええと。締しめ切きりがちょうど、ゴールデンウィーク前だから。──このペースだと、なんとかなるよな？」

　星印でマークした某ぼう少年マンガの新人賞の締め切り日まで、あと二週間ほどだ。平日は学校があるため、けっこうぎりぎりな感じである。が、そのことが余計に千太郎を燃えさせた。

「ふっ……『時間が人を左右するのではない……人が時間を左右するのだ!!』と、かの島○和彦先生も、マンガ『燃○よペン』で描いている！　なんとかなる。いや、なんとかするんだい！」

　それに、できるだけのことはしたつもりだった。千太郎は自分の原稿を読み直す。ストーリーは、アイデアをまとめる「プロット」の段階から練りに練った。マンガの設計図である「ネーム」に落とし込むときには、コマのひとつひとつにまで気を配った。キャラクターデザインだって、何度も描かき直して決めた。

　あとは一気に仕上げるだけだ。清書のペン入れをして、消しゴムで下書きを消した後、黒く塗りつぶす「ベタ」作業をして。必要なところにスクリーントーンを貼り──最後にホワイトインクで修正をすれば、完成である。

「よおおーし！　やるぞお！」

　千太郎は気合いを入れて、ペン入れに取とりかかった。

　ケント紙の端はしで軽く試し書きをしてから、下書きに沿ってＧペンを滑すべらせる。強弱のついた独特の線が生まれ、千太郎はそれだけでにやけてしまった。

「魂たましいのこもったいい線だ！　うん！」

　──千太郎は生きつ粋すいの『マンガ馬ば鹿か』である。本棚には大量のマンガ本だけでなく、山のような紙の束が詰つまっていた。それらはこれまで描き溜ためてきた原稿や、ネームを書かき殴なぐったノート、それにスケッチブックなどである。

　いつからこうなってしまったのか。千太郎は自分でもいちいち覚えていない。

　気が付けば十六歳の高校二年生にして、どっぷりとマンガに浸つかった生き方しかできなくなっていたのだ。

（僕は……マンガを描くのが好きだ。大好きだ！　マンガさえ描ければそれでいい！）

　ただ絵を描くだけの作業なのに、楽しくて仕方がない。ペンだこのできた右手に全身全ぜん霊れいを込めて、千太郎は原稿に没ぼつ頭とうした。

　それはいつもの夜である。だが──。

「ん？　……あ、あれっ？」

　今日ばかりは違ちがっていた。ふとあることに気が付いて、千太郎は手を止める。

　それは最初、見み間ま違ちがいか、と思った。眼鏡を軽く押し上げて再確認する。たった今ペン入れを終えて、脇にどけた一ページ目の原稿に、染みのような影かげが生まれていたのだ。インクが乾かわく前に手でこすってしまったのか？　などと思ったものの、右手の下には常に紙を一枚敷しいている。そんな初歩的なミスはあり得ない。

　が、それ以上にあり得ない現象が今、目の前で起きているのだ。

　描き込んだばかりのＧペンの線たちが、ぐにゃり、と紙の上で動いていた。

　まるで生き物のように、である。

「な、なんだなんだなんだああ!?」

　あまりのことに千太郎は、椅子に座ったままのけぞった。自分の描いた主人公が、ヒロインが、背景が──ケント紙の表面を自由に蠢うごめき、集まっていく。そして一ひと塊かたまりとなって、ついにはむくり、と身を起こした。紙から外へと飛び出したのだ。

「うわああ!!」

　がたん！　と音を立てて、千太郎は椅子ごと後ろに転がった。足の踏ふみ場ばもないくらいマンガ雑誌で散らかっていた、フローリングの床ゆかに倒たおれる。はずみで、かけていた眼鏡がずれた。

「な、な、な……？」

　尻しり餅もちをついた痛みに顔をしかめながら、慌あわてて眼鏡をかけ直すと。そのときには平面から飛び出した無数の線が、新たな形を作り出していた。いつしか広がり、机の上で立体的な輪りん郭かくとなり、色がつく。

　言葉を詰まらせる千太郎の前で、「ふう」という吐と息いきが生まれた。

　──目の前に現れたのは、線がつくった少女だった。そう、千太郎と同い年くらいの女の子である。質量を持った存在として構築され、机の上に腰掛けていた。

　が、もちろんただの少女ではない。金きん髪ぱつに碧へき眼がんで、頭にはなんと輝かがやく輪っかが浮うかんでいた。その背中にくっつくのは、二枚の純白の翼つばさである。そして翼と同じ真っ白な衣装を身につけていた。

　と、彼女は太ももが露あらわな、短い衣装の裾すそをつまみ上げた。

「おー、これがアタシの肉体？　ふむふむ、まあこんなもんかしらね」

　天使の少女はそんなことを言いながら、自分の体を確認し、「うんしょ」と机から腰こしを下ろす。

　何が起こったのか。千太郎はただ呆ぼう然ぜんと、突とつ然ぜんの事態にぽかんと口を開けるばかりだ。さっぱり理解できなかった。

「ははん、びっくりしたあ？」

　そんな千太郎に気付いてか、天使は不敵に微笑ほほえんでみせる。

「いわゆる、魔ま方ほう陣じんによる召しよう喚かんシステムと同じことよ！　キミの描いた図形を媒ばい体たいにして、こっちの世界に実体化したの！　わかる？」

「……しょうかん？　ばいたいい？」

「そ！　──ま、そういうことはどうでもいいのよ。それより……アタシが何者で、なにしにキミのもとへ来たのか。まずはそこから説明しないとね？　よーく聞ききなさい！」

　ふふん、と千太郎の前でなぜか胸を張って、彼女は言葉を続けようとした。

　しかし。

「！　……ちょ、僕の原稿ううー!?」

「きゃあ!?　なに、なんなの？　いきなり！」

「それはこっちの台詞せりふだあああ！　なにやってくれたんだ！　お前か、お前のせいだろ、これえ！　うああああ！」

　千太郎は飛び起きて、天使の彼女を押しのけて、自分の机にすがりついた。そこにあった、ペン入れを終えたばかりの原稿が──なんと真っ白になっていたのだ。

　下書きの鉛筆の線さえない。何度見ても同じだった。きれいさっぱり消えたのだ。

　全ては天使の少女の体へと、変へん換かんされてしまったのである。

「真っ白になってる!?　返せー！　僕の原稿おお──────!!」

　千太郎は天使に組み付いて、がくがくと揺ゆさぶった。その剣けん幕まくに天使の少女は目を白黒させる。

「な、なになに？　あわわわわ!?」

「だから、なんで原稿が白紙になってるんだよ！　せっかく描いた下書きまで消えてるし……どうしてくれるんだああ！」

　いや、待てよ。千太郎はぱっと天使から手を放はなし、深呼吸した。あえて彼女を見ないようにする。

「そうだ……こんなことなんてあり得ない。まさか天使がやってくるなんて。ははは」

「けほけほ──ちょっと、キミい？」

「嘘うそだ。うん、夢に違いない。もしくはマンガの描きすぎか？　ついに幻げん覚かくを見るまでになったか……。ふっ、それはそれでなんだか、ある種の壁を突とつ破ぱした気はするなあ」

「あ、あのさ。アタシの話を聞きなさいっての。……ねえ、なんで目え逸そらすの!?　こっち見なさいよ！」

「いやいや。それにしてもおかしいな。天使が突然やってくるなんて、そんなのまるでラブコメ展開じゃないか。そういうのは好きじゃないから、描いたこともないのになあ──そんなことよりほら、こうしてちゃんと、もう一度原稿を見れば……」

　もとどおりになってるはず！　千太郎は絶対に天使を無視して、心を少し落ち着けてから、改めて机の上を見直した。

　そこに置かれたままとなっている、一ページ目の原稿は──やはり。

　さっきと変わらず、白紙だった。

「や、やっぱり白いままだあー！　ぐわー！」

「だーかーらー！　アタシはちゃーんとここにいるんだってば！　いい加減に現実を見なさい、このお！」

「ブふっ!?　い、痛い!!」

　ぱーん！　とビンタを天使から喰くらい、千太郎は慌てふためく。思い切りはたかれたわけではないが、さすがに少しよろめいた。

　気持ちいいほど音が響ひびき、吹ふっ飛とびかけた眼鏡が反動で、逆に正しい位置に戻もどってくる。千太郎はさすがに、目の前の天使の姿をちゃんと捉とらえた。

「って……本物かよ、これえ!?　えええええ！」

「わわわ！　なにこの感かん触しよく？　うわあ！　ちょっと指先がじんじんするけど、クセになりそう！」

　一方天使の少女ときたら、ちょっと赤くなった自分の手のひらを見て、恍こう惚こつの表情になった。と、千太郎に懇こん願がんしてくる。

「ね、ね！　もうちょっと叩たたかせてくれる？　いいでしょ、ねえねえ！」

「はあ？　い、嫌いやだよ！　もう十分ほっぺたが痛いのに！」

「でも片っぽだけでしょ？　もう片方は空あいてるし！　それに人間って、右の頬ほおをぶたれたら、左の頬も差し出すもんじゃないの？」

「ち、違うー！　それはどっかの宗教の偉えらい人が、勝手に言ってるだけだい！　と、というか！」

　千太郎は気を取り直し、改めて事態を飲み込もうとする。

「ほんとに、天使？　……本物おお？」

「そーよ？　神の使いをそう呼ぶなら、ね。だからこうして人間界の一いつ般ぱん的イメージで、実体化したんだけど？」

「……おい。天使がなぜ、暴力を!?」

「ふふん！　──アタシは実力主義なのよ!!」

「それ……なんか言葉間違ってるぞ!?　実力主義の意味が違うう！」

　ぬああ！　と千太郎は思わず頭を掻かきむしった。理解不能だ。が、はたと思い直すことにする。

「待てよ？　でもそういったギャップは、マンガに使えるかも……！　メモメモ、っと」

「な、なにしてんの……」

「いや、忘れないうちにメモっておかないと！」

「よくわかんないけど……とりあえず、そういうのは後にしなさい。アタシは遊びに来たわけじゃないんだからね！」

　部屋の中から愛用するメモ帳を探そうとした千太郎に、天使の少女が溜ため息いきを吐つく。と、彼女が懐ふところから取り出したのは、表紙に白い羽をあしらった一冊の分厚い手帳だった。

「まったくもう、こっちの身にもなって欲しいっての。面めん倒どうくさいことばっかりなんだから！　なんでアタシが、わざわざ人間界でこんなことを」

「？　な、なに？」

「間ま違ちがいないと思うけど。一応、確認しておくわよ。キミ、クボタセンタロー、よね？」

「そうだけど……」

「本ほん籍せきはニッポン国の、首都トーキョー。年ねん齢れいは十六歳。性別、男。身長１６９センチ、体重56キロ。視力は両目ともに０・４。アタシの手元にあるデータだとこうなってるけど、合ってる？」

「う、うん。たぶん」

「よし、本人で間違いないっと。……ところで」

　手帳を閉じて顔を上げ、天使の少女がふと辺りを見回した。本ほん棚だなにぎっしりと詰つめ込まれたマンガを前に眉まゆ根ねを寄せる。

「なんなの、この部屋？　キミって、その年で学者先生かなにか？　これって書物よね？　すっごい量なんだけど」

「え？　ああ、まあ。それは全部、資料みたいなもんだから。マンガだけどさ」

「まんが？　えーと……ああ、サブカルチャーのひとつのことね？」

　さっきの手帳を開き直して、あるページをチェックして天使の少女は頷うなずいた。

　が、その言いぶりにむかっとくるのは千太郎だ。

「サブって、馬鹿にするなよ！　そんなの高こう尚しようぶってる一部の人間が決めた、勝手な分け方じゃないか！　マンガはすごいんだ！　日本が世界に誇ほこる、至高の表現手法なんだぞ!!」

「な、なによ!?　びっくりしたあ。別に、馬鹿にしたわけじゃないわよ」

　突とつ然ぜん怒おこられたせいか、天使は目を瞬しばたたかせた。

「まったく、いきなりなんなのよ？　理解不能だわ……！」

「いや。こっちこそ理解不能なんだけどさ。天使だなんて、やっぱり信じろってのが無理があるっての！　……待てよ？」

　うーむ、と千太郎は少し考えてみる。

「こんなことやっぱり、あるわけないよな？　だとすると……ファンタジー要素を排はい除じよした上で、考察すると──。ははーん、読めたぞ？」

「？　なに？」

「要するにそれ、コスプレってヤツだろ？　……僕がそういうのに疎うといからって、わざわざからかいに来たのか？　誰だれのイタズラだよまったくもう！　そういうの僕、あんまり好きじゃないんだけど？」

「は？　こすぷれ？　えーと、えーと」

　再び天使が、手帳を開いて調べ始める。

　──そのときだった。いきなり離はなれの扉とびらが、がちゃりと開け放たれたのは。

「ねえ、どうしたの千くぅん？　騒さわいでるみたいだけど、なにかあった？」

　現れたのは千太郎の姉、久保田万ま衣いだ。今年で二は十た歳ちになったばかりの彼女は、風ふ呂ろ上あがりで慌あわてて駆かけつけたのか。艶つややかで長い髪かみが、まだ濡ぬれそぼっていた。

「あ。姉ちゃん……！　そっか、もしかして姉ちゃんが──」

「？　あら、特になにもないみたいだけど？　ドロボーでも入ったのかと思っちゃったわ。ふう」

「へ？　なにもない、って」

　姉の反応に千太郎は絶句する。なぜなら千太郎の目の前に今、変わらずに天使の少女がいるからだ。

「ふっふーん！　キミ以外には見えないわよ。この輪っかがあるからね！」

　得意げな様子で、天使の少女は輝かがやく輪っかを頭から外した。なんと指先に引っかけて、これ見よがしにくるくると回す。

　そんな彼女の言こと葉ばさえ聞こえないのだろう。姉は千太郎の様子に、不思議そうに小首を傾かしげた。

「千くん？」

「あ……いや、うん」

「なにか心配事があるなら、お姉ちゃんが相談に乗るわよ？　だって、お父さんとお母さんがいない間は、わたしが親代わりなんですからね！」

「……。それより姉ちゃん、目のやり場に困るんだけど」

「えっ？　──きゃー！」

　千太郎に指し摘てきされ、姉は初めて自分があられもない格好であることを思い出す。バスタオル一枚を巻いただけで、離れに走ってきたのである。それもあまりに急いだためか、裾すその方が大だい胆たんにまくれ上がっていた。

　あわや大事なところが見えそうで、弟の千太郎もさすがにばつが悪くなる。もちろん姉も同じだった。

「じゃ、じゃあわたし、戻るからね！　……くしゅんっ！」

「風か邪ぜ引ひかないようにね」

　慌ててドアを閉めた姉を、千太郎は苦笑いで見送った。けっこう抜ぬけたところがあるのが、姉の万衣なのである。



    

  
    
      　わざわざ来てくれたことに感謝しながら、嫁よめのもらい手があるのかな、と思う千太郎だった。が──今はそんなことどうでもいい。

　問題は、ここにいる天使なのだ。

「これで信じた？　ははん！」

　天使の少女が相変わらず自分の輪っかを弄もてあそびつつ、微笑ほほえんだ。

　千太郎は反論できない。一いつ瞬しゆんは、姉がグルになって担かついでいる、という可能性が頭をよぎった。けれどもすぐに否定する。

　姉は人を騙だますような性格じゃないし、騙せるような人でもない。弟である千太郎はよく知っている。だから──。

「そういえば自己紹しよう介かいもまだだっけ？　アタシは、天てん使しパスティス！　ここに来た目的は……神様から、改変された運命を修正するよう命じられたからよ！　で、その運命ってのだけど」

「……頭痛くなってきた……」

「!?　ちょ、ちょっと！　どこ行くのよ？」

　名乗りを上げた天使を無視して、千太郎は側そばの梯子はしごに手をかけた。上のロフトベッドへと登ろうとする。もちろん布ふ団とんに入るためだ。

「僕の尊敬する島○和彦先生が、マンガ『燃○よペン』でこう描かいてる……」

「？　はい？」

「『あえて……寝ねるっ!!』と──！」

「え……えええええええ!?　ちょ、ちょっとお？」

「本当はマンガを描かなきゃいけないけど！　きっと今の僕は駄だ目めだ。描ける状態にない！　そんなときにマンガを描いてもしょうがあるまい！　だから、寝る！」

「あ、あのねえ！　そんなのんびりしてる暇ひまはないってのー！　まずキミは、アタシの話を聞ききなさいってば！　時間がないんだから！」

「時間？　大だい丈じよう夫ぶ、締しめ切きりまでにはなんとかなる。一ひと眠ねむりして起きたら、栄養ドリンクを──『眠ねむ気けをぶっとばす神のドリンク』を飲んで、倍の速さと倍のクオリティで仕上げればいいんだ。うんうん」

「なに言ってるの。ちょっと、もう！　ほんっとに、こらー！」

　天使が必死に止めようとする。それを振ふりほどいて、千太郎はロフトに這はい上がった。眼鏡めがねを外して枕まくら元もとに置き、布団の中に潜もぐり込む。──と。

「この……いいから、起きなさいってのお！」

　ごっ。という鈍にぶい音がした。

　千太郎が最後に見たのは、輝く輪っかを握にぎりしめ、殴なぐりかかってきた天使の姿だ。布団の中で振り向いた瞬しゆん間かん、輪っかが顔にめり込んだ。鮮あざやかな星が飛び散り、千太郎の意識が遠ざかる。深しん淵えんに落ちていく──。

「あああ、しまったあ！　ついやりすぎちゃった!?　ごめーん!!」

「……～～～」

　どんなに揺ゆさぶられても、絶対に起きるもんか。そう思いながら千太郎は気絶した。



    

  
    
      　プロット１　アイデアは『目に見える』






　目が覚めたのはいつもの時間に設定した、携けい帯たい電でん話わのアラームが鳴ったせいだった。

「ん、うーん……？」

　千せん太た郎ろうは布団の中で枕元をまさぐった。指先に触ふれるのは自分の眼鏡だ。が、普ふ段だんはその側に置いてあるはずの携帯電話がどこにもない。寝ぼけ眼まなこをこすりつつ眼鏡をかけて起き上がると、アラーム音はロフトベッドの下の方から聞こえていた。

　ひとつしかない窓から、カーテン越ごしに朝の光が差し込んでいる。その眩まぶしさに目を瞬かせながらも、アラームを止めようと、千太郎はロフトの梯子はしごを降おりていく。

　と、自分の顔面がずきずきと痛むことに気付いた。

「痛たあ……あ！　そ、そうだ！　あの暴力天使は!?　──あれっ？」

　床ゆかに降り立った千太郎は、離れの自室をぐるりと見回す。しかしそこは見慣れた、何の変へん哲てつもないいつもの部屋だ。もちろん自分以外に人ひと影かげはない。マンガ本の紙とインクの匂においが充じゆう満まんした、六畳じようほどの空間があるだけだった。

　あの天使の痕こん跡せきはどこにもなかった。

「？　夢……だったのか？」

　でも。と千太郎は、眼鏡を中指で押し上げながら、顔をしかめる。

　鼻先に残る痛みは本物だった。けれどもこれは寝ているときに、どこかにぶつけたのだろうか？　マンガを描きすぎて疲つかれ果てた夜には、寝ね惚ぼけてロフトの天てん井じようで頭を打つことがよくあった。

　そういえば部屋の蛍けい光こう灯とうがついたままだ。それも、たまにあることだった。

「……うっかり明かりも消さずに、顔をぶつけて寝ちゃったのかな？　というか──」

　そうだよな。千太郎は一人、苦笑いする。

「うん。はは、天使なんているはずがないじゃないか。夢オチだなんて、今時冴さえないなあ。そういうのは新○基栄先生の『ハイスクール！　奇○組』までだって！　いやあれは文庫版では、確か夢オチじゃなくなってるらしいけど」

　自分に言い聞かせるように、千太郎は独白した。机の横にぶら下げた学生鞄かばんの中から、小うるさい携帯電話を発見し、アラームを止める。そしてふと、千太郎は机の上に視線をやった。

　そこには昨夜放置した、自分の大事な原げん稿こうがある。ただしその一枚は明らかに、下書きの跡あともない白紙で──。

（み、見なかったことにしよう……！）

　千太郎はあえて確認することを避さけて、全力で見て見ぬふりをするのだった。



「──どうしたの千くん？　今日の朝ご飯はん、おいしくない？」

「へ？　あ、いや。そんなことないよ、姉ちゃん」

　エプロン姿の姉に訊きかれ、千太郎ははっと我に返る。

　学生服に着き替かえて離れを出た千太郎は、母屋おもやである木造二階建てアパート『安あ楽ら満ま荘そう』の一室へとやってきていた。

　アパートの一階にある管理人室が、久く保ぼ田た家の住まいだ。が、和室が二間だけと狭せまいので、千太郎は物置を改装した離れに移っているのである。

　ただしもちろん、風ふ呂ろやトイレに食事はこの管理人室で済ませる。畳たたみの居間にはちゃぶ台が置かれ、その上には姉のつくった朝食が並んでいた。

　久保田家の朝は、姉の万ま衣いが「花はな嫁よめ修業」と称しようして家事全ぜん般ぱんを引き受けてから、なぜか和食と決まっている。ほかほかの白ご飯に、味み噌そ汁しると香こうの物もの。それに日ひ替がわりで何か一品、という立派なものだ。

　祖父母の代から受うけ継ついだこのアパートを千太郎たちに残して、仕事の都合で海外に行ってしまった父と母──。その二人のかわりに千太郎の面めん倒どうを見る姉曰いわく、「朝はしっかり食べないと！」ということらしい。残すとものすごく怒おこられる。

　ついうっかりあの天使のことを考えて、箸はしが止まっていた。姉の長い説教が始まる前に、千太郎は慌あわててご飯をかっ込んで、味噌汁に口をつける。どうにもやっぱり、あの白紙のマンガ原稿のことが頭から離はなれないのだ。

（いや、夢には違ちがいないんだろうけど。あり得ないし）

　けれども鼻をさすれば、まだ痛みがあった。生々しく天使に殴られた感かん触しよくを思い出せそうで──どうしても意識してしまう。

　だが、世界は平へい穏おん無事である。

　食事をする居間では、今時なかなか見かけないブラウン管のテレビが、朝のニュースを映していた。そこでは快晴を告げた天気予報の後に、グルメ情報が流されていた。特に大きな事件もなく、また非現実的なこともない。普ふ通つうの日常がそこにあった。

　天使も神もいるはずがない、当たり前の世界だ。

　そして──味噌汁を飲んだ千太郎を、いつものようにそわそわとした態度で姉が見ていた。

「ところで、どう？　千くん。今日のお味み噌そ汁しるは？」

「……えーと。姉ちゃんまた、味噌を変えた？」

「ぶぶー！　もう、お味噌は今週ずっと同じ、麦味噌との合わせ味噌です！　そうじゃなくて……」

「具が違う。昨日は豆とう腐ふとナメコだったけど、今日は油あぶら揚あげと白菜で」

「お出だ汁しが違うのー！　いい加減なんだからあ」

　ぷうっ、と姉は頬ほおをふくらませる。二は十た歳ちにしては子供っぽい仕草だ。

　と、彼女は指を一本立てた。

「じゃじゃん！　ではそのお出汁は、なんでしょう！　三さん択たくでいくからね。一番！」

「え。それ、やるの？　またあ？」

　毎回のようにやられる『姉クイズ』に、千太郎はうんざり顔になる。

　が、姉はノリノリだ。外見は十分大人びているのに、どうにも幼いところがあった。

「いいから！　だっていつも千くん、正解しないんだもん。がんばってつくってるお姉ちゃんへの、ねぎらいだと思って付き合ってね？」

「わかったよ……つくってくれるのは感謝してるから」

「うん。では一番！　今日のお出汁は、カツオ節でーす」

「はいはい」

　適当に相づちを打ちながら、千太郎は話を聞いた。どうせ千太郎の舌では、よくわからないのだ。

　けれども次の瞬間──千太郎は目を見張ることになる。えっ、と息を呑のまされた。

　突とつ然ぜん、姉の口からあり得ないモノが飛び出したのだ。

　──【カツオ節】。その一言がまるでマンガの描かき文字のごとく、いきなり現れたのである。

「う、うわあっ!?」

　さすがに千太郎は度ど肝ぎもを抜ぬかれる。持っていた味噌汁のお椀わんを落としそうになった。

　ぎょっとするのは姉の万衣だ。

「？　どうしたの千くん？　なに？」

「え、えっ？　だって……こ、これ！」

　見えてないの？　と千太郎はしばし固まる。眼鏡めがね越ごしの視界には相変わらず、【カツオ節】の文字が浮うかんで見えていた。それも姉の目の前に、だ。

　それでも姉は気付かない。軽く首を傾かしげるだけだ。

（はあ？　この文字、姉ちゃんには見えてない……？）

　それはまるで、あの金きん髪ぱつの少女のようで──。と思ったとき、文字がすうっと消しよう滅めつした。溶とけるように見えなくなる。

「！　あ、あれっ？」

「もー。誤ご魔ま化かさないの、千くぅん！　まだ一番しか言ってないのに」

「いや……う、うん。そうだっけ？」

「悩なやむにはまだ早いよ？　じゃ、二番！　お出汁には、頭とワタを取った煮に干ぼしを使ってまーす」

　千太郎の動どう揺ようなど知らずに、姉が続けた。

　ところが、まただ。二本指を立てて、姉が「煮干し」と言った瞬間──【煮干し】の文字が、空中に飛び出した。

　やはり姉の口から出た言葉だった。

　どうなってる？　と千太郎は頬を強こわ張ばらせるばかりだ。状じよう況きようが理解できない。

（つ、ついに僕は頭が本物のマンガ馬鹿になったのか？　いいや、むしろマンガの世界に入り込んだか!?　ははは）

「三番！　最後よ。お出汁に使ったのは、シジミの茹ゆで汁でーす」

　あり得ない結論に達しかけた千太郎に、姉が三つ目の選せん択たく肢しを告げた。

　すると、今度は文字が出ない。【煮干し】の文字も静かに消えて、いつもの食しよく卓たくの風景が見えるだけだ。

（気のせいなのか？　いやいやいや、そんな馬鹿な！）

　天使の件がなければ、無視を決め込むところだった。だが異変が二つも重なれば、さすがに見て見ぬふりはできない。

（なにか……僕の身に起きてる!?）

「わかるかな？　わかるよね、千くん？　さあ、一番、二番、三番のどーれだ？」

　そんな千太郎にまったく気付かず、姉がわくわくした顔でちゃぶ台の端はしで頬ほお杖づえをついた。

「えっ。や、その……」

「ほら、だからあ。も一回言うよ？　今日のお出汁は、一番のカツオ節、二番の煮干し。三番のシジミ！　さあ、どれかなあ？」

　そうして姉が言い直す。と──またもや千太郎は、飛び出した文字を見ることになる。

　ゆっくりとしゃべった姉の口から出てきたのは、相も変わらず【カツオ節】と【煮干し】の二つだった。

「!?　これって？」

　そのとき、千太郎は文字についてあることに勘かん付づく。それは、「色」だ。

　飛び出してきた【カツオ節】と【煮干し】。この二つはなぜか共に、さっきから変わらず「赤」い色をしていたのだ。

「二つは嘘うそよ？　正解はもちろん、一個だけ！　わかる？」

「嘘が、二つ……？」

　もしかして。姉の言葉に導かれるように、千太郎は一つの真実に辿たどり着つく。

（赤い……真っ赤な、嘘？　てことは）

「……姉ちゃん。今日の出汁は、シジミ……？」

「!!　わ、わ！　せーいかーい！　やっぱり、味でわかるよね？　ね？」

　姉がにっこり微笑ほほえんだ。

「シジミは出だし殻がらになっちゃうから、具にはよそってないんだけどね？　でも、貝のお汁しるは栄養満点なんだから！　味もいいでしょ？　うふふ」

　滅めつ多たなことでは正解しない『姉クイズ』を、千太郎が当てたのが嬉うれしいのか、姉はなんと拍はく手しゆまでする。

　そんな姉のはしゃぎ様を見ながら、千太郎は考え込む。

（やっぱり。今のは、嘘が「赤く見えた」のか？　僕にだけ？　──いったい、どうなってるんだよ!?）

　　　　




「うーん……」

　何が自分に起きているのか。その正体もわからないまま、千太郎は登校する。

　久保田家のアパートから千太郎の通う都立銀ぎん城じよう高こう校こうまでは、徒歩圏けん内ないだ。近くにはＪＲの線路が通っていて、朝の時間帯は騒そう々ぞうしい。ちょうど駅からやってくる大量の生徒や通勤途と中ちゆうの社会人と混ざって、一いつ緒しよになって歩いていく。

　その中を鞄かばんからマンガ用のアイデアノートを広げて歩くのが、千太郎の日課だった。

　だが、さすがに今日はそんな気になれない。

　姉のときに起きた現象が頻ひん繁ぱんに起こり、そちらにどうしても意識が行く。──聞こえてくる誰だれかの会話に嘘が混じるたび、千太郎の視界に『色のついた言葉』が見えるのだった。

「でさあ、そんでカレシがね？　……ねえちょっと、ちゃんと聞いてるぅ？」

「へ？　うんうん、聞いてるよ。で、どうなったわけ？」

　少し前を行く、同じ学校の女子生徒のやり取りに、嘘があった。携けい帯たい電でん話わでメールをしていた一人の口から、【聞いてるよ】の赤い文字が飛び出したのだ。

「ごめんごめーん。昨日、ちょっと仕事で抜けられなくてさあ～。埋うめ合あわせはまたするから」

　オープンカフェの前で同どう僚りようとしゃべるサラリーマンからは、【仕事で】の文字が赤く浮かんだ。

「閉店セール、今日からやりまーす。見てってくださーい」

　通りの商しよう店てんの呼び込みでは、【閉店】の赤い文字が現れた。なるほど、と千太郎は心の中で納得する。

　あの店てん舗ぽときたら、毎回のように何かにつけて『閉店セール』をやっている。もちろん店を閉める気なんてまったくない。

「やっぱり。嘘が見えるようになったのか？」

　千太郎はそう理解する。

　それにしても──世界は嘘であふれていた。



　千太郎が二年Ａ組の自分の教室に入り、普ふ段だん通りに学校生活を過ごしていても、やはりいろんな嘘が見えた。

　ただし、たまに「赤」以外の色で見えることがある。

　最初に嘘の文字が「白」く見えたのは、ホームルームに現れた担任の女教師だ。

「ごほごほっ。えー、二年生になってもう、あっという間に一週間が過ぎた。あんたたちもそろそろ、上級生としての自覚も出て来たと思う。……げほごほ！」

　昨年教師になったばかりの二十六歳の出で羽わ咲さく良らが、出席を取る前に話を始める。

　いつもはきちんとスーツを着こなしている彼女だが、しかし今日は少し違ちがった。その上に、誰かから借りたと思われるくたくたの上着を羽織り、マスクをして咳せいていた。後頭部でアップにまとめた髪かみはぼさぼさで、顔などは明らかに紅潮し、涙なみだ目めだ。誰が見てもはっきりと風か邪ぜだとわかる。

「センセー、マジ大だい丈じよう夫ぶ？」

　教室の前の方にいた男子生徒が一人、心配して声をかけた。

「今日は休んだ方がいいんじゃないっすかあ？」

「な、なに言ってるんだ？　これくらいの風邪で休めるかっての！　こんなの、ぜんっぜん平気なんだからな！　……けほけほ」

　熱血空から回り教師で有名な彼女が、【平気なんだから】という白い文字を飛ばした。

　また──休み時間のあるときにも、白い嘘の文字は見えた。

「えっ。ホントにい？」

　きゃあ、と千太郎の隣となりで集まった女子生徒の輪から、黄色い声が聞こえた。ひそひそ話をする彼女たちに、アイデアノートを広げて一人で席に着いている千太郎は、視界に入らない存在だ。けっこう大だい胆たんな話が耳に入ってくる。

　どうやらグループの中の一人が、異性とつきあい始めたらしい。「で、誰？　誰？」というやり取りが聞こえた。

　だが、話の中心となっていた少女が、その相手の名を告げたとき──ぎこちない空気がふいに生まれた。

「え？　それって……」

　言葉を失った女子生徒が一人、明らかに動揺を見せた。

　その態度で皆みなが察する。

「もしかして……彼のこと、好きだった？」

「……。なわけないじゃない。やめてよ。ほんと、そういうんじゃないから。気にしないで」

　慌あわてて取とり繕つくろったとき、【なわけない】という言葉が、千太郎には白い文字として見えていた──。

（？　なんで、色が違うんだ？）

　うーむ。と千太郎は一人、首を捻ひねる。

　その一方で同じ時間、「黒」く見えた文字もあった。



「あの、あのあの。トラくん、あの」

「なんだよ、越こし乃の？　言いたいことがあんなら、はっきり言えよなー」

「うう……あのあの、あのう。昨日のね……あのね。消しゴム……」

　それは教室の隅すみの方から聞こえてきた、ある男女のやり取りだ。

　男子は赤く染めた髪を立てた、後ご藤とう田だ影かげ虎とらである。その影虎におどおどした様子で訊たずねるのは、長い黒くろ髪かみを持つ、クラス一小こ柄がらでおとなしい寒かん梅ばい越乃だった。

「わたしの消しゴム……貸してあげたの、あの。そろそろ……」

「ん？　消しゴムう？」

「うん……。予備の、今日持ってきたけど。でもね、そのう。あれ、お気に入り、なの……だから」

　返して。と消え入りそうな声で精せい一いつ杯ぱい、越乃が訴うつたえる。

　二年生になるまで二人とは別のクラスだったため、千太郎はよく知らなかったが、影虎と越乃は昔からの幼なじみであるらしい。それでいて「いじめっ子」と「いじめられっ子」の関係だった。

　強面こわもてで他人を寄よせ付けず、一いつ匹ぴき狼おおかみ的な影虎は、気の弱い越乃を何かと虐しいたげている。しかし越乃はいつも困らされているものの、それでいて影虎の側を離はなれようとはしなかった。他に友達がいないせいかもしれない。自分から他人に接していくのが下へ手たで、必然的に影虎くらいしか話し相手がいないようだ。

　越乃の自業自得なところがあり、クラスメイトは誰も助けようとはしなかった。いつものことだ。千太郎も同じである。もともとマンガ以外に興味がない。だが──。

「あー、借りたっけ、俺？　いちいち覚えてねえなあー」

　次の瞬しゆん間かん、千太郎は影虎の口から、【覚えてねえ】という真っ黒な文字が飛び出したのを目もく撃げきした。

　なんだあれ!?　静観していた千太郎は、自分の席で身を強張らせる。

（あれも嘘、だよな？　もしかして、嘘の背景にある感情が、「色」で判別できてるのか？　──だったらこの黒いのは……「悪意」の、嘘？）

　その黒さが直感的に、千太郎にそう思わせた。

　越乃がさすがにうろたえる。

「え、え。だって……昨日、トラくん消しゴム忘れたからって、勝手にわたしの持っていって……！」

「ふうーん。で、証しよう拠こは？」

「？　証拠？　……証拠、って。はうう～ん!?」

「だいたいお前の勘かん違ちがいってこともあるだろ？　俺のせいにするなよなー。まったく、小学生んときからの付き合いだってのに、悪いヤツだぜ！　あーあ」

「あうあう、だってだって……あうううん」

　へらへら笑って、明らかにからかっている態度の影虎を前に、越乃がしゅんと小さくなった。諦あきらめて、すごすご退散しようとする。

　けれども、このとき千太郎の目には【お前の勘違い】という影虎の発言が、再び黒い文字として見えていたのだ。

　──だから、だろうか。

「じゃあ寒梅さんの消しゴムは、どこにいったんだろうね」

　アイデアノートを机に残し、思わず千太郎は席を立っていた。教室の隅にいる、影虎に言葉を投げかける。

　突とつ然ぜんの千太郎の行動に、騒さわがしかった教室内がしん、となった。影虎などは思いもかけない横やりに、あっけにとられた様子だった。



    

  
    
      「な、なんだよ、久保田？　お前……」

「たとえばの話だけどさ。なんかの間ま違ちがいで、後藤田君の筆箱の中にあるかもしれない」

「……さあな。あるかもな」

　投げやりに影虎が答える。その一言は、今度は文字として飛び出してこなかった。

　ということは、嘘うそではない？

（て、ことは──）

　影虎は自分の机の上に、だらしなく腰こし掛かけている。そこに出しっぱなしの布製の筆箱があった。千太郎は影虎のもとに詰つめ寄よると、何か言われる前にさっと筆箱を奪うばい取る。チャックを開けて、中から消しゴムをひとつ取り出した。

　それは誰が見ても女子のものとわかる、ピンクのウサギの消しゴムだった。

　影虎がばつの悪そうな顔になる。

「寒梅さん。これじゃない？」

「あ……う、うん。そのう」

　大きく頷うなずいた越乃だったが、ちらりと影虎の顔色を窺うかがう。さすがに現物を前にしては、影虎も観念するしかなかったようだ。

「なんだ、紛まぎれ込んでたのかよ。越乃、お前なあ。自分のものくらいちゃんと面めん倒どう見みとけよなあ！」

　ぶつぶつ言いながらも、影虎は千太郎から消しゴムを奪だつ取しゆし、自分の手で越乃へと放り投げた。

「は、はううん！」

　胸元に飛んできたピンクの消しゴムを、越乃はあわあわとキャッチする。

「あ、あの……その、久保田くん。あ、ありがと……」

「いや、別に」

　越乃にぺこりと頭を下げられ、千太郎は苦笑する。実のところ、単純な正義感からの行動ではなかった。単に、自分にいきなり身についた能力を見極めたかっただけだ。

　そんな千太郎を、影虎が面白くなさそうな表情で睨にらんでいた。ふと目が合い、「ふん！」と影虎は視線を逸そらす。そして机から腰こしを下ろし、越乃の方へと近寄った。

「で、よう。越乃お。俺、消しゴム忘れたんだけど。お前の予備の方でいいから、貸してくんない？」

「え？　いいけど……その、そのう。今度はちゃんと返してくれる？　トラくん」

「つーか、逆らう権利ないから。よく言うだろ？　ほら、お前のものは俺のものだから！」

「……トラくん……あううーん」

　一方的な影虎の押しに負けて、越乃は別の消しゴムを渡わたす。結局、元もとの木もく阿あ弥みだ。二人のやり取りを見て、千太郎は呆あきれて溜ため息いきを漏もらした。教室内もいつものように騒がしさを取り戻もどす──。

（というか、「お前のものは俺のもの」って！　『ドラ○もん』のジャイ○ンかよ!?）

　　　　




　その影虎から地味な報復がされたのは、三時間目の体育の時間だった。

「久保田あ、片付け任せるわ！　んじゃな～」

　今日の種目はバスケットボールだった。チームに分かれて試合をして、負けた方がボールの後片付け、となった。

　たまたま同じチームとなった千太郎と影虎だったが、チームは見事に最下位になった。もともと千太郎は運動が不得意で、足を引っ張ったということもある。だが運動神経だけはいい影虎が、どうやらあえて活かつ躍やくしようとせず、負けて片付けを押しつけて来たのである。

「試合で負けたの、お前のせいだし。頼たのんだぜー！」

「うっ……わ、わかったよ」

　それを言われると否定はできない。千太郎はしぶしぶ一人でボールを片付けた。それからみんなに遅おくれて着き替かえを済ませ、慌あわただしく教室へと戻る──。

　どうにか四時間目が始まる前に、教室の後ろの方にある、自分の席に着けた。次の授業の準備をしながら、千太郎は癖くせで、マンガ用のアイデアノートも広げてしまう。

　と、そこに席が離れているのに、わざわざ影虎が絡からんできた。

「なんだよ、マンガ馬ば鹿かは今日もこそこそお絵え描かきかあ？」

　どうやらよほど今日のことが気に入らなかったらしい。にやにやした顔は、標的を見つけたいじめっ子の、まさにそれだ。

　──ところが。千太郎の方は、黙だまっていじめられるタイプではなかった。

「……さっきから思ってたけど。ベタだなあ。はあ」

　千太郎は溜息混じりに、つい言い返す。うろたえるのは影虎だ。

「？　なっ、なにい？」

「いや、だからさ。今時のマンガの不良でもジャイ○ンでも、もうちょっと気の利いた展開をするってこと」

「べ、別に俺は、ジャイ○ンでも不良でもねえよ！　このマンガ馬鹿!!」

「それは……僕にとっては褒ほめ言こと葉ばみたいなもんだけどね」

「うぐっ」

　千太郎にやり込められて、影虎は言葉に詰まった。──もともと千太郎は、マンガ家志望ということを公言している。二年生に進級してすぐの自己紹しよう介かいでも、堂々と言い放ったくらいだ。授業中はノートを取りながら、そのノートの端はしで絵を描かくし、教師も半ば諦あきらめて黙もく認にんしている。

　都立銀城高校はもともと、線路のすぐ横にあるという立地のためか、環かん境きようがよくない。頻ひん繁ぱんに通る電車がやかましく、生徒が集中して勉強するには無理がある。窓を開ければ駅の放送まで聞こえたりするのだ。

　そのためか、デキのいい生徒は他の私立へと流れる。掃はきだめというほどではないものの──生徒の質は高くなかった。そのレベルに合わせた校風は、かなりゆるめだ。テストさえそこそこ点数が取れていれば、学校側はさほど問題視しないのである。

　まあそんな学校だからこそ、マンガに没ぼつ頭とうしたい千太郎は、進学先に選んだわけなのだが──。

　とにもかくにも千太郎は徹てつ底ていした、本物の『マンガ馬鹿』だった。だから後藤田のようなからかいはよくあったが、無意味なのだ。恥はじるところは何もない。

　いじめ甲が斐いのなさにやる気を失ってか、影虎はすごすごと退散していく。しかし。

「あ、そうだ。後藤田君。……ちょっと僕に嘘をついてみてくれる？」

「はあ？　な、なに言ってんだ、お前？」

　今度声をかけたのは、千太郎の方だった。突然の「お願い」に、影虎が間ま抜ぬけな顔になる。けれども千太郎は至って真ま面じ目めだ。愛用の眼鏡めがねを外し、真まっ直すぐに彼を見つめた。

「頼むよ。なんでもいいから」

「……。お前ってさ、ほんと、いいヤツだよな！」

　いーっ、と歯を剥むいて、影虎が吐はき捨すてた。相手にしてられるか！　という剣けん幕まくで千太郎から離れていく。

　絶対「いいヤツ」だなんて思ってないな、とわかる単純な態度に、千太郎は感謝する。それは、嘘だ。

　けれども今の千太郎には、例の『色の文字』は見えていない。

　──それは千太郎が、眼鏡を外していたからだった。

（なるほど。つまり……僕の目に力が宿ったわけじゃない？　嘘を見み抜ぬけるのは、この眼鏡のせいなのか！）

　そう気付けたのはさっきの体育の時間だった。激しい運動時は、千太郎はいつも眼鏡を外している。その際、さっきまでいちいち見えていた嘘の文字が、まったく現れなかったのだ。

　千太郎は目を細めながら、手に持った自分の眼鏡を凝ぎよう視しした。しかし外見上は何の変へん哲てつもない。

「ふーむ」

　眼鏡をかけ直し、千太郎は筆記用具を取り出した。シャープペンシルをかちかちとノッキングして、千太郎は広げたアイデアノートに考えをまとめる。文字だけでなくデフォルメしたイラストを付け加えると、不思議とうまく整理できた。マンガのプロットを練るときと同じ要領だ。

（……黒いのは、「悪意」の嘘の色とすると。白はなんだ？　白々しいから？　いいや、たぶん違ちがうな。他人を気き遣づかった、「善意」の嘘ってところなのか？）

　眼鏡のイラストの横に、「黒＝悪」「白＝善」「赤＝普ふ通つう？」と書き込む。と、顔のない二頭身キャラを描いて、吹ふき出だしを横につけた。

（で、見えるのは、やっぱり嘘の言葉なんだよな？　しかし、なんでこんなマンガチックに見えるんだか!?　──力はやっぱり、この眼鏡に込められてるんだとしたら、僕以外の誰だれにでも眼鏡があれば文字が見える？　うーん）

　自分の二頭身キャラを描かき、眼鏡とクエスチョンマークを矢印で繋つないだ。そして、空いたスペースに自然と描くのは、あの金きん髪ぱつ天使の二頭身キャラだ。

（そうだよ！　そもそも、こんな不思議なことができるのなんて──！）

「ふむふむ。へえー、キミって絵、うまいのねえ」

　千太郎が異変の原因に思い至ったときだった。ふいに脇わきからノートが覗のぞき込まれ、話しかけられる。

　突とつ然ぜんのことに千太郎は驚おどろいた。休み時間はいつも、マンガの作業に没頭している千太郎だ。それを興味深げに覗いてくる輩やからはたまにいる。

　しかし──そこにいたのは銀城高校のセーラー服を着た、あの金髪碧へき眼がんの天使だった。

「な、え、えええっ!?」

「ふふん。うんうん、ある程度のことわかってるみたいじゃない。説明する手間が省けてよかったわあ」

　アイデアノートをひょいと取り上げ、目を通して天使の少女はにかっと笑う。間違いない。特とく徴ちよう的な輪っかと翼つばさはないけれど、間違いなくあの天使で──。

「おっ、お前は……！　なんで！　どうして学校にい!?」

　がたんっ！　と思わず千太郎は、立ち上がろうとして椅い子すを鳴らした。と、机の底に両足をぶつけて、音だけ立てて座り直す。「い、痛ええ～」と涙なみだ目めになった。

　必然的に、周囲の注目を集めてしまう。クラスメイトの誰もが一いつ瞬しゆん、千太郎とその側にいる天使の少女に目を向けた。

　が、それだけだ。「なんだ、椅子で足を打っただけか」という反応だった。

　千太郎の傍かたわらに見知らぬ金髪の少女がいるのに、一人も気にかけようとしない。

　は？　と千太郎は我が目を疑う。

「え、えっ？　なんで……みんな？」

「ああ。心配しなくても平気よ。ちゃんとキミ以外の人にはアタシが、級友ってゆーの？　前からの、ここの仲間に見えてるからさ」

「……なにい!?」

　耳元で囁ささやかれた天使の言葉に、千太郎はびっくりする。

　そのとき、四時間目の開始を告げるチャイムが学校内に響ひびき渡った。と、この時間を担当する、担任の出羽咲良が入ってくる。

「みんな席に着けいー。けほこほ」

　国語の教科書を教きよう卓たくに置き、マスクをした咲良が呼びかける。それまで思い思いに談笑していた生徒たちは、各おの々おのの席に着いた。

　それに天使の少女も従った。あっけにとられる千太郎に、「じゃ、後でね」と仕草で別れを告げ、アイデアノートを返して後ろに行く。いつからそこにあったのだろう。教室の最後列に、付け足された席があった。そこにさりげなく彼女は座る。

　そんな行動を不ふ審しんに思う者は、千太郎以外誰もいない。

「とりあえず、出席を取るからな。こほこほ。……天あま使つか、天あま使つかパスティス～」

「はーい」

　しかも天使は出席名めい簿ぼを手にした咲良に名前を呼ばれて、平然と返事までする。

　どうやら完全に、天使は教室の一員に成りすましているようだった。

「な、なんだそれ……あり得ないだろ!?」

　あまりのことにずれかけた眼鏡を、千太郎は中指の腹で押し上げた。



    

  
    
      　プロット２　『嘘うそ』という筋書きの確認






　千せん太た郎ろうがやきもきしているうちに、四時間目の現国の授業は終しゆう了りようする。チャイムが鳴り、もう昼休みだ。

　ふらふらとした足取りで風か邪ぜの出で羽わ咲さく良らが出て行った。すると生徒たちは弁当を出したり、教室を我先にと飛び出して食堂に向かったりする。

　そんな中、千太郎は弁当組だ。鞄かばんの底から姉がつくってくれた弁当箱と水すい筒とうを取り出し、しかし机の上では広げない。その二つを抱かかえて席を立つと、真っ先に向かうのはもちろん、あのパスティスと名乗った天使の少女のところだった。

　と、それを察してかセーラー服姿のパスティスも腰こしを上げる。その手には、あの見覚えのある白い手帳が握にぎられていた。

「こっちの文化は一応勉強してきたわよ。この時間は自由に行動していいんでしょ？」

　手帳の中身に目を通しつつ、得意げにパスティスは耳打ちしてくる。

「……とりあえず、場所を変えよう。ついてきて」

　人の多い教室内で詰きつ問もんするわけにもいかず、千太郎はパスティスを誘さそう。いいわよ、と彼女はあっさり承しよう諾だくした。

　それに気付いたクラスメイトたちは、女子を連れて出て行く千太郎が珍めずらしいのか、少しざわつく。「あのマンガ馬ば鹿かが？」という感じである。が、いちいち気にはしていられない。

　千太郎は金髪碧眼の天使と共に、教室を出て校舎の屋上へと向かった。



　銀ぎん城じよう高こう校こうの屋上は、生徒には開放されていない。昔は自由に出入りできたらしいが、高さ三メートルほどの落下防止用のフェンスがすっかり錆さびたせいか、ずいぶん前から立ち入り禁止となったようだ。唯ゆい一いつの入り口であるガラス戸には、いつも鍵かぎがかけられている。

　ところが実は『裏技』がある。

「こうかな？　よっ、とっ！」

　一度、弁当箱と水筒を床ゆかに降ろして、それから千太郎は大きなガラス戸を持ち上げる。ガラス戸はかなり年季が入っているため、がたがたとうまく動かすと、ロックが外れるようになっているのだ。

　これは千太郎が、ある上級生から伝え聞いたものである。

「うちの部の伝統なのだよ。……でも、他の生徒たちには内ない緒しよだからな？」

　誰にもばらさないようにと、教えてくれたのは──千太郎が一年生のとき入っていた部の、ある先せん輩ぱい女子だった。誰が見つけたのかもわかっていないが、部員だけの秘密なのだ。

　その部を千太郎は二年生になる前に、思うところがあってやめてしまったのだけれど。だから、自分から裏技を使う機会もなかった。しかし今日、この天使と二人だけで話をするには、他に誰も来ない屋上こそがベストだ。だいたいどのマンガも大たい抵てい、こういう状じよう況きようのときは屋上か体育館裏か体育倉庫と、相場が決まっているものなのだ。

　学校の真横を通る線路から、電車の通るやかましい音が届いてきて、戸のガラスをびりびりと震ふるわせる──。それに乗じて揺ゆさぶると、すぐ下の階段を通る生徒にもばれない。がちん！　と小気味よい手応えを伝えて、すんなりとガラス戸のロックは外れた。

　千太郎は天使の少女と屋上に出て、戸をちゃんと閉め、ガラス戸からは見えない位置に移動する。ロックはもう一度揺すればかけられるそうだが、それは立ち去るときでいいだろう。

「うーん！　ここ気持ちいいね！　あははっ」

　さんさんと降り注ぐ陽光を浴びて、吹ふき抜ぬける春の風にスカートをはためかせながら、パスティスが笑顔を見せた。

「のんきなもんだな……そういう状況じゃないだろ」

　千太郎は呆あきれながら、弁当箱と水筒を抱えたまま、錆びたフェンスの足下に腰を下ろした。

「とりあえず、訊ききたいことはいっぱいあるぞ！　ありすぎて、なにからしゃべっていいのかわかんないけどさ。……というか、なんだよその格好!?」

「えへへー。どうどう？　けっこう似合うでしょ」

　くるん、とパスティスはその場で回って見せる。と、着き崩くずしたセーラー服の上着の裾すそが、ちらりとめくれた。瞬しゆん間かん、千太郎は真っ赤になって絶句する。

　なんと、その下は素す肌はだだったのだ。千太郎ははっきりと、彼女のおへそを見てしまった。

「えええ！　ち、ちょっと待て！　それ……もしかして、下着とかつけてないのか!?」

「？　下着？　ああ、つけるものなの？」

「当たり前だあ！　──格好だけ真ま似ねした、やっぱコスプレかよ!?」

「あ、そう？　じゃあ……」

　ぬああ！　と頭を掻かきむしった千太郎の前で、パスティスが何かを取り出した。手帳の間に挟はさんであったのは、一枚のトランプのようなカードである。と、彼女はそのカードを真上に投げた。

　すると──。

「う、わ!?」

　カードが、ぱっと輝かがやいた。いや、カード自体が光に変へん換かんされたのだ。そして身みの丈たけほどのサイズにまで大きくなる。

　次の瞬間──光がパスティスへと落ちてくる。彼女の頭にぶつかると、そのまま下まで通り抜けた。まるでパスティスが、光のカードをくぐり抜けた形になる。

　と、カードはまるで役目を終えたかのように、元通りの小さな実体に戻もどっていた。ふわり、と舞まって、カードはパスティスの手に返ってくる。そして、「ほら」と彼女はいきなりスカートをまくり上げた。

「こんなのでいいのよね？　下着って」

「わああ!?　な、なにを──！」

　千太郎は見た。見てしまった。スカートの下にあったのは、ほんのりとピンク色をしたパンティだった。

「は、恥はじらいってのがないのかよお!?」

「？　あれ？　なんか問題あった？」

　本当に羞しゆう恥ち心しんがないようで、パスティスはスカートから手を放はなしたものの、今度は制服の胸元を引っ張ってみせる。わわ！　とさらに赤くなる千太郎だが、同時にはっとさせられた。



    

  
    
      「あれ？　……シャツが？」

　いつの間に着込んだのだろう。さっき見たときはなかったはずのインナーシャツが、今は身につけられていた。

「どうして！　だって、確かに見み間ま違ちがいなんかじゃ……！」

「ははん、簡単よ！　ちょーっと、『理り力りよく』を解放しただけだってば」

「理力う？」

「そ！」

　カードを指先でくるくると弄もてあそびながら、パスティスが言う。

　そのときになって、千太郎はカードの絵え柄がらに気が付いた。描えがかれていたのはファンシーなデザインのドレッサーらしい。

「人間から見ると、いわゆる奇き蹟せきの力ってヤツみたいだけど？　アタシたちにとっては当たり前のように使ってるものよ。まあ、神様からの借り物の力だけどねー。ただし、こっちじゃいちいち目立つからさ。こうして二次元面に隔かく離りして、使用を制限してるわけ」

　ほら、と彼女は手帳から、他のカードも取り出して見せた。千太郎が見たのは、『翼つばさ』と『輪っか』の絵柄だった。

「！　天使の羽と、リングまでカードに？　……力を封ふうじてるってことか？　なるほど」

「それに、こっちの世界で大きな力を使うと、影えい響きようが出たりするからね」

　と、パスティスが「ふふん」と白い歯を見せた。

「──キミの力みたいに、ね？」

「へ？」

「そう。理力は普ふ通つう、神様の力よ。天使はその恩おん恵けいを受けてるだけ。だけど……偶ぐう然ぜんってのは、恐おそろしいわよね。希まれに人間なんかに、神と同じ力を与あたえちゃうんだから……」

「ど、どういうこと？　僕の、力って？」

　意味深に言われて千太郎は動どう揺ようした。意味がさっぱりわからない！　思わず膝ひざの上にあった、弁当箱と水筒を抱だきしめる。

　しかし。

「ところで……さっきから気になってたんだけど。キミの抱え込んでるものって？」

「わ！　な、なんだよ!?」

「もしかして、人間の食べ物？　うわあ！」

　鼻をひくひくさせて、いきなりパスティスが顔を近づけてくる。女の子に鼻先数センチの距きよ離りにまで接近され、千太郎は慌あわてふためいた。

　いや、彼女の興味は千太郎にはなくて。青い瞳ひとみは真っ直ぐに、弁当箱の包みに向けられていた。

「……弁当のこと？　う、うん、そうだけど」

「ね、ね！　ちょっと開けていい？　いいでしょー？」

「いいけど……なに、その食いつきよう？」

「だって。アタシって肉体を持つのは初めてなのよう！　もちろんこっちの食べ物ってのも、口にしたことないわけで。や、別に食べなくてもアタシの体は平気なんだけどね？　でも──わ、わ！　きれー！」

　千太郎の許可を得るやいなや、しゃべりながらもパスティスは弁当箱をひったくり、包みを開けた。千太郎の横に座り込み、蓋ふたを取ると、彼女は姉の万ま衣いがつくった色いろ鮮あざやかな中身に目を奪うばわれる。

　毎日気合いを入れてつくられる姉の弁当は、今日は具たっぷりのサンドイッチと唐から揚あげだ。

「これ、全部食べられるの？　口に入れて味わえるんだよね？　ふんふん……ああなるほど、これが食べ物の匂におい？」

　と、いきなりパスティスは唐揚げをひょいとつまんで、口の中に放り込んだ。千太郎が止める間もない。すると──。

「!!　なにこれ、うん！　うんうん!!　こ、これが……おいしいってことなのね!?　すごい！」

「ちょ！　僕のお昼ご飯はんん!?」

「なにようー、いいじゃない。キミは毎日食べてるんでしょ？　……ああ、おいひい～！　悪くない、悪くないわよ、これ！」

「そりゃあ、うちの姉ちゃんがつくった、冷めてもおいしい特製唐揚げだから……あああああ、僕だって好物なのに！」

　止めようとした千太郎の腕うでを払はらって、パスティスはあっという間に唐揚げを片付けた。なおも弁当箱を離さずに、サンドイッチにまで手をつける。もぐもぐと幸せそうに唐揚げを頬ほお張ばりながら、両手にひとつずつ持ったサンドイッチを交こう互ごに齧かじった。

「な、なんだこの、食しよく欲よく天使……？」

　さすがにいらいらするのは千太郎だ。

「それより、話を戻そう！　そっちが本物の天使ってのはまあ、信じるとして。──僕の力ってなんなんだ？」

　改めて訊いてから、けれども千太郎は今いま更さらなことに気付かされる。そうだよ、と触ふれるのは、自分の顔にかかっている眼鏡めがねだ。

「もしかして他人の嘘うそが見えるようになった、このこと？　これ、眼鏡の能力じゃないのか？」

「むぐむぐ。……そうそう、ちゃんと効果出てたのよね？　よかったよかった」

「！　や、やっぱりお前がしたのかよ！　いったい、僕の眼鏡になにしたんだ！」

「アタシは、ちょっと細工をしただけ。キミの力を変換して、嘘を視覚化できるようにしたのよ」

「えっ？　力を変換……？　あ、あれ？　てことは」

「そーよ。言っとくけどそれをキミ以外の人間がかけても、効果は発揮しないからね？　だって力があるのはもともとキミの方なんだから。わかりやすかったでしょ？」

「は？」

「だって説明が面めん倒どうなんだもん。だからアタシは、実力主義なんだってば。こうやって行動した方が早いでしょ？」

「いや……おい？　違ちがう、やっぱりなんか違うぞそれえ!?」

「なによー。第一、アタシはあくまで手助けに来ただけだもん。サポーターとか、アシスタントって言うんだっけ？」

「……あのさ。ぜんっぜん、意味がわからないんだけど！」

　マンガのアシスタントじゃないよな。と千太郎は首を捻ひねった。

　しかし不敵に微笑ほほえむのはパスティスだ。

「だからさあ。自分のことは自分でやってもらうってこと！　そのために、どうせ必要になるでしょ、ってば」

「ええ？　必要になるって、なに!?」

「──あのね。キミは、特別な人間なの。人の身でありながら、神の力である理力を持って生まれたの！」

「え、ええええええええ？」

「たぶん自分じゃ気付いてないんだろうけどさ。うーん！　甘酸っぱくてこれもおいしいい～」

　デザートの厚切りパイナップルに手をつけつつ、パスティスが満足そうに目を細めた。

「や、もうそれはいいから！　あああ、僕の弁当！　もうほとんど食べちゃって……！」

「んー、いわゆる、因果律の問題なのよねえ。ときどきだけどいるのよ。人間なのに、神の力の一部を宿すってのが」

　千太郎の嘆なげきには耳を貸さず、パスティスは指についた果か汁じゆうまで舐なめ取った。が、彼女はふいに真しん剣けんな表情を見せた。

「それってどれだけやばいことか、キミにはわかる？」

「へ？　あ、いや……って、神なんてほんとにいるのかよ!?」

「いるわよ！　んー、でもキミたち人間が考えてるものとは、ちょっと違うかもね。ただこの世界の言葉で表すと、『神』としか言い表せない、絶対の存在よ」

「そう、なのか……」

「神様ってのはね、世界の力の流れが集つどうところにいるモノよ。ううん、集まった力そのものが、意思を持ったってところかな？　──あ、ここで言う世界は、この三次元だけじゃなくて。もっと高位の次元も含ふくめた上での意味だから。わかりやすく例えるなら、そうね。……集まっていく力の流れを、生物の『運命』、と捉とらえればいいわ」

「運命い？」

「そ！　肉体でも精神でもない。生きていく命の流れ、そのものよ。それらは複雑に絡からみ合いながら、まさに川のように流れてるわけ！」

　パスティスはややこしい話を、大おお雑ざつ把ぱに説明する。

「で、アタシたち天使や神様はそんな大きな流れの、いわゆる下流にいるのよ。散さん漫まんだった流れが集約して、大きな力に変わる、ね？　そして理力といった、事象をねじ曲げる力の恩恵を受けてるの。でもね──そのかわり、力の源である世界の流れを、常に監かん視しする役目を負っているのよ。ここまでいい？」

「監視って……じゃあ、もしかして」

　千太郎は理解する。

「僕の前にこうして現れたってのが、まさか！」

「もちろん、その一いつ環かんってわけ。そうでもないと、こんな下位次元にまでやってこないわよう」

　ぶう、と不満そうに唇くちびるを尖とがらせて、パスティスが言った。

「でもしょうがないのよね！　大事なのは、世界の流れを狂くるわせないこと。それも……この小さくて脆ぜい弱じやくな、下位次元の世界での流れほど、ね？　上流の小さな流れが乱れると、川の形そのものが変わってしまうときもあるでしょ。って言えばわかる？」

「？　つまりこっちの変化が小さいものでも……影響はとんでもなく大きくなる、ってこと？」

「そう！　で、その小さな変化──この世界での、たとえばたった一人の運命が変わっただけでも、いろんなところに影響が出て。下手をすると、世界の全てを壊こわしてしまうことになるの。で、さ」

　びしっ！　とパスティスの指が、千太郎に突つきつけられた。

「キミはその、他人の運命を変える力を持ってるわけ！　生まれつき、ね？」

「は？」

「キミの力は、理力名《真実の虚きよ構こう》……他人に、自分の嘘を信じ込ませる能力よ！」

　きっぱりとパスティスが告げた。その青い瞳に揺ゆるぎはない。

「しんじつのきょこう？　嘘を、信じ込ませる？　……ははは、まさかあ～」

　冗じよう談だんがきついな、と思わず笑いかけたものの、千太郎ははっとなる。

　眼鏡をかけた自分の目に映る、真顔のパスティス。彼女の口から何かの『色の文字』が出てくることはなかった。

「あのさ……ちょっと、確認しておくけど」

「なに？」

「……僕の眼鏡には嘘を見み抜ぬく力があるんだよね。それって、その。天使の嘘も、見破れるわけ？」

「もちろん、当然有効よ！」

　こっくりとパスティスが頷うなずく。

「《真実の虚構》は神の力──その力を変へん換かんした《神しん眼がん》は、言葉に意思を乗せる相手なら、どんな嘘でも見破れるわ。で、アタシが嘘ついてないってわかるんでしょ？」

「ここまできて冗談でした、ってわけじゃないよな……でも」

　まだ信じられない。千太郎は軽く頭を振ふった。

「嘘を、信じ込ませる能力だって？　しかもそれが神の力あ？　らしくないって言うか……」

「そりゃあくまで神様の力の一部、だもの。物理現象まではねじ曲げられないけど……でも、運命の流れを変えるには十分なものよ。──ねえ」

　と、隣となりに座ったパスティスが、急にしなだれかかってくる。制服越ごしに触れ合った体温に、千太郎はどぎまぎした。

　が、天使の彼女に他意はないらしい。ただ真剣に、千太郎に詰つめ寄よっただけだ。

「キミは──今まで生きてきて不思議に思ったことはない？　ちょっとした嘘でも、誰だれもがあっさり信じちゃうことはなかった？」

「い、いや。そう言われても」

　まじまじとパスティスに見つめられ、たじろぎながらも千太郎は首をひねる。

（嘘、ねえ……僕は）

　千太郎はしばし、自分の言動を振り返る。しかし結論はあっさりと出た。

「ないな。うん」

　頷きながら断言した。

　これは千太郎が、胸を張って言えることだ。

「正直、僕は嘘が嫌きらいなんだ。だから、特についた記き憶おくがないんだけど」



　──そう、千太郎は嘘をつかないようにしている。たぎるほどの正義感はないものの、善人であろうと心がけていた。それは千太郎が『少年マンガ』のマンガ家を目指しているからだ。

（作者と作品は、必ずしもイコールじゃない。でも）

　マンガには作り手の魂たましいがこもるものだ。少なくとも千太郎は、そう思っている。

　故ゆえに──「正義」「友情」「勝利」の三本柱が必ひつ須すな少年マンガを描かこうとすれば、自おのずと千太郎も、ちょっとした悪事も避さけるようになったのだ。

　たとえば周りに人がいなくても、絶対にゴミのポイ捨てはしない。車が一台も通っていなくても、歩行者用信号が青になるまで決して道路は渡わたらない。レジでお釣つりが間ま違ちがって多めに渡されたときは、必ず指し摘てきする──。

　小さなことだが物心ついた頃ころから徹てつ底ていしていた。昔から少年マンガで育ち、そしてマンガ家を目指すようになった千太郎だからこそ、意識して守ってきたことだ。

　その中には当然、『嘘で人を騙だまさない』というのも含んでいた。



「いや、信じられないかもしれないけどさ。でも」

　千太郎は自分の過去を振り返りながら、パスティスに訴うつたえた。また「ははん」などと、鼻で笑われると思ったのだ。

　けれども、彼女の反応は意外なもので──。

「あ、そうだったっけ！　キミってほんとに嘘をつかない人間なのよねえ」

　パスティスは何かを思い出したかのように、手帳をめくってチェックする。なんとあっさり信じたのだ。

　しかし。

「それでいて他人とあんまり関わらない、いわゆる半ヒキコモリってヤツで？　ふうん……それってなんか、アマテラスなんとかってのみたいよね？」

「！　そ、それ……天使が出てこない、別の神様の話だろ!?　おいー！」

「まあほら、そういうのは人間が勝手に決めてるだけだから。アタシもよく知らないけどさ。……はーはーはー。なるほどお。キミってだから、これまで接せつ触しよくしてきた相手も少なくて、嘘うそによる大きな影えい響きようが出てこなかったのよね。ふーん。──とゆーかさ」

　適当に千太郎をあしらったパスティスだが、いきなりじろっと睨にらんでくる。

「むしろ今回はそれで発見が遅おくれたのよ！　もうう！」

「ええー？　な、なんで僕が非難されるんだよ!?」

「あのねえ。普ふ通つう、神の力を持つ『神の子』が出現したときは──早々にアタシみたいな天使が送られてきて、その力を封ふう印いんしちゃうの！　たとえばアタシのカードみたいにして、力を切きり離はなしてさ！　でないと取り返しのつかないことになるからね。でもキミの場合、性格からか、その力をほとんど使ってこなかった。だから発見が遅れて、今になってアタシが送られてきたわけ！」

　やれやれ、といった感じでパスティスが溜ため息いきを漏もらした。

「本当なら封印だけでおしまいなのに、面めん倒どうくさいったらありゃしない！　も、最悪よ！」

「な、なんだよ！　嘘ついてこなかった僕が悪いのか？」

　理り不ふ尽じんだ！　とばかりに千太郎は噛かみついた。が、パスティスはふいに醒さめた目になる。

「本気で言ってる？　──ひとつも嘘をつかずに生きてきた人間なんて、いないわよ」

「えっ！　そ、それは……」

「無意識についた小さな嘘が、後になって大きく運命を変えてしまうの。それこそ、最後は世界を変えるほどにね」

　改めて千太郎に言い聞かせるように、ゆっくりと、改めてパスティスが言う。そこにはどこかしら、「嘘」の重みがあった。

「……ええっと。自覚ないけど。僕の力って、そ、そんなに？」

「うん。大変」

　こっくりと、パスティスが大きくひとつ頷いた。

　そうか。と千太郎も、他人に嘘を信じ込ませる、《真実の虚構》という能力の意味を噛かみ締しめる。

「嘘を思い込ませられるってことは……確かに、なんでもできる？」

「そーよ。神の力にはいろんなものがあるけど、キミのは特に、使い方次第でいくらでもやっかいで……」

「なるほど！　つまり自分の思い通りにやれるってことで！　ふ、ふふふふふふ」

　千太郎はようやく、自分に秘められた力の大きさを理解する。そしてつい、妄もう想そうを炸さく裂れつさせた。

「そんなの、まるで『ドラ○もん』の秘密道具、『ソノ○ソホント』みたいじゃないか！　嘘さえ通じれば、使い方次第で、世界をコントロールすることだってできる？　これは、まさに万能だぞ！」

「ええ!?　ちょ、ちょっと!?」

　青ざめるのはパスティスである。けれども。

「んでも──別にマンガがうまくなるわけでもないし。僕には価値ないや」

　千太郎はあっさりと邪じや念ねんを捨てた。自分にはどうでもいいことなのだ。

「はいい？」

　その変わりようにパスティスが肩かたすかしを食らい、脱だつ力りよくする。

「あーもうっ、な、なんなのよ、キミい!?」

「や、だってさあ。マンガは自分でこつこつ描いて認められないと、嬉うれしくもなんともないだろ？」

「いや、し、知らないけど」

「うーん。マンガのキャラの能力にしたら面白そうだけどね。いや、けどバトルものには不向きだなあ。万能っぽいけど、そのぶん扱あつかいにくそうだ。むしろ脇わき役やくか、敵の能力だよな、これって。というか編集部に直接行って嘘で連れん載さいを勝ち取っても、そんなの意味ないし。ましてや、全国の読者が騙されるはずがない！」

　うあああ！　ぐるぐると頭の中でいろんなシミュレーションをし、最後に千太郎はぐしゃぐしゃと髪かみを掻かき乱した。

「僕に与あたえられた能力が、マンガにプラスになるものだったらよかったのに！　くっそう！」

　千太郎は本気で嘆なげき、頭を抱かかえ込んでしまう。自分にとっては本当に、まったく無む駄だな能力だった。

「？　い、いったいなんの話をしてるの……？」

　理解できないという表情で、パスティスが嘆たん息そくした。

「とにかく！　キミの力はすごいの！　影響力が大きいんだから。それを監かん視ししに来たのがアタシってわけ！　で──さらに、今までキミが歪ゆがめてきた他人の運命を、どうにかしないと駄だ目めなのよ！　わかった？」

「え？　僕が歪めた、他人の運命？　まさか！」

「いるわよ。だからそのための手伝いに来たって、アタシ言ったでしょ？　アシスタントだって」

「アシって、そういう……」

「んで。今からすぐにでもやってもらうからね、修正作業！」

「ぼ、僕があ!?」

「だって、キミがやったことでしょ？　人間界にはこういう言葉があるんでしょ。自分で蒔まいた種は、自分で刈かり取るって！」

「言うけどさ……そっちがやってくれないんだ!?」

　わざわざこっちの世界に来たのに？　千太郎はもっともな疑問を天使にぶつける。

　しかし「当然でしょ！」という目をパスティスはするだけだ。

「あのねえ。アタシたち高位の存在が力任せにやると、もっとムチャクチャになるかもしれないの！　だからこそアタシは一人でこっちに行かされたし、わざわざ理力をカードに封ふうじてまで、人間に成りすましてるんだから！　頭働かせなさい、このポンスケ！」

「ぽんすけ？　ぽ、ぽ、ぽ、ぽんすけ!?」

「頭が空っぽってことよ！」

　ぽんぽんとパスティスが、千太郎の頭をはたきにくる。ひどい言われようだった。

「だからこそアタシは、キミの眼鏡めがねに《神眼》を持たせたの！　相手の嘘の背景にある感情まで、判別できるようになってるでしょ？」

「あ。嘘の言葉に、色がついて見えるってヤツ？」

「そ！　ねえ。これまで、何色の嘘が見えた？」

「ええと。赤がほとんどで、たまに白と、黒が……」

「ふうん、その中にはいないみたいね。キミが刷り込んだ嘘はもっとはっきりわかりやすく、異質な色で見えるはずだもの。無理矢理歪められた感情として、ね。さあ、ほらほら！」

　すっかり完食した空っぽの弁当箱を押しつけて、パスティスが千太郎の腕うでを引っ張り、無理矢理立たせた。

「ちょ、ちょっとお!?」

「なによ。解決するまでアタシは天界に帰れないんだから！　まったくもう、運命管理局なんかに就職するんじゃなかったわ。なんでこのアタシが……」

「？　なにそれ、天使にも職業があるんだ？　面白そう！　マンガに使えるかもしれないから、そこんとこ詳くわしく聞きかせ──」

「いいから！　付き合わされるこっちの身にもなりなさい！　四六時中キミの側に貼はり付いていないといけないのよ？　大変なんだからさあ！」

「でも、その。とりあえずさ、僕のお昼がまだなんだけど……」

　ぐうう。思わず鳴ってしまった空っぽのお腹なかを抱え、千太郎はつい弱音を吐はいた。

　けれども、天使の少女は意に介かいさない。

「アタシはお腹いっぱいだけど？　ふう～」

　ぺろりと舌なめずりまでして、恍こう惚こつの表情になる。

「ああ……これが満腹感ってヤツなのね。はふう」

「くっ。そりゃ姉ちゃんの弁当をたいらげれば、満足するだろうさ……！」

「そんなことより時間がないの！　早くしないと、運命の修正が手て遅おくれになるケースがひとつ確認されてるのよ！」

「え？　手遅れ？」

「そうよ。ほら──」

　と、パスティスは持っていた白い手帳を開いて千太郎に見せた。

　初めて見たそのページには、いろいろな文字が書かれていた。いや──千太郎は目を丸くする。

　大小様々な文字は、紙の上に書かれているのではない。まるで生き物のようにページの中を蠢うごめき、ひしめいているのだ。

「な、なにこれ！　……あっ！」

　けれども本当に驚おどろかされたのは、その文字の中から、いくつかがふわりと浮うかび上がったときだった。

　漢字数文字がまるで立体映像のように、文字群の中から飛び出してくる。五つが組み合わさったそれは、空中で『一いちノの蔵くら翔しよう子こ』と形作った。千太郎はぎょっとする。

「！　これって!?」

「人名よ。アタシの『天使手帳』には運命が狂くるった人間のデータが、こうやって出てくるようになってるの。それも急を要する変化ほど、大きくね！」

　ふふん！　と自じ慢まんげにパスティスがそっくり返った。しかしすぐに真しん剣けんな眼まな差ざしで文字を見つめる。

「この大きさはほんと危ないわよ。取り返しがつかなくなるのはもうすぐだわ。たくさんある名前の群れの中で、とびきりこうやって浮き出てるんだもの！」

「まさか……一ノ蔵先せん輩ぱいが？」

「なるほど。もちろん知ってるわけよね、キミは。ま、当然かあ」

　千太郎の反応に、天使の少女は目を細めた。

「キミが接触して嘘で運命を変えた、相手なんだものね！」



    

  
    
      　プロット３　ヒロインは『クールガール』で？






「イチノクラショーコ。年ねん齢れいは十七歳。性別、女。身長１５５センチ、体重44キロ。視力は右が１・０で左が０・９。で、あとスリーサイズってのが、上から82センチ。次が51センチで、最後が──」

「うわわわわっ！　そ、そういう情報はいいからあ！」

「？　なによう、必要になってくるかもしれないでしょ？」

「んなわけないって、絶対……！」

　屋上のガラス戸を裏技で施せ錠じようする千せん太た郎ろうに、パスティスが天使手帳のデータを読み上げる。それを真っ赤になって阻そ止ししながら、千太郎は断言した。一いちノの蔵くら翔しよう子このスリーサイズを知ったところで役に立つはずがない。千太郎が勝手にどきどきするだけだ。

「というか……一ノ蔵先輩に、僕が嘘うそを？　まさか、そんなことは」

「で、知り合いならわかるんでしょ。相手は今どこにいるの？」

「？　いや。どこって、そりゃ」

　一ノ蔵翔子は千太郎よりひとつ年上の、先輩に当たる人物だ。銀ぎん城じよう高校三年生の女子生徒である。

「クラスまでは知らないけど。お昼のこの時間なら三年生の教室にいるか、学食にでもいるとは思うけどさ……」

「！　てことはさ、この学校ってところにいるってこと？　あはは、やった！　じゃあ楽に見つけられるじゃない！　──さあ、すぐに接せつ触しよくしに行くわよ！」

「わ！　ちょっと、そんなに引っ張るなって！　って、今すぐ!?」

「当ったり前でしょ！　言ったでしょ、取り返しがつかなくなるときが迫せまってるって！　それがどういうことなのか、具体的にはアタシにもわかんないけど……とにかくまずは、ターゲットを見つけるの！　そこからがスタートよ、うん！」

「だ、だからって！」

　千太郎はうろたえる。いきなりパスティスが、弁当箱と水すい筒とうを抱える千太郎の、空いた方の手を取ったからだ。

　それは千太郎を逃にがさないようにするためなのだろう。しっかりと手を繋つなぎ、ぐいぐいと遠えん慮りよなく引っ張ってくる。が、それでいて意外なほど華きや奢しやな女の子の握あく力りよくを感じて、千太郎は思わず赤面した。ほっそりとした指が絡からむ感触は、初体験なのだ。

「強引だなあ、もう!?　は、放せって！」

「ふふん！　放したら自分でついてくるっての？　無理矢理にでもやらせるのが、わざわざやってきたアタシの使命なんだっての！　きりきり歩きなさいっ」

「そうじゃなくて……こういうの誰だれかに見られたら、こっ恥ぱずかしくて！　──あわわ！」

　抵てい抗こう虚むなしく引きずられていく千太郎は、屋上から階下へと移動させられる。するとそこには当然、何人かの生徒たちがいた。強制的に連行されていく千太郎の姿を見て、すれ違ちがう誰もが注目する。集まる視線に、千太郎はいっそう顔を赤くした。

　しかも、こともあろうに──その中に一人、見知った相手が混じっていた。

　きょとんとした様子で立ち尽つくすのは、小こ柄がらなクラスメイトの少女、寒かん梅ばい越こし乃のだった。

「はうん！　久く保ぼ田たくん？」

「へ？　うああ、寒梅さん!?　どうしてこんなとこに!!」

　ついそんな言葉が千太郎から飛び出した。それもそのはず。屋上から降りたばかりのここは、校舎四階の一年生のフロアである。二年生の千太郎たちは、本来訪れない場所なのだ。

「えーと、その。……あの、あのう」

　いきなり問いかけられたせいか、越乃はしどろもどろになる。うまく答えられないらしい。

「そのう。ええと、わたし。さっきの……お礼。もう一回、ちゃんと、あのね」

「？　なに？」

「すごく、あの。えと──う、嬉うれしかった、から……」

「ごめん寒梅さん、声が小さくて聞こえな」

「ぐずぐずしないで、もうう!!」

　聞き返そうとした千太郎だったが、そこをパスティスに邪じや魔まされる。問答無用だ。

「ほんっとキミ、アタシの苦労もわかってよね!?　ほらほらほらほら！」

「わ、わかった！　わかったから、ちゃんと歩くから！　それよりほんと、頼たのむから手は放して──」

「ところでさあ。サンネンセーの教室ってのと、ガクショクってのは、どう行けばいいわけ？　このまま真っ直ぐなの？」

「……。おま、そんなことも見当ついてないのに、僕を引っ張ってたのか！　あーもう！」

「う、うるさいわねえ。いいからキミが、前を行きなさいよう」

　さすがにばつが悪そうに、パスティスが足を止めて千太郎に訊いてくる。

「で、どっちから行くの？」

「学食も三年生の教室も、どっちみち一階まで降りなきゃ。近いのは教室の方かな」

「じゃ、階段を降りればいいのね？」

「わあ！　だから、引っ張るのやめろってばあ！　……あは、は。じゃあね、寒梅さん。はははは」

　階段へとすぐ引き返すパスティスに引きずられつつ、千太郎はもう一度、越乃の側を通り過ぎた。どうにか笑ってごまかしてみる。

　越乃はまだ何か言いたそうにしていたが、「あうううん」と口ごもるばかりで、おとなしく千太郎たちを見送るのだった。



　──それから三十分後。

「で。……どーして見つからないわけ!?」

　天使少女の苛いら立だちは、頂点に達しようとしていた。

「い、いや。そう言われても……」

　刺さすような視線で睨にらみ付けられ、千太郎は居い心地ごこちの悪さを覚える。パスティスに急せき立てられて、一ノ蔵翔子を捜して二人でいろいろうろついたのだが──まず向かった三年生の教室でも、翔子を見つけられなかった。その後は学生食堂にも向かったのだが、やはりどうにも見つからない。



    

  
    
      　結局、千太郎たちは再び、三年生の教室がある校舎の一階へと引き返して来たのである。しかし廊ろう下かからどの教室内を覗のぞき見みても、千太郎の知る翔子の姿はなかった。

「そりゃだって、生徒の数だって何百人といるんだし。もしかしたら食堂にいたのを、見落としてたのかもしれないしさ」

「もうう！　こっちは急いでるのにい！」

「というか。ひとつ冷静なツッコミしていいか？」

　三年生の教室が並ぶ廊下をこそこそ歩きながら、千太郎は眼鏡めがねを軽く押し上げて、横にいるパスティスと目を合わせる。

「こういうときって、そっちの天使の力とかで、相手の居所とかぱぱーっとわからないもんなわけ？」

「それは……うー。手持ちの理力カードには、そういうのないのよね。言ったでしょ？　こっちで力を使いすぎると影えい響きようが出るかもしれないから、もともと必要最低限の力しか持たされてないんだってば」

　スカートのポケットに仕し舞まった天使手帳に触ふれながら、パスティスが唇くちびるを尖とがらせる。

「アタシだって使えたら楽だけどさ。まあカードを無む駄だ遣づかいすると、あとで始末書書かなくちゃいけなくなるし」

「始末書お？　そ、そんなのもあるのか……」

「そーよ、ちゃんとシステム化されてるんだから。だいたい、いい理力はけっこう高いんだからね？」

「はあ？　高い、って……理力って、買うものなのかよ？」

「こっちにも貨か幣へいってシステムあるでしょ？　あれと一いつ緒しよよ。アタシたち天使は労働の対価として、天使ポイントをもらってるの。んで、そのポイントを消費して理力を使うし、天使デパートで購こう入にゆうするわけ。強い理力はポイント消費も激しいから、扱あつかいには気を遣つかうんだから！」

「天使ポイント……デパート……」

「あ。言っとくけど、キミにイメージしやすいように言い換かえると、そうなるだけだからね？」

「……ま、まあ細かいことはいいや。要するに、その。つまり……軽々しく天使の力は使えないわけで」

「うん。そう」

「結局、こうやってがんばって、こつこつ見つけるしかなくて」

「だから、そうなんだってば」

「──役立たず天使……」

「！　な、なによー！」

　さすがに呆あきれてつい呟つぶやいた千太郎のぼやきに、パスティスが怒おこる。──そのとき。

「あ……先せん輩ぱい!?」

「！　見つけたの？　イチノクラショーコ！」

「う、うん。でも……」

　千太郎の目に、廊下を歩いてくる、見覚えのある少女の姿が捉とらえられた。黒のソックスが目を惹ひく、ショートカットの女子生徒だ。

　それが千太郎たちの捜さがしていた、三年生の一ノ蔵翔子だった。

　だが、そんな彼女を一発で見つけられたのは、特とく徴ちよう的なソックスのおかげではない。

　それ以上にはっきりと、千太郎の眼鏡めがね越ごしにだけ見える、ある『文字』が見えていたのだ。

（って……あれ、文字、だよな……？）

　その異質さに千太郎は息を呑のんだ。確かに、「文字であったモノ」だろう。断片的にその形が見て取れる。

　しかしまるで砕くだけたように、何の言葉なのか判別できない。そして今まで見てきた嘘の文字とは違い、翔子の体にまとわりつく。色は、白でも黒でも赤でもない。まるでどんな色にもなれない、ぼやけた「灰」色──。

（なんだこれ？　これも、嘘の文字なのか？　でも、消えることなく残ってて……！）

「どれどれ、どの娘こ？」

　千太郎と違い、色の見えないパスティスがきょろきょろする。千太郎の視線の先を追いかけて、「あの娘か」と彼女も翔子を見つけた。

「ふうん。その様子だと、キミ。ちゃーんと嘘が見えてるみたいね！　ははん」

「あ、あれが……僕の刷り込んだ、嘘？」

　──はっきりとわかる、とパスティスが言ったとおりだ。確かにそれは異様だった。

　もっとも当の本人は、まったく気付いていないようだ。翔子は歩きながら、手にした布製のブックカバーをかけた本に、視線を落としている。

　どうやら、一人どこかで昼食をとってきた帰りらしい。本を持っていない方の左手には、まだ中身のあるパックジュースと、折りたたまれたパン屋の紙かみ袋ぶくろが握にぎられていた。

　そのジュースを飲もうと、ふと顔を上げてストローをくわえたとき。たまたま彼女は、突つっ立たっていた千太郎と目が合った。

「！　ン！」

　直後、彼女は驚おどろきのあまりか歩みを止める。

　二年生である千太郎がこの階にいることに驚かされたのだろう。

「久保田クン……！」

　どうしてここに？　という意味合いを含ふくませて、翔子が唇を動かした。

　千太郎の脇わき腹ばらを、隣となりにいるパスティスがこっそりと肘ひじでつつく。

「ほら、うまく接せつ触しよくしなさいよ！　……キミが刷り込んだ嘘うそ、その目で見極めるんだから」

　言われて、千太郎ははっとする。

「え、え？　でも、どうやって？　だって嘘の文字なんか、灰色でよくわかんなくて、そもそもバラバラで！」

「ああ、そんなふうに見えてるんだ。でも、キミにはわかるはずなのよ。どんな嘘なのか、ってのはね」

「へ？」



    

  
    
      「嘘がはっきりしないのは、彼女の体に染みついてるから。それでいて漏もれ出て見えるのは、それが自分の言葉じゃないから」

「……！」

「よりはっきりとさせる方法は、簡単よ。その嘘に関する話をするの。核かく心しんに触れれば、嘘は向こうから出てくるはずよ。だって、体に馴な染じまないものだから」

「嘘を……引き出すってこと？　会話で？」

「そ。きっと、はっきりと変化は見て取れるはずよ。ほら、嘘見つけなさいっ」

（……。僕の嘘が、わかる？　変化、って？）

　千太郎は《神しん眼がん》の力が宿った眼鏡越しに、灰色の文字の欠片かけらに包まれた、一ノ蔵翔子を見つめる。

　だが──。

（って、そもそも……話をしてとか言われても！）

「ええっと……。ど、ども、先輩」

　どうやって声をかけていいかわからず、千太郎はぎこちなく会え釈しやくした。

　翔子の方も同様だ。「ン」とだけ頷うなずいて歩き出し、そのまま三年生の教室のひとつに入ってしまった。

　焦あせるのはパスティスである。

「ちょ、ちょっとお!!　なんでそれで終わっちゃうわけえ!?」

「や、だって……落ち着け、落ち着けって！」

「落ち着いていられるわけないでしょーがっ！　せっかく、やっと接触できたと思ったら！　そんなんでキミの嘘、見つけられると思ってんの!?　このポンスケ!!」

「ま、またポンスケって──そんなこと言ったって、しょうがないだろッ」

　騒さわぐパスティスの腕うでを引いて、人目を気にして千太郎は教室の側から離はなれた。廊下の隅すみで、そっと事情を打ち明ける。

「どうにも、気まずいんだよ……」

「なによ？　知り合いなんでしょ、どういうこと？」

「知ってる間あいだ柄がらではあるけど！　……僕、やめたから」

「はい？」

「だから。一ノ蔵先輩が部長になってからすぐに、入ってたマンガ部を抜ぬけちゃったんだっての。僕が！」

「……だから？」

「いや。その、どうにも、ええと」

「なにぐずぐずしてんの！　いーから今すぐ再アタックよ！　イチノクラショーコを呼び出してきなさいっ！」

「か、簡単に言うなって！　それに──」

　千太郎が指し摘てきするより先に、校舎内にチャイムの音が鳴なり響ひびいた。昼休みの終しゆう了りようを告げるものだ。三年生たちがぞろぞろと、自分の教室へと入っていく。残念ながら時間切れだ。千太郎は溜ため息いきを吐ついた。

　こうなることは、食堂から引き返したときにはわかっていた。もともと「昼休み終わり直前なら教室に帰ってくるはず！」と、予測して行動したのだ。その時点で時間がないのは、当然の結果だった。

「僕たちも急いで戻もどらないと」

「ええええええええええええええ───っ!?　ここまで来てえ？」

「しょうがないだろ？　どのみち授業が始まるから、先輩を呼び出すこともできないし」

　パスティスが不満げな顔をするが、こればかりはどうしようもない。しぶしぶ了りよう承しようし、千太郎と共に二年Ａ組の教室へと戻るのだった。

　　　　




「あああ、もううー！　なんで人間って、こんなに自由な時間が少ないのよ!?」

　さすがにパスティスの不満が爆ばく発はつした。

　それもそのはず。今は、五時間目と六時間目の間にある休み時間だ。この隙すきに、と千太郎はパスティスにつれていかれて、もう一度三年生の教室の前までやってきたのだが──一ノ蔵翔子がいたはずの三年Ｃ組の教室は、もぬけの殻からとなっていた。

「たぶん、六時間目が移動授業なんだ。だからみんないなくなってるんだと思う」

「！　じゃあキミはイチノクラショーコの居場所、予測つく？」

「いや、無理だよ。体育か、音楽か美術か、選せん択たく肢しはいろいろあるし。……それにわかったとしても、追いかけてもこの休きゆう憩けい時間じゃあ話す余よ裕ゆうなんてないだろうし」

「こ、こんなに人間界が不便だとは思わなかったわ……！」

　覗のぞき込んだ誰だれもいない教室の時計で、短い休み時間の残りを確認し、パスティスが嘆なげいた。

「人間って、なんてしがらみが多いの!?　ほんっとに、急がないと駄だ目めなのにい！」

　そして怒いかりの矛ほこ先さきは自然と千太郎に向けられる。きっ、とパスティスが青い目で睨にらんできた。

「昨夜のうちに行動してたら、もうちょっとマシに動けたかもしれないのに！　ほんっと、キミがあのまま寝ねちゃうから──」

「へ？　いや、そんなこと言われても！　いきなりすぎて、こっちだってまだ戸と惑まどってるんだぞ！」

　しかし、千太郎も負けてはいない。

「待て。それに……そもそも僕がダウンしたのは、そっちのせいじゃないか!?」

「えっ、そ、そう？」

「殴なぐられたの覚えてるぞ！　しかも、そうだよ。急いでる割には今日、現れるの遅おそくなかった？」

　そしてふと千太郎はあることに気付く。

「だって昨夜来てたのに、僕の前に再接触してきたのが今日のお昼前だなんて。なんかおかしくないか？」

「ぎく」

　千太郎のふとしたツッコミに、パスティスが明らかに動どう揺ようする。

「な、なんでもないわよ」

　しかもそう答えた瞬しゆん間かん、眼鏡めがねをかけた千太郎には、赤い【なんでもない】の文字が見えた。

「うわ!?　今の……！　嘘じゃないか！」

「あっ」

　しまった、という表情で、パスティスが自分の口元を咄とつ嗟さに押さえる。しかしもう後の祭りだ。

　千太郎はしかめっ面つらで彼女を見み据すえた。

「なんだよ。天使が嘘ついてもいいのかよ!?」

「う、うるさいわねえ。ちょっと寝ね坊ぼうしたのは秘密なのー！」

「寝坊？　寝坊だって？　ネボスケ天使かよ！」

「しょうがないじゃない！　こっちとあっちでは、時差のずれだってあるんだから。大変なのよ！」

「おいおい、時差ボケなのかよ!?」

「もう、いいから！　問題はどうイチノクラショーコと接触するか、でしょ？」

　ここにいても無意味だと理解して、パスティスがさっさと歩き出し、強引に話を本題に戻した。

「接触の方法はないわけ？　──って、もとは接点があったんでしょ？　やめた、ってキミは言ってたけど」

「あ、うん。マンガ部のこと？」

「そう、それ！　で、マンガブって、なに？　マンガはサブカ……絵の描かかれた本、ってのはわかるけどさ」

「む。マンガって、そんな簡単に言い表されるものじゃないけど。まあいいや。マンガ部は、そのマンガを描くのが好きな連中が集まる、クラブのことだよ」

　パスティスの言い方が少し不満だったが、彼女と一いつ緒しよに廊ろう下かを歩きながら、千太郎は説明する。

「わかりやすく言うと、同じ趣しゆ味みを持つ同士の集まり、ってわけ」

「ああ、なるほど」

　ふーんと頷くパスティスがはたと足を止めたのは、一階から二年生の教室がある三階へと続く階段の、踊おどり場ばである。そこには大きな掲けい示じ板ばんがあり、四月のこの時期、たくさんのポスターが貼はられていた。その多くは部活動勧かん誘ゆうのものである。

「で──なんでやめたの？」

「え？」

「やめたんでしょ。その、マンガブっての。どうして？」

「……意見の相そう違い、だよ」

　千太郎は簡潔に答えた。そう言うより他にない。

「僕は、本気でプロのマンガ家になりたい。ずっとそう思って、努力してる」

「マンガカっていうのは……マンガを描く人、ってこと？」

「うん、そう。僕は気が付いたらマンガの虜とりこになってたんだ。だって、マンガってさ！　最高の表現媒ばい体たいだと思わないか？」

「へ？　……そ、そうなの？」

「そうなんだって!!　マンガは、絵と文字を組み合わせたものだから。表現できることが多た彩さいなんだ！　なにより誰でも取っつきやすい。それでいて自分のペースで読むことができる。日本がつくった、世界に誇ほこれる文化だよ！」

　ほんとに！　と千太郎はつい熱くなる。

「僕は誰かをマンガで楽しませたいんだ！　僕が、いろんなマンガから楽しませてもらったように！　──だけど」

「？　だけど？」

「……。マンガって、作り手が身につけなくちゃいけない技術が多いんだよ。簡単にはいかない。どん欲よくに学んでいかないと駄目なんだ。それに技術的なことだけじゃなくて、物語を自分の中から生み出すには、それ以上にいろんな作品を吸収しておく必要がある。しかも、ただ取り込むので終わってちゃ意味がない。分ぶん析せきして、どこがどう面白いのか、どこがつまらないのか、もっとどうすれば面白くなるのか、自分なりに噛かみ砕くだく必要があるんだ」

「は、はあ。そうなんだ」

「でも一ノ蔵先せん輩ぱいは、僕とスタンスがまるで違う」

　よくわからない、といった様子のパスティスに千太郎は結論を伝えた。

「それで僕は先輩が部長になってすぐ、思い切ってマンガ部を退部したんだよ。あれは二月だったから、まだつい二ヶ月ほど前のことだけど」

「なに？　ほんの少し前じゃない！」

　パスティスが不満そうに噛みついてくる。

「ちょっと、もう！　なんでやめちゃうかなあ、キミは！　そのマンガブってのに在ざい籍せきしてれば、イチノクラショーコともあっさり接せつ触しよくできたってのにい！」

「だってしょうがないだろ!?　あの人は僕と違って──ネームだってつくらないんだから！」

「は？　ね、ねーむう？」

「そう、ネーム……マンガの下書きになる前の、簡単な設計図みたいなものだよ！　そこでコマの割り方やストーリー展開を十分に吟ぎん味みしてから、下書き作業に入るもんなんだ。でも先輩は、アタリもつけずにぱぱっと一発描がきしちゃうんだよ！　もう!!」

「ええっと。それ、駄目なことなの……？」

「駄目に決まってる!!　あんなに、あんなに……あんなに！　絵がうまいのにッ！」

　もどかしい!!　千太郎は髪かみを掻かきむしった。翔子の実力を知るが故だ。

　一ノ蔵翔子は部内でも、とびきり絵のうまい少女だった。特にどんなキャラクターを描かせても、はっと人の目を引きつける。「華はな」があるのだ。

　それは、実は千太郎には簡単にできないことだ。それを翔子は感性だけでやってのける──。

　けれども、だからこそなのだ。千太郎は腹が立つ。

「もっとネーム段階で考えて描けば、ぐっとマンガが面白くなるのに！　もったいないんだよ、あの人の才能は！　……いや、楽しく描ければそれでいいってことなんだろうけど。でも、確実に力はあるのに！　それなのに！　先輩ったら、『サル○ん』さえ読んでないんだぜ!?　どう思うよ！」

「？　さ、さる……なに？」

「『サル○ん』だよ、『サル○ん』!!　『サルでも描ける○んが教室』！　21世紀愛蔵版まで出版された、相○コージ先生と竹熊健○郎先生による、マンガ家志望者必読のバイブルみたいなもんじゃないか!?　知らないのかよ！」

「し、知らない知らない知らない！　アタシ関係ないし！」

「技術の第一歩はまず『サ○まん』から！　マンガ家の生き方は、炎ほのおのマンガ家島○和彦先生の『燃○よペン』や『吼ほ○ろペン』シリーズから学ぶっていうのは、今時の基本中の基本だぞ!?」

「そうなのお？」

「や……まあ、ちょっと偏かたよってるかもしれないけどさ。でも、とにかく！」

　むしろ、かなり偏ってるかも。と半ば自覚しながらも、千太郎の勢いは止まらない。

「きちんとしたマンガを描くにはそれなりにきちんと手順を踏ふまえた方が、いいものが描けるんだ！　僕なんか『サル○ん』に倣ならって、人物を描くときはちゃんと裸はだかから描いて、そこに服を着せていくようにしてるし。なのに──先輩なんか、そんなことまるで無視でいきなり描き始めちゃうし！」

　それでいてうまいものだから、千太郎としては本当に歯がゆかった。また部内でマンガの冊子をつくれば、翔子の作品が最も受けた。

　ただし絵え柄がらだけである。読みやすさやストーリーの面白さでは、千太郎のマンガが評価を受けることが多かった。

　しかし、だからこそ。千太郎は翔子に嫉しつ妬としたのである。

「あの人は、もっとうまくなれるはずなのに……！　でも」

　言い合いになったときのことを思い出し、千太郎はようやくクールダウンする。

　彼女は千太郎に言い放ったのだ。

「うまくなるなんてどうでもいい」

　と──。

　それは未熟さを向上心でカバーする千太郎には、決定的な一言だった。

　プロになりたい千太郎と、あくまで趣味の範はん囲いでしか描く気がない翔子との差が、明確になった瞬間だった。

　だから。

「……わかってる。先輩が悪いわけじゃない。僕が理想を押しつけようとしてただけなんだ」

「んーと。つまり、それでケンカ別れしちゃったってこと？」

「いや。ケンカはしてないけど。先輩だけじゃなくて、マンガ部全体がそんな雰ふん囲い気きだったんだ。ずっと気付かなかったけれど、きっと僕には最初から合わなかったんだよ。教えてもらったことも多いけどさ」

　マンガ部で過ごした一年間は、とても学ぶことが多かった、と千太郎は振ふり返る。くだらないおしゃべりも、他愛のない馬ば鹿か騒さわぎも楽しかった。

　──あの屋上への『裏技』を教えてくれたのも、実は翔子だった。



「うちの部の伝統なのだよ。……でも、他の生徒たちには内ない緒しよだからな？」

　夏休みに、学校内でマンガ合宿をした夜のことだ。当時副部長だった翔子がそう言って、千太郎を含ふくむ一年生たちを、校舎屋上まで先導した。

　そこで千太郎たちは、星空を見上げて寝ね転ころがりながら、マンガについて熱く語ったのだ。



（そうだよな。僕は……一ノ蔵先輩に、たくさんよくしてもらったんだ）

　今でもあの日のことは、はっきりと思い出せる。つい、頬ほおをゆるめてしまうほどに。

　でも──千太郎にはやりたいことがあった。マンガの技術を少しでも上げたかった。

　その想いを共有できないと悟さとったとき、マンガ部に千太郎の居場所はない、と感じたのだ。

「だから、僕の方から出て行ったんだ」

「……つまり？」

「えーと。疎そ遠えんになっちゃってるから、お互たがいに話し出すきっかけがないっていうか。学年も違ちがうし、他に接点もなかったし。そもそもケータイの番号だって、登録してない仲でしかないし……」

「ははあ。うん、なーんとなく状じよう況きようはわかったわ」

　ふむふむ、とパスティスが頷うなずく。

「要するにキミとイチノクラショーコの間には、ちょっとした確かく執しつがあったせいで、話しづらい関係になった、と」

「ええと……まあそんなとこかな」

「なるほどねえ。あっはっは！」

　と、明るくパスティスが笑った。

　しかし次の瞬しゆん間かん──。

「笑えるかあ─────っ!!」

「だああああ!?　あ、危ない！」

　ぶん！　と目の前を天使少女の拳こぶしが横切り、千太郎は冷ひや汗あせをかく。反射的にかわせたものの、間ま違ちがいなく本気の一ひと振ふりだった。

「って、なにするんだよこの暴力天使！　手加減ってのを知らないのかよ!?」

「うっさいポンスケ!!　そんなこと言ってる場合じゃないでしょーが！」

　二撃目を準備してか、両手で拳を握にぎりしめてパスティスが迫せまる。

「なんとかしなさいよね、それ!!　とゆーかなんで今まで黙だまってたの、そんな大事なこと!?」

　周りに人目がないのをいいことに、パスティスがにじり寄る。千太郎の制服の襟えりを掴つかみ、踊り場の隅すみに追いやった。

「キミねえ、わかってるの!?　アタシは確かに、天界の都合でこっちに来たわよ。でもこの件は、人間界にも影えい響きようが出るのよ？　それでいいわけっ？」

「え。いや……」

「今はまだいいわ。小さなさざ波のような変化よ。けどそれが大きくなって取り返しがつかなくなるときが、もうすぐそこに迫ってるの！」

　そう言って彼女が取り出したのは、あの白い天使手帳だ。ページを開いたその上に浮うかぶのは、一ひと際きわ大きな『一ノ蔵翔子』の名前だった。

「人一人の人生がかかってるのよ。それを正せるのは世界中で、キミしかいないんだからね!!」

　手帳を突つきつけるパスティスの青い瞳ひとみは、どこまでも真しん剣けんだった。



    

  
    
      　プロット４　『別の嘘』という伏ふく線せん






（僕は……）

　すぐに六時間目のチャイムが鳴り、千せん太た郎ろうは二年Ａ組の教室に戻もどった。もちろんパスティスも一いつ緒しよである。しぶしぶといった感じで、教室の一番後ろの席に座っている。

　六時間目の授業は数学だ。といっても千太郎のクラスは文系である。よって生徒たちは皆みな、だらけた態度で教師の話を聞き流している。興味がないのだ。教師である初老の男性も、教科書の内容を板書するだけで、生徒の様子には目もくれない。千太郎にとっては絶好のマンガ作業タイムである。

　しかし数学のノートに重ねてアイデアノートを広げたものの、ページは白紙のままだった。シャープペンシルの先だけが無意味に点をつくっていく。どうにも描かく気になれなかった。

　今の千太郎の思考を支配しているのは、もちろん一いちノの蔵くら翔しよう子このことである。

　あの真剣なパスティスの眼まな差ざしが、ずっと心に刺ささっていた。

「……どうでもいいわけじゃないさ」

　ぼそり、と自分にしか聞こえない声で呟つぶやいてみる。無意識に眼鏡めがねを何度も押し上げた。

（だから言うとおりに、先せん輩ぱいを捜さがし回ったじゃないか）

　他人の運命を変えてしまう嘘。それと、取り返しのつかなくなるとき。そのどちらもが、千太郎の想像の範はん囲い外がいだ。理解しきれない。

　それでもパスティスが冗じよう談だんを言っているわけではないのは、よくわかっている。真剣な彼女の言葉はひとつも、色のついた文字にはならなかった。それに──。

（少なくとも僕が描きたい主人公は、どうでもいいなんて、見て見ぬふりをするタイプじゃない！）

　だから──作り手である自分も、放置するわけにはいかなかった。それは自分自身に対する裏切りだ。千太郎の心が許せない行こう為いだった。

（第一、僕が原因となってるのなら、僕自身でケリをつける必要がある！　……って、どんな嘘を刷り込んだのか、やっぱりちっとも覚えがないんだけどさ）

　はて、と千太郎は一人で首を捻ひねる。さっきからずっと思い返していても、本当に心当たりがないのだった。自分はいったいどんな嘘をついたのだろう？

「……その嘘をつきとめるためにも、確かに先輩に近づかないといけないんだよなあ。うーん」

　ぶつぶつと小声でぼやきながら、考えをまとめるために千太郎はシャープペンシルを走らせる。

（アイデアを……いや。流れを、マンガのプロットを練るみたいに、ストーリーを考えるんだ！　どうすればいい？）

　どうすれば、うまく話が進むようになる？　千太郎は頭を捻ひねる。

（嘘を見つけるためには、相手がその嘘に関することを、しゃべらないといけないんだよな。でも）

　二頭身の一ノ蔵翔子と自分を描く。だが、どう考えても二人の間でうまく会話ができるとは思えなかった。

　しかし。

（あっ、そうだ！　……これなら！）

　千太郎は気まぐれに、自分のキャラクターの横にパスティスを付け足した。その瞬間、止まっていた思考が動き出す。うまくアイデアが回り始める──。

　翔子から何かしらの言葉を引き出すには、必ずしも千太郎が会話をする必要はない。かわりの「誰だれか」でも十分なのだ。

　千太郎はこっそり振り返り、後ろにいる天使少女の方を見た。と、彼女と目が合う。

（そう。僕じゃなくてもいいわけで……！）

　思わず口元がにやけてしまった。それを見てかパスティスが眉まゆをひそめ、ぎょっとする。いけない、と千太郎はすぐに笑みをやめた。

　さすがに今のは自分でも、『悪役キャラ』みたいな笑い方だと思った。

　　　　




「ちょっと待って、ほんとに待ってってば！　あのさ、やっぱり本気なの!?　ううう」

「仕方ないだろ、僕一人だとどう考えたって、先輩に自然に近づく理由がないんだから！　それに嘘つくわけにもいかないし、もともと嘘はつきたくないし、うん。……でもさ、協力者がいれば──」

「で、でもアタシ、あくまでキミのアシスタントなわけで！　こういう役目はちゃんと自分でやってよね!?」

「だーかーらー！　結局は話を引き出すためのとっかかりじゃないか。それも立派なサポート役の務めだろ！」

「う。それは……そうだけどさあ」

「それともなんだよ？　他にいい方法があるってのかよ」

「えーん！　だってだって！」

「だって、じゃないよ。とにかくうまくやるしかない！」

　──放課後。そんなやり取りをしながら、学生鞄かばんを持って千太郎とパスティスが向かったのは、校舎一階の三年生の教室ではなかった。

　頃ころ合あいを見て訪れたのは、四階建て校舎の二階。あまり日当たりの良くない、北西側に面した理科準備室だ。

　使わないときは常に鍵かぎがかけられている引き戸は、千太郎が手をかけるとあっさり動いた。中に誰かいる証あかしである。

　ここは放課後、マンガ部──通つう称しよう『マンブ』の部室として使われている部屋だった。

　そして千太郎はこれから、部室にパスティスを「見学者」として、連れ込む作戦に出たのである。

　けれどもいざドアの前に来ても、天使の少女は抵てい抗こうする。千太郎に腕うでを引っ張られながら、ぶるぶると首を横に振ふり続けた。

「無理無理無理無理い！　そりゃキミが嘘つけないから、アタシがかわりに嘘ついて、きっかけづくりをしなくちゃいけないのはわかるけどさあ！　あ、アタシ……どうしたらいいか、さっぱりわかんないし！」

「大だい丈じよう夫ぶ。石ノ森章○郎先生の大傑けつ作さく、『サイ○ーグ００９』にこんな言葉がある」

「はい？」

「『あとは……勇気だけだ！』ってね」

「……。な、なにそれーっ!?」

「いくぞ！　──一ノ蔵先輩、いますか？」

　がらがらっと理科準備室の引き戸を開けて、千太郎は声をかけた。久方ぶりの部室に足を踏ふみ入れる。

　西向きの窓がひとつあるだけの部屋の中──。鍵付きの棚たなが並び、据すえ付つけ型のテーブルとくっつけられた折りたたみ式の机があった。

　そして千太郎の呼びかけに反応したのは、ここに一人だけいたショートカットの少女だった。

　この部屋の鍵の貸し出し許可をもらえる唯ゆい一いつの人物、マンガ部部長の一ノ蔵翔子である。

「！　久く保ぼ田たクン？」

　机の端はしで自前の薄うす型がたノートパソコンを開き、ペンタブレットを繋つないで、彼女は何やら作業をしていた。彼女のスタイルである、デジタルで絵を描いていたのだろう。千太郎の登場に驚おどろき、画面から視線を上げて目を瞬しばたたかせる。

　と、そんな翔子にまとわりつく灰色の「壊こわれた文字」たちが、千太郎にはやはり見えた。

　相変わらず彼女に刷り込んだ嘘は健在のようだ。

（僕が、なんとかしないと！）

「どうも、一ノ蔵先輩。いえ、部長。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

「久保田クン。……今日は不思議と、君と会う日だな。なにか用か？」

　突とつ然ぜんの千太郎の訪問に、翔子は最初こそ戸と惑まどった様子だった。が、すぐに彼女は落ち着いた口調で答える。どこか堅かた苦くるしく突つき放はなした感じが、この少女の自然体だ。

　いつも無表情で、いわゆるクールなのである。

「まさか戻ってきたわけではない、よな？」

「……う。棘とげのある言い方しますね、相変わらず」

「ン、別にそういうのではないのだが」

　ふむ、と彼女は言葉を切り、しばし考え込んでから──。

「気分を悪くしたら謝る。すまない」

　あっさりと千太郎に謝罪した。本当に悪気はないのだ。

「や、まあ。部長の人となりは、そこそこ知ってるつもりですから。平気です」

「そうか。助かる。で、結局……なんだろうか？」

「あー、いや。その……」

　翔子の問いかけに、千太郎は言葉を詰つまらせる。ちらりと見るのは自分の後ろに隠かくれる、パスティスである。

　本当は「戻ってきたんです」とでも答えて、普ふ通つうに翔子と話をすればいい。それが手っ取り早かった。

　しかし千太郎は、自分の都合で嘘をつくような真ま似ねはしたくなかった。

（それができたら苦労しないっての……！）

　一度出て行くと決心して、千太郎は勝手な都合で部を抜ぬけたのだ。それなのに事情があるとはいえ、あっさり戻もどるなんてできるはずがない。だから。

「先輩の言うとおり、戻ってきたわけではないです。僕は今回、単なる付き添そいです。実は」

　そこから先は全部パスティスに任せる。後ろで気後れしていた彼女を、ずいと前へ押し出した。

　あわあわとしていたパスティスだが、やがて覚かく悟ごを決めたのか──。恨うらみがましい目を千太郎に向けたものの、観念してぺこ、と翔子に会え釈しやくした。

「ええと、あのですね。アタシ、マンガにちょっと興味があって。それで彼に話をしたら、ここにつれていってもらえることになったんですよう」

　事前の打ち合わせどおりに、パスティスが口を開いた。

「よかったら見学させてもらえないかな～、なんて……。あは、あは、あははー」

　──もちろんまるで嘘うそである。千太郎の眼鏡めがね越ごしに、パスティスの【興味があって】や【つれていってもらえる】といった言葉が、いちいち赤い文字として見える。

　だがこれが、千太郎の考えた作戦だった。

　要はうまく翔子から会話を引き出せればいい。そこに千太郎が居合わせれば、灰色の嘘の文字に、変化が起こるかもしれない。その正体が解読できるようになる──？

（どういうふうになるかは、よくわからないけど……とにかく！）

　そのためのきっかけづくりとして、千太郎はパスティスを「見学者」に仕立て上げたのだ。

「とりあえず、お話しさせてもらえたらって感じなんだけど。……いいですか？」

「それは、本当か？」

　入部するかもしれない相手に、部長である翔子が悪い顔をするはずがない。そう読んだ千太郎の目もく論ろ見みどおり、腰こし掛かけていたパイプ椅い子すから立ち上がって翔子が明るい表情になった。ふっとかすかに笑みを浮うかべただけだが、千太郎はそれがクールな翔子にしては、かなりの感情表現だということを知っている。

　だが。

「しかし……」

　ふいに翔子は戸惑いを見せた。と、それは一いつ瞬しゆんだけだ。

「ン、歓かん迎げいする。来てくれてありがとう」

（？　なんだ？）

　千太郎はわずかな違い和わ感かんを覚える。だが眼鏡越しの視界には、まとわりつく壊れた文字たち以外の嘘は見えなかった。

　さっそく準備室の片かた隅すみにたたまれていたパイプ椅子を持ってきて、翔子は千太郎とパスティスの席をつくった。そしてパスティスに向かって自己紹しよう介かいする。

「久保田クンから聞いているかもしれないが。私が三年生で部長の、一ノ蔵翔子だ。で、君の名前は？」

「アタシは天あま使つかパスティス。ええっと、彼と同じクラスです」

　千太郎と共に勧すすめられた椅子に座り、パスティスが受け答えする。

　やっぱり、と頷うなずくのは翔子だった。

「ン、そうか。久保田クンと同じ二年生なのだな。なるほど」

（──ああ）

　そういうことか、となんとなく納得するのは千太郎だ。部活動の見学者とくれば、本来は四月から入ったばかりの、新一年生が相場である。それなのに千太郎の紹介で来たということは、二年生の可能性が高い。

　そこを翔子はなんとなく察して、「しかし」と引っかかりを覚えたのだろう。

「実に珍めずらしいな、二年生からクラブ見学とは」

　まさにそのことを翔子が口にした。「はあ、まあ」と、パスティスが照れ笑いでごまかす。

（って、そんなことに気を取られてる場合じゃなくて！）

　千太郎が注意すべきは、翔子にまとわりついた嘘の文字の、変化である。千太郎はさりげなさを装いながら、翔子とパスティスの会話を聞き逃のがさないよう集中した。

（この、刷り込まれた嘘に関する話が出れば、嘘の文字が読めるようになる……のか？）

「ところで──天使クンは、外国人、だろうか？　名前からするとハーフっぽいのだが」

　すると翔子がパスティスの金色の髪かみと、青い瞳ひとみをまじまじと見つめながら訊きいた。

　うろたえるのはパスティスである。

「へ？　え、ええっとお……」

　慌あわててスカートのポケットから、天使手帳を取り出してくる。ちらちらと困った視線を千太郎に向けてきた。

「も、もちろん生きつ粋すいの日本人じゃないですよ。日本語はうまいですけど育ちが違ちがうので、こっちの文化には疎うといみたいです」

　仕方がないので千太郎が、嘘でない範はん囲いでフォローした。そう、言っている内容に間ま違ちがいはない。大事なことを言ってないだけ、だ。

　こくこくこくとパスティスが大げさなくらい、首を縦に振りまくった。

「そ、そうそう！　あんまり難しいこと訊かれると、意味がわからなくて答えられないこともあるんで……そんときはごめんなさい！」

「いや、謝らなくてもいいことだ。国が違えば、わからないこともあるだろう。ン、では……」

　少し思案してから、翔子が話を切きり替かえた。

「だったらマンガの話でもしようか。それなら天使クンも盛り上がれるだろうし。それに、そんな話をするのがマンブだからな」

「！　マンガの、話？」

「そう。マンブは、マンガを描かきたい人が集まるクラブだが……しかし、描けない人でも問題ない。マンガが好きならそれでいいのだ」

　翔子が軽く微笑ほほえみを見せる。

「で、天使クンはどんなジャンルが好きなのだ？」

「ふえっ？　ジャンル、ですか？」

（し……しまったああ！）

　問いかけられるパスティスの横で、千太郎は青ざめた。

　見学者として天使少女をつれてきたものの、人間界に来たばかりの彼女には、当然ながらまったくマンガの知識がないのである。

　と、思っていたら──。

「ジャンル、ジャンル……。ええっと、読んだので言えば、『パー○ン』なんか面白かったかなあ。あれはニッポンの子供のことがわかってよかったです。同じ霊れい長ちよう類るいとはいえ、サルが仲間になってるのはすごいなーと思っちゃったけど」

「ああ、『パー○ン』か。あれは実にいいマンガだ。なにしろ藤○・Ｆ・不二雄先生の作品の中でも名作だからな！」

「他だと、同じ作者の『ドラ○もん』も読みました。あれも舞ぶ台たいが似てるかな？　巻数が多かったんで、全部は読めてないけど」

「藤○先生のキャラクター配置は、似たものが多いのだ。しかしそれだけではなく、『ドラ○もん』と『パー○ン』の関係は深くてな。有名な話だが、『ドラ○もん』の中に『パー○ン』のヒロインである星野ス○レが、成長した姿で出てくる話があるのだよ。知っているか？」

「！　え、そんなのあるの？」

「ン。今で言うスピンオフみたいなものだ。友情出演のような形で出てたのだよ。『パー○ン』ではラストで主人公のみ○夫クンが地球から旅立ってしまうのだが……数年後を描いた『ドラ○もん』内の星野ス○レのもとには、まだ帰ってきていない、という話になっている。つまり彼女はあの『パー○ン』の最終話からずっと、み○夫クンの帰りを待ってるのだよ」

「ええええええ！　そ、それは切ないよう！　ねえ？」

「いや、ちょっと待て」

　パスティスが目を潤うるませて、千太郎にも同意を求める。けれどもつい口を挟はさみたくなるのは千太郎だった。声の調子を落とし、パスティスを問とい詰める。

「あのさ。……どこで読んだんだよ、『パー○ン』とか『ドラ○もん』とか!?」

「へ？　あー、その」

「読んだとしたら、まさか！」

　千太郎ははっとした。そういえば『パー○ン』も『ドラ○もん』も、千太郎の部屋の本ほん棚だなにある蔵書のひとつだ。マンガ好きを公言するなら必読の作品である。

「もしかして僕のマンガを、勝手に借りて読んだのか？」

「ぎくっ」

「いつ!?　──って、考えるまでもないか。そんなの、昨夜から今朝にかけての時間くらいしかなくて。あっ、まさか今日、寝ね坊ぼうして来たほんとの原因って」

「う、うるさいなあー。ちょっとこっちの文化を学ぼうと思って、借りただけよ！　そしたらけっこう面白くって、ついうっかり夜よ更ふかしして寝ね過すごしてごにょごにょ……」

「……。読むのはいいけど、後でちゃんと返しておけよな！」

「わかってるわよ。ふんだ」

「ああ、久保田クンの持っているのを読んだのか。なるほど、どうりで今いま更さら『パー○ン』なわけだな」

　そんなやり取りをしている千太郎たちを見て、翔子がくす、と小さく笑う。

「普ふ通つうは、週刊少年ジャ○プあたりの流は行やりのマンガが来そうなものだが。久保田クンの趣しゆ味みに合わせれば、そうなるのも道理だな」

「尾○栄一郎先生の『ＯＮＥ　Ｐ○ＥＣＥ』とか冨樫○博先生の『ＨＵＮＴ○Ｒ×ＨＵＮＴ○Ｒ』とか、最近の作品もちゃんと押さえてますよ、僕は。でも藤○・Ｆ・不二雄先生は基本じゃないですか」

　翔子の言葉に、千太郎はつい反論する。

「『ドラ○もん』の大長編シリーズなんて、作り手なら最低十作目くらいまでは絶対読んでおかないと駄だ目めでしょう？　『○び太の魔界大○険』なんか冒ぼう頭とうで出てくる石像の伏ふく線せんが、何度見ても見事ですよ！　あんなのなかなか真ま似ねできるもんじゃないです！」

「ン、『○び太の魔界大○険』はよかったな。……しかし冒ぼう険けんものなら、『○び太の海底鬼○城』もいいぞ。みんなのために犠ぎ牲せいになるバ○ーちゃんには、いつ読んでも泣かされる！」

「あれは、やられたって感じがしますよね。最後に残ったバ○ーちゃんの、一本のネジがまた……！」

「Ｆ先生といえばだな、『ＳＦ短○集』も必読だ。あれを読むとＦ先生が、ＳＦ畑の人だってことが実によくわかる」

「『異色短○集』も面白いですよね！　読み手を選ぶところはありますけど」

　千太郎と翔子はついつい熱くなる。いつの間にかパスティスなどほったらかしだ。

「え、えーとえーとお」

　ちょっと！　という意味を込めてか、話についていけないパスティスが千太郎をこっそり小こ突づく。しまった、と千太郎は反省した。

　今日は翔子の、刷り込まれた嘘うそを判別するために来たのだ。マンガの話で盛り上がっている場合ではない──。

「ああ、すまない。マンガの話になるとつい夢中になってしまう」

　と、パスティスの態度を察してか、話を切り替えたのは翔子だった。

「客人を放り出していては、部長失格だな。そうだ、どうせならマンブの部誌を渡わたそう。バックナンバーがロッカーにあるはずだ。あとは私の過去の原げん稿こうデータなら、パソコンに入れてあるから今見せられるぞ」

　翔子がパスティスを気き遣づかって、傍かたわらにあったノートパソコンの画面を見せる。席を立って見つけてくるのは、準備室の隅すみに置かれたマンガ部用のロッカーに入っていた、部でつくったマンガ冊子の余りだった。それらをパスティスに見せながら、翔子はいろいろ説明していく。

　かわりに千太郎が自然と放置されてしまうが、それでよかった。冊子を手に、パスティスと翔子の会話が多くなる。千太郎はパスティスの肩かた越ごしに、ただひたすら翔子からにじみ出る、灰色の嘘の文字に注意した。

（それにしても部長とは、話は合うんだよなあ）

　さっきの自分と翔子のやり取りを思い出し、千太郎はふと感じる。

（……まったく。創作方法やスタンスは、まるで違うのに……）

　いつしか翔子はペンタブレットを繋つないだ、ノートパソコンでのマンガの描き方について語っていた。液えき晶しよう画面には、ドローソフトで描かれた翔子のマンガ原稿が映っている。アナログでしかマンガが描けない千太郎にはできない執しつ筆ぴつスタイルだ。

「で、だ。パソコン上でなら、こうして……こんな感じでだな」

「お……おおお？　ふえー？」

「このように、サイズも自由自在だ。また、トーン処理も画面上でできるから、便利の極みだよ。先行投資はけっこうかかってしまうけれどね」

「は、はあー、そうなんだあ」

「……少し難しかったか？　わかりにくかったら、すまない」

「あ。いや、けっこう面白いですよー。こういうの、アタシ触さわったことないし」

　翔子とパスティスの話は弾はずんでいる。レクチャーを受けながら、パスティスはもらった冊子に目を通し、いちいち感心している様子だった。時折話についていけないようだったが、数冊の冊子をいろいろ開いては積極的に会話をする。

　──そのときだった。あれ？　と千太郎はあることに勘かん付づく。

「？　一ノ蔵部長、今年の新しん歓かん冊子はないんですか？」

　思わず訊たずねたのは、パスティスに渡された冊子の中に、あるべきはずの新入生歓かん迎げい用の新冊子がなかったからだ。どれも去年までの古いバックナンバーである。

「ン。それは……だな」

　すると翔子が言いよどむ。そして。

「今年は、冊子をつくるのが間に合わなかったのだ」

「へ？　間に合わなかったって……そんなの！　どうなってるんですか!?」

　千太郎はぎょっとした。マンガ部は銀ぎん城じよう高校の中でも弱小のクラブである。同系統のアニメーション研究部に人を取られ、もともと毎年十人程度で回っている。部室棟とうの一室があてがわれずに、この狭せまい理科準備室で済まされているのがその証だ。

「四月のこの時期に宣伝用の部誌がないなんて、マンガ部としては致ち命めい的てきじゃあないですか！　死活問題ですよ！」

　そういえば部活の時間だというのに、いくらたっても部屋に他の部員たちが現れる気配がない。ましてや新顔の一年生もいない。

「新入部員は入ったんですか？　……いや、僕はもうここを辞めた人間だから、関係ないですけど。でも他のみんなはどうしたんです？　原稿を落としたんですか？」

「皆みなは……こなくなったのだ」

「!?　えっ」

「いや。冗じよう談だんだ。──うちはゆるいクラブだからな。皆、締しめ切きりを守ってくれなかったのだ」

　それだけだ、と最後に締めて、翔子はこの話を終わらせた。

　いつもの彼女の無表情に、わずかだが困ったような陰かげりが見えたのは、千太郎の見み間ま違ちがいだっただろうか？

　いや──このとき、千太郎は見落とさなかった。

（なに？　一ノ蔵先せん輩ぱい？）

　翔子の体にまとわりつく、灰色の壊こわれた文字に変わりはない。けれども彼女の口からは、なんと【冗談だ】【締め切りを守ってくれなかった】との言葉が、嘘の文字として現れたのだ。

　その色は、西日しか差さないこの部屋の中でもはっきりとわかる「赤」だった。

（今の、先輩の嘘!?　でも……え、え？）

　どういう意味なんだ！　理解できずに千太郎は戸と惑まどうばかりだ。妙みようだった。

　翔子はその話題を避さけたいのか、千太郎に目を向けない。そのままパスティスとの雑談に興じるのだった。

　　　　




　──空の色が、赤から紺こんに変わろうとする頃ころ。千太郎たちは話を終えて、学校を出ることにする。

　校舎内に残っていた他のクラブの生徒たちも、そろそろ帰り始める時間帯だ。まばらな人の流れに混じって千太郎、パスティス、一ノ蔵翔子が下校する。

「今日は楽しかった。来てくれて、感謝する」

　ノート型パソコンの入った鞄かばんを手に、銀城高校の校門前で別れを告げて翔子が離はなれる。その背中を千太郎とパスティスは見送った。

　翔子の長く伸のびた影かげと、千太郎にしか見えない壊れた文字の灰色が、暗くなっていく世界に溶とけて見えなくなる──。

「で、どうなの？」

「え？」

　一人で立ち去った翔子の姿が遠くに消えてから、パスティスが切り出した。

「え、じゃなくって！　嘘はわかった？　わかったのなら今すぐ彼女を追いかけて、嘘を正しにいきなさい！　つまりキミが刷り込んだ嘘に、相手にとっては真逆になる嘘を重ねることで打ち消すの！　いい？」

「いや。そう言われても……」

　まいったな、と千太郎は顔をしかめる。

「赤い嘘はあったけど、たぶんあれは違ちがうだろうし。だって……そもそも、灰色の嘘には、まったく変化がなかったから」

「！　なによ、じゃあ手がかりナシ!?　な、なにやってんのよー!!」

　もううっ！　とパスティスがごすごすと拳こぶしで脇わき腹ばらを叩たたいてくる。地味に痛くて、千太郎は慌あわてて逃にげた。

「痛い、痛いって！　しょうがないだろ、時間ぎりっぎりまでずっと注目してたけど、どうしてもわかんなかったんだってば！」

　逃げ回る姿を下校中の生徒たちに見られ、赤面しながら千太郎は言い返す。手近な電信柱の裏に隠かくれた。追いかけてきたパスティスは、しかし鼻息の荒あらいままだ。

「んも──！　だったら、なんであのまま帰らせたのよ！　もっと話をしなさいよ!!」

「そんなこと言っても……僕とは帰り道がまるで違うんだから、ここで別れるしかないだろ!?　それに話をするったって、僕と一ノ蔵先輩とじゃあ、盛り上がるのはマンガの話くらいだって！　けどそんなの、意味ないだろ？」

「う。それは……そうだけど」

　ふう。とパスティスが少し落ち着いて、溜ため息いきを漏もらす。

「でも、そういえばなんだかイチノクラショーコって、キミに冷たいような？」

「……もともと素そっ気けない人だけどね。まあ部を抜ぬけた僕に、愛想を振りまく必要もないだろ」

　確かに、藤○・Ｆ・不二雄作品の話で熱くなった以外、千太郎と翔子の間にはまともな会話がほとんどなかった。しかしパスティスの指し摘てきを千太郎は意に介かいさない。

「それより大事なのは──先輩から引き出すのは、僕の刷り込んだ嘘に関わる話に限る、ってことなんだ。つまりただ話をするだけじゃ駄だ目めだ。うまく関係のあることを聞き出さなくちゃいけなかったんだよ」

「って、今いま更さらそこに気付くわけ？　じゃあアタシの今日の苦労って、無む駄だあ？」

「……。否定できないな、それ」

「なによう、アタシけっこうがんばったのにい！　ううう」

「そうかあ？　結局そっちもマンガの話しかしてなかっただろ？」

「うぐっ。し、しょうがないでしょ！」

　嘆なげいていたパスティスが図星をつかれて、唇くちびるを尖とがらせた。完全に作戦ミスだった。

　ただし──。

「んじゃ、どうすんのよう」

「先輩へのアプローチは、もう今日のところは無理だろ。でも」

　千太郎は学生鞄の中から、自分の黒い携けい帯たい電でん話わを取り出した。ボタンをプッシュして電話帳を画面に呼び出す。

「？　なにしてんの？」

「そもそも、なんの考えもなしに、むやみに先輩に接せつ触しよくするのが無茶だったんだ。マンガと同じさ」

「はあ？　マンガあ？」

「下書きもなしに、いきなりペン入れなんてできないってこと。少なくとも僕には無理だ」

　自分がそういうタイプだってこと、忘れてた。不思議そうな顔をしているパスティスの前で、千太郎は自じ嘲ちようする。

（そうだよ。下書きの前にはネームがいるし、プロットだって書き起こす。で、その前には……資料集め、つまり十分な情報が必要なわけで！）

　決定的に、翔子に関する情報が足りていなかった。だったら、まずそこから始めればいい。

　──本当はいつもなら、さっさと家に帰って離れでマンガを描かいている。だが今日はとてもそんな気になれない。それはたぶん、あの翔子の「赤い嘘うそ」が心に引っかかっていたせいだ。

　だから。千太郎は思い切って、電話帳に登録はしてあるが、今まで自分からほとんどかけたことのない相手に電話をする。

「もしもし、お久しぶり。久保田だけど。今いいかな？　いや、ちょっと、その……話をしたいことがあって。──え？　うん、うん。えーと、わかった、そっちまで行くよ。じゃあ」

「なに？」

「電話だよ。話を聞きたかっただけなんだけど、なんか近くのハンバーガー屋にいるから、せっかくだから来いってさ」

　短く終わった電話の内容をパスティスに告げて、行こう、と千太郎は彼女を誘さそった。

「──うまくすると先輩についての情報、なにか聞きけるかもしれないぞ？」



    

  
    
      　プロット５　キーマンを『天使』にしたいのに──






　千せん太た郎ろうがパスティスをつれてやってきたのは、学校からほど近い商店街の中にある、一いつ軒けんのハンバーガーショップだ。その名も『ザクザクバーガー』である。

　小こ遣づかいをほとんどマンガの画材につぎ込む千太郎は、あまり足を運ばないが、近きん隣りんの学生には名の知れた店だ。その魅み力りよくは「とろける海の苔りチーズバーガー」や「焼肉ソース豆とう腐ふバーガー」といった、独自路線のバーガーを提供しているところにある。名前だけ聞くとゲテモノだが、食べてみると意外においしい──それが人気の秘密らしい。

　そして千太郎が電話した相手は、この店で待っているという。「いらっしゃいませ～」という出で迎むかえの文句を聞きながら、自動ドアをくぐってすぐに、千太郎はレジのある一階のカウンター席を見回した。ちらほら見られた客の中に、しかし目当ての相手の姿はない。

　二階席かな？　などと千太郎が思ったとき。

「！　ねえねえ、なにここ？　いい匂においがするよ！」

「うわ!?　な、なんだよいきなり！」

　パスティスにぐいぐい服を引っ張られ、千太郎はむっとする。が、彼女のきらきらした青い瞳ひとみを前にして、言葉に詰つまった。

　天使の少女はレジ横にある、『今月のザクザク１００円メニュー☆』の写真に、今にも涎よだれを垂らす勢いで食い入っていたのだ。

「ううっ、おいしそうう……！　なんか、いっぱいあるし！」

「あ、あのなあ。メシなら、昼休みに僕のぶんまで食べただろ!?　まったく！」

　このいやしんぼ天使が！　千太郎は侮ぶ蔑べつの眼差しで、パスティスを見た。むしろ空腹なのはこっちの方だ。水すい筒とうのお茶だけでごまかしていた千太郎の胃い袋ぶくろが、今になって目を覚ます。

「なにようー、だって、物もの珍めずらしいんだもん！　ふんだ」

　そんな千太郎のことなど、パスティスはお構いなしだ。彼女は鼻をひくひくさせて、うっとりとした表情で、「はふう」と溜息まで吐ついてみせる。

　無視だ無視。千太郎はそんなパスティスを放っておいて、再び相手を捜さがすことにした。二階席へと続く、階段の方を向く。

　──そのとき。

「おーい、久く保ぼタロー！　こっちこっち！」

　すると相手の方から見つけてくれて、声がかかった。

　千太郎のことを『久保タロー』と独特のあだ名で呼ぶのは、一人しかいない。千太郎が振ふり向いた、レジカウンターの向こう側──。なんと厨ちゆう房ぼうの中から手を振っている、ハンバーガー屋のカラフルな制服を着た、少し日焼けした茶ちや髪ぱつの少女がいた。

　千太郎が電話をかけた相手である、同じ銀ぎん城じよう高校の二年生、八はつ海かい香か澄すみだ。笑うと八重歯が覗のぞくのが、チャームポイントの女の子である。

「八海さん？　こ、ここでバイトしてたの？」

「ういっす、そうだぜ！　ちょっと待っててな？　休きゆう憩けいに入るから。先に、二階席にでも行っといてよ！」

　アルバイトのことを知らなくて驚おどろいた千太郎に、明るく香澄はそう告げた。と、同じバイト仲間に軽く挨あい拶さつしてから、厨房の奥へと引っ込む。

　その手は制服のエプロンにかかっていた。たぶん着き替かえるために、スタッフ用の更こう衣い室にでも行ったのだろう。

　ただし。

「じゃ、がんばってね」

　などと、なぜか店の女の子が、にこにこしながら香澄を見送る。「う、ういーっす」と香澄が戸と惑まどうように返事をしたのが、妙みように印象的だった。

（？　なんだろ？）

　その意味がわからず、千太郎は小首を傾かしげる。が、どうでもいいことだ。気にしないことにした。言われたとおり二階席へと向かおうとする。

　が、その前に──相変わらずレジ周りのメニュー写真に心奪うばわれているパスティスが、千太郎の視界に入った。

「……。おい」

「ん？　なになに？　ねーこれ、どんな味するのかな！」

「いや、あのな。お前、すっかり自分の使命忘れてないか？」

「！　そそそそ、そんなことないわよ」

　慌あわてる彼女の口から、【そんなことない】という赤い文字が飛び出した。

　やれやれ、と千太郎は眉まゆをひそめる。

「わかった、負けたよ。……１００円メニューのヤツなら、ひとつ買ってやるから。あんまりはしゃがないでくれ」

「えっ、いいの？　うわーい！　えとえと、どれにしよう？　迷うよう。うーん」

「……飲み物にでもしとけよ。コーラでいいんじゃないの」

「こーら？　この黒いの？　うん、じゃあそれにする！」

　１００円ドリンクのＳサイズコーラに決めさせて、千太郎はレジに行く。先程香澄を見送ったバイトの少女が、にこやかに対応してくれる。ついでに千太郎も、１００円メニュー内のオレンジジュースと、一番シンプルなハンバーガーを注文した。

　それともうひとつ、余分にアイスティーを頼たのんでおく。相談相手である香澄のぶんだ。

　一いつ瞬しゆん財布の中身と相談したが、これくらいは千太郎が出す必要があるだろう。

「お待たせしました～」

　会計を済ませてしばらくすると、レジの少女が愛想良く、カップ三つとバーガーの包みがひとつ乗ったトレイを用意する。

　それを受け取り、千太郎はパスティスと共に、『ザクザクバーガー』の二階へと上がるのだった。



　二階席は、夕食前という中ちゆう途と半はん端ぱな時間帯のせいだろうか。半分と埋うまっていない。

　窓際のソファ席がいくつも空いている。千太郎とパスティスは、そのうちのひとつに陣じん取どることとした。

　いや、トレイを置いた席の後ろに、千太郎は「しっしっ」とパスティスを追いやる。ストローの刺ささったコーラのカップを無理矢理渡わたした。

「？　な、なにようー」

「だからさ、最初に言ったろ？　これから一ノ蔵先せん輩ぱいになにがあったのか、聞き出すって」

　そのために千太郎は、同級生の少女、八海香澄に電話をしたのだ。

　彼女は千太郎とはクラスの違ちがう、二年Ｄ組の生徒である。一年生のときもクラスメイトではなかった。

　しかし、マンガ部で一いつ緒しよだった部活仲間だ。

　──もっとも香澄はマンガを描かくのはものすごく下手で、基本的に読み手側の人間だ。それもマンガだけに限らずゲームやアニメのファンであり、なんとなく声優志望ともいう、よくある雑食型のオタク少女である。故にマンガ部だけでなく、アニメーション研究部との掛かけ持もちをしていた。

（……それでも、二ヶ月前にマンブを辞めた僕と違って、きっと部の現状には詳くわしいだろうから）

　そう踏ふんで、千太郎はこうしてわざわざ接せつ触しよくしに来たのである。

「だから僕がうまく話をするから。お前は八海さんとは面識ないんだし、邪じや魔ましないように後ろでこっそり聞き耳でも立ててれば、だなあ」

「ういっす！　お待た、久保タロー！」

　と──そこに八海香澄がやってくる。ハンバーガー屋の制服の上着だけ、セーラー服のブラウスの上から引っかけていた。どうやらそれが休憩時のスタイルらしい。

「お久しぶりだぜ！　そいや、ほんとにしばらくぶりじゃん！　にはは」

　八重歯を見せながら、香澄は気さくに話しかける。そのまま、千太郎が座るソファ席に腰こし掛かけた。ちょうど対面となる格好だ。

　と、彼女はテーブルに置かれた、余分なアイスティーのカップに気付く。

「あっ、これもしかしてあたしのぶんかよ？」

「うん。アイスティーでよかったっけ。こっちのオレンジジュースと取とっ替かえてもいいけど」

「これでいいぜ！　……なんだよー、久保タロー。あたしここでバイトしてんだから、こんなのいいのに。ほら」

　すると香澄が差し出したのは、持ってきた手のひらサイズの箱だった。紙製のそれは、チキンナゲットのパッケージだ。どうやらアルバイトの特権として、厨房からもらってきたものらしい。

「！　いいの、ナゲット？」

「いいっていいって！　一緒に食べようと思って持ってきたんだぜ？　遠えん慮りよなく食べてくれよな！」

「ありがと──でも、いつからここでバイトしてるの？」

　熱あつ々あつのチキンナゲットをひとつ指でつまみながら、千太郎は訊きいてみる。少なくとも一年生のときは、彼女はバイトをしていなかった。

　というのも、八海香澄は学内でも有名な、スポーツ万能少女である。オタクなため、運動部には属していないが。そのぶんなにかと、女子のスポーツ系クラブの助っ人として、引っ張りだこだったのだ。バイトに精を出す暇ひまはなかったはずだ。

「そう！　それがさあ、聞いてくれよ久保タロー！　ひっどい話なんだぜ！」

　と、香澄は不満そうに、日焼けした腕うでを組む。

「あたしだってバイトなんてしたくないんだぜ？　見たいアニメもいっぱいあるし！　……だけどさー。この間助っ人で入った、ソフトボールの練習試合でさ。うっかりガラス割っちゃって……その弁べん償しよう代をこうして稼かせぐはめになったんだよお。ちぇー」

「え、え？　あー……そういえば」

　聞いたことあるかも。千太郎は、校舎一階の窓ガラスが割れて、今は応急処置でベニヤ板が張られていることを思い出す。

「って、あれ八海さんがやったの!?　それは知らなかったなあ……」

「うちの親に泣きついたら、自分で労働して払はらえって。そんで、短期のバイトだけどここで使ってもらってるんだ。んでも、ガラス割ったのわざとじゃないのに、理り不ふ尽じんだい！　ネットを越こえるくらいの、特大ホームランだって打ったんだぜ？」

　心底「心外だ」という様子で、香澄はぷりぷり怒おこった。

「まさに、『連れん邦ぽうのモビ○スーツは化け物か!?』ってな具合に、活かつ躍やくしたのにさあ！」

「は、ははは」

　その剣けん幕まくについて行けず、千太郎は苦笑する。が、ふとあることに気が付いた。

「？　でもホームランでガラスを割るって。あれ？　グラウンドのソフト用バッターボックスって、校舎と反対側向いてるんじゃあ？」

「へっ？　そ、それはさあ……ほら。ホームランじゃなくて、だな。ごにょごにょ」

「ああ──」

　なるほど、と千太郎は理解する。おそらく特大ホームラン並の、痛つう烈れつなファールを打ち込んだのだろう。

「いや、そんなことより！」

　さすがにばつが悪くなったのか、香澄が話を切り替える。

　と、彼女が視線を向けたのは、ソファに座った千太郎の隣となりだった。

「……そっちの女の子は、誰だれだよ？　久保タロー」

「ん？　ああ、こいつなら──って、おい!?」

「はひ？　むぐむぐ。うー～ん、噛かみ応えがちょっと足らないけど、これはなかなか！」

　いつの間にそこにいたのか。後ろの席にいるように促うながしたはずのパスティスが、ちゃっかり横に座っていた。

　そればかりかごく自然な動きでバーガーの包みを開けて、さっそく一口かぶりついたのだ。もぐもぐと満足げに咀そ嚼しやくする。

「僕のバーガー！　なに食ってんだよお前!?　昼間あれだけ食べただろ！」

「えー、だってこっちもおいしそうだったんだもん。いいじゃない～──わ、わわわ!?　この黒い飲み物、しゅわしゅわで甘くて、なにこれえ!?　すごーい！　ねえねえ、キミのは？　そっちはどんな味？」

「……だから僕のを欲しがるなっての！　まったく！」

　自分のコーラどころか、千太郎のオレンジジュースにまでパスティスは手を伸のばそうとする。千太郎は慌ててカップを確保した。

　そんな光景を見て勘かんぐるのは、正面にいる香澄である。

「なあ、ちょっと訊くけど。もしかして二人って恋こい人びと、なのか？」

「は？　僕と、こいつがああ？」

「ふえ？　恋人、って……」

　しばしぽかんとしてしまうのは、千太郎たちの方である。

「いや、冗じよう談だんじゃない！　違うって！」

「ないない。あり得ないから」

　二人で声を重ねて否定した。と、パスティスは片手で天使手帳を開き、何やらさっと目を通す。

「とゆーか、そっちは……ハッカイカスミ？　年ねん齢れいは十六歳。性別、女。身長１５８センチ、体重47キロ──」

「わ、わわわわ！　こ、こいつのことはほんと、気にしなくていいから！」

　慌てて千太郎は、邪魔なパスティスを横に押し出す。

「あのなあ、だからお前はいなくていいって言っただろ？　その方が話しやすいんだから！　あと、バーガー返せ！」

「うー、わかったわよ。ちゃんと話しなさいよ！」



    

  
    
      　しぶしぶといった感じでバーガーをトレイに残し、コーラのカップを持ってパスティスが席を外した。すぐ真後ろの空席に移動する。ようやく邪魔がいなくなり、千太郎はほっとした。香澄へと向き直る。

　ところが、今度は香澄がきょとんとした。

「あれ？　いっちゃうのかよ、あのコ？」

「え、なに？」

「だって──恋人じゃないなら、単に友達、ってだけだろ？　んで、その友達が付つき添そいってことは、ほら！　な？」

「？」

「んもー！　つまり、友達を通しての告白っていう、王道シチュエーションじゃん！　少女マンガとかでよくあるパターンの！」

「はああああ？」

「話があるって、そういうことなんだろ？　まったく、照れるぜ。えへへえ。いや、マンガ馬鹿の久保タローらしいっちゃあ、そうだけど」

「いや。いやいやいや！」

　何を言っているんだ。千太郎は最初、まったく理解できなかった。そもそも少女マンガは守しゆ備び範はん囲い外である。

　けれども目の前にいる香澄はなぜかもじもじしている。目の前にあるナゲットの箱のフタを、意味もなく何度も開閉させていた。

　がさつなところのある彼女がこれまで見せたことのないくらい、しおらしい仕草だった。なんだこれ？　千太郎はどきっとする。

　それと同時になぜだか「やばい」とも思った。慌あわてて千太郎は否定する。

「そんなわけないって！　僕はただ、ちょっと八海さんに訊きたいことがあるだけで」

「？　訊きたいこと？　そ、そんなこと電話じゃあ、ちっとも言わなかったじゃんかあ？」

「や……だって、言う前にそっちが電話を切ったじゃないか!?　ここにいるから、話なら来いってことで──」

「えー。な、なあんだ」

　がっかりした様子で香澄がうなだれる。ちぇっ、と小さく舌打ちした。

「もうてっきり、告白だと思ったのにさー」

「……。そ、そんな勘かん違ちがいしてたのか？」

　なぜそんなことに。千太郎は目め眩まいを覚える。

　そういえばレジで対応してくれた少女の笑顔は、にこにこではなく、にやにやだった気がしてくる。いや、絶対そうだ。千太郎は断定して、ものすごく恥はずかしくなった。

「色いろ恋こい沙さ汰ただなんて……僕がそんな器用な真ま似ねできるわけがないだろ？　だいたい僕は少年マンガでも、ラブコメが苦手なんだよ！」

「だってさあ。部室じゃよくしゃべってたけど、久保タローってあたしに電話かけてきたことほとんどないぜ？　それが、マンブやめてしばらくしてから、わざわざかかってきたんだから……勘違いもするぜ！　あーでも、そうだよなあ。久保タローが告白なんかするはずないか。早とちり早とちり。たははははー～」

　香澄はいつもの調子に戻もどって、明るく笑い飛ばした。ほっとするのは千太郎だ。

　だが。

「そもそも僕なんかが告白しても、八海さんは受け入れたりしないだろ？　まったくもう」

「えっ？　……別に、そんなことないけど……」

「は？」

　オレンジジュースのストローに口をつけたまま、千太郎は固まった。目の前で香澄が真っ赤な顔でこっちを見ている。何気なく言ったぼやきのせいで、またおかしな雰ふん囲い気きになっていた。香澄が上うわ目め遣づかいでしゃべる。

「んーとさ。あたしだって今まで意識したことなかったけどさあ。その、久保タローとは仲が悪いわけじゃないし。ちょっとマンガ馬鹿だけど、意外と真っ直ぐなところは嫌きらいじゃないし。それにほら、アタシってこう……オタクで、ガサツだろ？」

「え、いや」

「だから今まで男に告こくられたことないし。んでも久保タローなら、オタクだからって馬鹿にしないだろ。それでいてあたしのノリにも普ふ通つうについてきてくれるしさあ。えへへ。だから、あたしは付き合ってもさ、その。な？」

「あの、八海さん？」

「──なのに！　ううー、あたしの馬ば鹿か馬ば鹿か！」

　と、香澄は自分の頭を軽く殴なぐった。

「なにこの、ただの思おもい違ちがいじゃん！　ずっとワクテカしてたのにい！」

「わ、わくてか？」

「そ。ワクワクテカテカ」

「てかてか……」

「くっ、まさに『認めたくないものだな、自分自身の若さ故の過ちというものを』ってな感じだぜ……」

「まあ……その。なんと言うか。と、とにかく話を本題に戻そう！」

　千太郎はオレンジジュースを一気に飲んで、必死になって空気を変えた。

「──今日僕が八海さんに電話したのは、マンガ部のことで訊ききたいことがあって。実は一ノ蔵先せん輩ぱいの……部長のことなんだけど」

「？　翔しよう子こ先せん輩ぱいの？」

「今日はちょっとしたことで、久しぶりに部室に行ったんだ。そしたら部長の一ノ蔵先輩以外、誰もいなくて。そればかりか今年の新しん歓かん冊子までないみたいだし。マンガ部って今、どうなってんの？」

「なあんだ、そういう話かよ？　そんなの──って、そっか。久保タローは知らなかったんだっけ」

　顔を上げた香澄が、うーん、と眉まゆ根ねを寄せながら真しん剣けんな表情になる。

「……実はさあ。久保タローが出て行ってから、マンブでけっこうもめたんだぜ？」

「もめた？」

「ういっす、そーなんだよ。だってさあ、翔子先輩って冷たいじゃん！　久保タローがやめるの、好きにさせればいいって。それでみんなと言い争いになってさ、そのことがきっかけで冊子の原げん稿こうもそろわなくなって。で、気が付いたら今の三年生もあたしら二年生も、自然と部室には行かなくなっちゃって……」

「!?　ええええええ？　な、なんでそんなことに？」

「いや、あたしはさ、アニ研とのかけもちだから。しばらくマンブに顔出さなかったら、気が付いてたらそうなってたって感じ。でも仕方ないって。久保タローが抜ぬけたのってほんと、影えい響きよう大きかったんだぜ！」

「へ？　ぼ、僕が？　まさか！」

　そんなわけない、と千太郎は否定する。信じられない。

　けれども──香澄は嘘うそを言っていない。その口から嘘の文字が出ることはなかった。

　そして彼女は静かに語る。

「あのさ、久保タローは自覚してなかったみたいだけどよ。マンブの中心って久保タローだったんだぜ。だってほら、あたしが言うのもなんだけど、みんながみんな熱心にマンガを描かくわけじゃないじゃん？　一番やる気があったのって久保タローだし、けっこうみんなそれに引っ張られてるとこあったしさ」

「！　それは……」

「だからさ、みんなで翔子先輩に久保タローを説得しよう、ってもちかけたんだぜ。でも翔子先輩は素っ気なくて、それで」

「……や、でも。一ノ蔵先輩が素っ気ないのは、いつものことじゃないか？」

「うん、わかってるけどさあ。でもちょっと冷たすぎだっての、あれは。──マンブってさ、人数少なかったけど、わいわいやれてるのが楽しかっただろ？　けど、それが壊こわれちゃったんだよな。だからあたしも今はアニ研と、運動部の助っ人ばっかりだし」

　ふう、と香澄が溜ため息いきを吐ついた。テーブルに頬ほお杖づえを突ついて、暗くなってきた窓の外をぼんやりと見つめる。

「聞いた話なんだけど。実際、マンブって廃はい部ぶになるかもしれないんだって」

「えっ？　それ、ほんと？」

「あたしは幽ゆう霊れい部員になっただけで、マンブにはまだ籍せき残してあるけどよ。でも翔子先輩に愛想尽つかして出て行ったみんなは、退部届を出しちゃったらしいから。──久保タローは知ってる？　クラブやサークルって、ゴールデンウィーク明けに生徒会に存続届けを提出するんだけど、最低五人の部員が必要なんだぜ？」

「あっ！　……マンブにはもう、五人も残ってないってこと？」

「ういっす。新入部員だってそんなに入ってないと思うぜ」

「たぶん……ゼロだ」

　千太郎は部室の様子を思い出す。明らかに新入生が居着いた形けい跡せきはなかった。自分が一年生だったときは、毎日のように入いり浸びたっている者がいたのに──。

　それに、ふと思い出すのは校舎の掲けい示じ板ばんだ。階段の踊おどり場ばなどのあちこちにあるが、そういえば今年のマンガ部のポスターを見た記き憶おくがない。

（マンブは弱小のクラブだ。勧かん誘ゆうなんてポスターくらいしか手段がないのに！　そのポスターづくりができないほど、駄だ目めになってるってことかよ？）

　千太郎はぞっとした。予想外に大変なことが起きていたらしい。

（一ノ蔵先輩のあの赤い嘘は、それを僕に取とり繕つくろったんだ）

「僕が抜けたから……」

「久保タローが気にすることないと思うぜ。どっちかっていうと、自然崩ほう壊かいみたいな感じだしさ」

　考え込む千太郎を香澄がフォローした。と、彼女ははにかむような笑みを見せる。

「なんでこんなこと訊きたいのかあたしにはわかんないけどよ。もし久保タローがマンブに戻ってきてくれるなら……あたしは嬉うれしいぜ。にへへ」

「……ありがとう」

　少し照れながら千太郎は感謝した。

　そんなふうに思ってもらえているとは、今の今まで知らなかった。

　　　　




　香澄と話し込んだのは、三十分となかっただろう。

　しばらく雑談をしていたのだが、「そろそろバイトに戻らないと」と香澄が話を切り上げる。チキンナゲットの残りを千太郎に勧すすめて、彼女はＳサイズのアイスティーを飲み干した。ぱっとソファから腰こしを上げる。

「んじゃまたな、久保タロー！」

「うん。今日はありがとう、八海さん」

「にはは。こっちこそ、久々に話できてよかったぜ！」

　ばーい、と手を振ふって香澄は二階席奥の、スタッフルームの扉とびらに消えた。

　ナゲットと冷えたバーガーを片付けて、千太郎も席を立つ。振り返って、真後ろの席にいるパスティスに声をかけた。

「おぅい、終わったぞ。そっちもちゃんと話聞いてた……あ、あれえ？」

　と、千太郎はびっくりする。

　後ろのソファ席にいたのは、金きん髪ぱつのパスティスだけではなくて。なぜかその向かいに、見覚えのある少女が座っていた。

　銀城高校の制服に身を包んでいたものの、下手をすると小学生かと見み間ま違ちがうほど小こ柄がらな女子──寒かん梅ばい越こし乃のだ。

「寒梅さん!?　なんでここに？」

「はうん！　えっ、えとえと、あのう」

　問いかけられてびくりとしながら、越乃がしどろもどろになる。

「あの……そのう。久保田くんの側に……ごにょごにょ」

「なんかたまたま居合わせたから、アタシが相席誘さそったの。もぐもぐ」

「って、なに食べてんだよお前え!?」

　小声になる越乃にかわってパスティスが答えるが、彼女はフライドポテトを堪たん能のうしていた。どうやら越乃が買ったものを、相しよう伴ばんしていたらしい。

　指についた油まで舐なめ取って、天使の少女は幸せそうな顔をする。

「うーん、このポテトってのおいしいね！　お腹にたまる感じがして、なかなかに満足満足う～！」

「お、おとなしいと思ったら！　お前なあ、ちゃんと話聞いてたのかよ、ったく！　目的忘れてるんじゃないか!?」

「失礼ねえ、ちゃんと聞いてたわよう。で、イチノクラショーコについてはあれくらいなの？」

　千太郎が訝いぶかしむものの、確かに話は聞いていたようだ。パスティスが指を舐めながら、ふむ、と眉まゆをひそめた。

「たいした情報じゃないんじゃないの。大丈夫なの？」

「……僕の知らなかった一ノ蔵先輩のことは聞けたよ。そりゃもっとわかることがあったらよかったけど、今日はそれが精せい一いつ杯ぱいさ」

　千太郎は嘆たん息そくする。

「また明日あした、直接アプローチするしか手はないだろ。……というかその話は──」

　パスティスの向かいにいる越乃を意識して、千太郎はそこで会話を切る。とん、とパスティスの肩かたを指で叩たたいて促うながした。

「とにかく今日はもう帰る。姉ちゃんがうちで夕ご飯用意してる頃ころだろうしさ」

「！　えっ、ご飯!?　ねえねえなにが出るの？」

「って、お前はぜんっぜん関係ないだろうがっ!!」

　嬉き々きとした様子でぴょこんと立ち上がったパスティスに、千太郎はうんざりする。「この食しよく欲よく馬ば鹿か天使！」などとなじりたかったが、越乃の手前口をつぐんだ。

　むしろ今日一日でいろんなことがありすぎて、これ以上怒おこる気力がわかなかった。

「マンガも描いてないのに、なんか疲つかれた……」

　ずれかけた眼鏡めがねを直す。と、パスティスが鞄かばんを持って、千太郎についてくる。ソファ席に残る越乃に手を振った。

「ばいばーい。ポテトありがとね！」

「……ああ、寒梅さんもあんまり遅おそくならないようにね。じゃ、また明日学校で」

「あの、あのあのあの……うん」

　別れの挨あい拶さつをした千太郎に、越乃が何か言いたげだったが──最後にはこくん、とひとつ頷うなずいた。

　　　　




「って……お前さあ、なんで僕のベッドでマンガ読んでるんだよ!?」

「えー、いいじゃない。だって夕ご飯はガマンしたんだもん！　これくらい気にしない気にしないー」

　姉のつくった夕食を食べ終え、さっと入浴を済ませて、千太郎はいつものジャージに袖そでを通す。そして向かったのはもちろんアパート『安あ楽ら満ま荘そう』の、離はなれの自室だった。すると部屋に入った直後、眼鏡の視界に飛び込んできたのは、ロフトベッドの上の人ひと影かげだ。

　──なんと、アパートの前でとっくの昔に別れたはずの、パスティスである。彼女は部屋の明かりを勝手に点つけて、なぜか千太郎の布団の中に潜もぐり込み、ごろごろしていた。

　久保田家の夕食に参加できなかったのが、どうやらかなり不満らしい。ロフトの梯子はしごを登って顔を見せた千太郎に、パスティスはぷいっとそっぽを向く。山と積んだ『ドラ○もん』のコミックスを脇わきに、千太郎と同じくジャージ姿でうつぶせに寝ね転ころんでいた。

　呆あきれ返るのは千太郎だ。

「さんざん今日飲み食いしたろ……というかさあ、帰ったんじゃなかったのか？　なんで僕の部屋にいるんだよ！」

「ははん。残念でしたー！　言ったでしょ、アタシはキミの側に四六時中貼はり付くハメになったんだって。いい加減慣れなさい！　昨日はキミが起きないから、仕方なくちょっと戻もどっただけだもん。これからはキミの嘘うそを正すまで、なるべくずーっと一いつ緒しよにいるんだからね！」

「マジかよ!?　無茶言うな！　こんなとこ姉ちゃんにでも見られたら……！」

「ふふん、大だい丈じよう夫ぶよう。ほらほら」

　そう言って彼女がひらひらさせるのは、ジャージの胸元に挟はさんでいた一枚のカードだった。そこには輝かがやく『輪っか』のイラストが描かれている。──いや、カード自体がぼんやりと神秘的な輝きを放っていた。

「アタシ今、キミ以外には見えなくなってるから。ははん！」

「……。天使ポイントを消費するんじゃなかったのかよ」

「消費するわよ？　でも、このカードはポイントの消費量が少ないんだもん。へーきへーき。ふふんだ」

「そうかよ。まったくもう……。というか、なんでジャージ姿なんだ!?」

「へ？　だって、くつろぐときはこの服なんでしょ？」

　きょとんとした様子でパスティスが、同じ格好の千太郎を見た。

　どうやら千太郎を真ま似ねたらしい。

「いや、確かに僕はそうだけどさあ……」

「ねえねえ。それに、ちゃんと下着もつけてるわよ？　ほら！」

「当たり前だあ！　……って、うわあ!?　み、見せなくていいっての！」

　ジャージの上着をめくろうとしたパスティスを、千太郎は必死に止めた。どうにかへそが見えたところでやめさせられたが、余計に気き疲づかれする。

「あーもう、ほんっとに。今日はなんて日なんだ……」

　本当に疲れた。千太郎はくらくらする。何もかもどうでもよくなり、ロフトにそのまま這はい上がった。パスティスを押しのけて無理矢理横になる。

「！　ちょ、ちょっとお！　狭せまいじゃないー！」

「それはこっちの台詞せりふだっての！　ここは僕の寝ね床どこだい！　僕は疲れてるんだ、もう寝ねるからな」

　非難したパスティスを無視し、千太郎は眼鏡を外して枕まくら元もとに置いた。部屋の明かりもそのままに掛かけ布ぶ団とんを引き寄せる。

　いつもならマンガを描かき始める頃ころ合あいだ。しかしこう疲れていてはうまく頭が働かなかった。そんなときは寝るに限る。狭いロフトベッドでもぞもぞと動いて、パスティスを奥へと押しのけ、千太郎はなんとか二人の体を収めた。

　しかし。──いざ寝ようと、仰あお向むけのまま瞼まぶたを閉じて、すうっと鼻で深呼吸したとき。思いも寄らぬ仄ほのかな香かおりが感じられた。

（……あ、あれ？）

　おそらくパスティスの体たい臭しゆうだろう。千太郎はどきりとする。

　何しろ、普ふ通つうなら家族でもない女の子と一緒に寝るなんて考えられないことだ。よくよく考えてみれば、こんなに密着して異性と寝るのは、千太郎には初体験である。

（って、なんだあ？　風ふ呂ろ上あがりの僕より、よほどいい匂においがして──って！）

　いやいや！　千太郎は必死になって、努つとめて意識しないことにした。

（なに一人で赤くなってるんだ、僕はあ!?　相手は人間じゃないってのに！　……い、いや。そうだよ！）

　こんなの、苦手なラブコメマンガの修業だと思えば！　などと、千太郎は自分をごまかす。

（うん、主人公の気持ちを疑似体験してる、と考えるんだ……ははは）

　千太郎は無理矢理そう納得して、意地でも眠ねむることにした。そもそもマンガ雑誌の散乱した部屋の床ゆかでは、寝るスペースなどどこにもないのだ。

　ぎゅっと固く瞼を閉じて、その上に片かた腕うでをのせた。暗くなった視界の中で、ようやく心が落ち着いてくる。匂いもなんとか気にならない。眠れそうだ。

　しかし──。

「……。僕のせい、なのか？」

　ぽつりと千太郎は独白した。ん？　と反応するのはパスティスだ。

「なにが？」

「マンガ部のことだよ……」

　疲れた頭にこびりつくのは、八海香澄から聞いたマンガ部の現状だった。

「戻ってきて、なんて初めて言われたよ。というか、僕がマンブの中心だったなんてちっとも知らなかった」

「ふうん？」

「だって家でマンガ描くのに引きこもってることが多くて、毎日顔を出してたわけじゃないのに。……少なくとも僕一人が抜ぬけたところで、部が変わることなんてないと思ってた」

　それが香澄の話によると、どうやら違ちがったらしい。千太郎は未いまだに信じられなかった。

　だが、マンガ部が崩ほう壊かいしていたのは事実だ。

「人間なんて、誰だれもが少なからず影えい響きようし合ってるもんでしょ？」

　と、ふいにパスティスが言う。意外にもしっかりとした答えに、千太郎は驚おどろいた。

「？　へ？」

「だって当たり前のことでしょ。キミ、一人で生きてると思った？　そんなわけない。たとえば、食べ物。キミの食事、お姉さんがつくってくれてるわけでしょ？　ほら、もう他人が関わってる。んで、そのお姉さんがつくる料理の食材は、また誰かがつくってくれてるんでしょ。さっきアタシが食べたポテトとかああいうのだと、つくる人もそうだけど、売る人も必要になるし。見えない繋つながりが延々とあるものよ、うん」

「それは……そうだよな。わかるよ」

「じゃあ、そーゆーことなんじゃない？　キミの影響ってのも。自分が見えてなかっただけでしょ」

「…………」

「だいたいキミの嘘の影響で、人間じゃないアタシまで巻き込まれてんのよ？　ちゃんと自覚しなさいっ！」

「ええっ？　い、いや、まあそうだけどさ……でも」

　そこまで責任持てるものか。と思いながら、腕うでの下で瞼を開き、千太郎は溜ため息いきを吐ついた。

「信じられないんだよ、やっぱり。だって──部の中心的存在は一ノ蔵先せん輩ぱいのはずなんだ。先輩はほんとにマンガがうまいよ。みんながそれを認めてる。だからこそ部長になったんだ。少し素っ気ないけど、それはあくまでポーズみたいなもので。本当は面めん倒どう見みも良くて……」

　千太郎は自分が過ごしたマンガ部での、一年ほどの日々を思い出す。

　翔子は部内でも一番てきぱきと動く少女だった。部の冊子づくりのときなどは、学校にある印刷機を使うノウハウを伝えるため、あらかじめレジュメを用意するほどだ。

　また細かいことによく気が付き、会話にうまく参加していない一年生がいれば、気さくに話を振ふった。千太郎がマンガ部で楽しく過ごせたのは、思い返せば翔子のおかげのところが大きいかもしれない──。

　誰もが信しん頼らいする、頼たよれる先輩。それが千太郎の知っている一ノ蔵翔子なのだ。部長になるときも、満まん場じよう一いつ致ちで決まったはずだ。

　──それなのに。

「考えられない。あの一ノ蔵先輩が、なんで？　どうして部が崩壊することになったんだ？　……運命がねじ曲がるって、もしかしてこのことなのか？」

「！　あ、そうかもしんない！」

　千太郎の呟つぶやきに、横にいるパスティスが賛同する。読んでいたマンガ本を勢いよく閉じた音がした。

「運命の変化はわかりやすい形で出てくるはずだもの。キミがそう感じるなら、きっとそれが嘘で変えられたものなのよ！」

「……先輩を変えた、僕の嘘……？　だけど」

　千太郎はまた目を閉じて、腕の下で軽く首を横に振った。やはり思い当たる節はない。

「そんな嘘、ついた覚えがないんだ。ほんとに……！」

「嘘は怖こわいわ。自分にとっては小さいことでも、相手は大きく受け取ることもあるもの」

「えっ」

　パスティスの真しん剣けんな言葉に、千太郎はどきりとさせられる。まるで心臓を鷲わし掴づかみにされたかのようだった。

　腕をどけて隣となりを見ると──しかし彼女はくあ、と大きなあくびをする。マンガ本を側に積んだまま、もぞもぞと千太郎の掛け布団に潜り込んだ。

「それだけ脅きよう威いの能力なのよ、キミの力って。自覚しなさい。……さあアタシももう寝ようっと。ふわあ～～」

「って、おい!!　な、なんで僕の手を握にぎる!?」

　寝ようとしたパスティスの手がするりと千太郎の腕に絡からみ、しっかりと指を絡めてきた。千太郎はさすがに動どう揺ようする。

　が、パスティスはあっけらかんとしたものだった。

「だって、キミに逃にげられると困るもん。勝手なことしないように、ね──おやすみい」

　言いたいことだけ告げると、なんともうパスティスは眠ってしまう。すーすーという穏おだやかな寝ね息いきだけが千太郎に聞こえてきた。

「寝るの早ええ!?　……え、ほんとに？」

　耳元で声をかけたが、金きん髪ぱつの天使の少女はぴくりともしない。

「三秒で寝た!?　『ドラ○もん』の、○び太くんもびっくりだなあ……」

　やれやれ。千太郎も眠ることにする。空いた方の腕を伸のばして、ロフトベッドのすぐ側に垂れた、蛍けい光こう灯とうのヒモスイッチを掴つかんだ。マンガを読んでいたパスティスのためにつけっぱなしだった明かりを、ようやくオフにする。

（僕が……なんとかしなくちゃいけないんだ）

　真っ暗になった部屋の中、千太郎はそんなことを考えながら静かに目を閉じる。ゆっくりと深呼吸して、そのまま眠りに──。

「……って、こんな状態で寝れるかああ!?」

　千太郎は思わず叫さけんだ。しっかりと握られた手から、パスティスのやわらかさとぬくもりが伝わっていた。どきどきする。

　ああああ。と千太郎は、真っ赤になって苦く悩のうした。

「や、やっぱり僕には……ラブコメマンガは向いてないんだああっ！」

　騒さわぐ千太郎をよそにパスティスは、相変わらずすやすやと熟じゆく睡すいしていた。



    

  
    
      　プロット６　『地味な脇わき役やく』が転機をもたらす






　翌日、千せん太た郎ろうはよく眠れないままに朝を迎むかえた。

「うー～～～～……」

　重い瞼まぶたをこすりながらもどうにか朝食を済ませ、学生服に着き替かえた千太郎は登校する。空は今日も晴れやかだったが、千太郎の足取りは重い。やっとのことで銀ぎん城じよう高校に辿たどり着ついた。

　そんな千太郎にぷりぷりと怒おこるのは、一いつ緒しよに登校してきたパスティスだ。いつの間に仕込んだのか、下げ駄た箱ばこから自分の上うわ履ばきを取り出して、セーラー服姿の彼女は冷たい視線を注いでくる。

「もうっ、なにやってんの？　今日はちゃんと解決してもらうんだから！　そんなので大だい丈じよう夫ぶ？」

　パスティスは朝からずっと機き嫌げんが悪い。たぶん千太郎が食事を摂とっている間、食べずに待たされたからだろう。それは当然のことなのだが、いちいち不機嫌になられるのは理り不ふ尽じんである。

「あ、あのなあ。誰のせいだと思ってるんだよ」

　千太郎はつい文句を言う。パスティスが目をぱちくりさせた。

「？　なにが？」

「いや、僕だって若い健康な男子なんだから。マンガ馬ば鹿かだけど。──あんな状じよう況きようでぐっすり眠れるわけないだろ？　睡すい眠みん不ぶ足そくにもなるっての！」

　内容が内容だけに、周りを気にして小声で言う。ああ、とパスティスが相づちを打った。

「もしかして……キミ、アタシに欲よく情じようしたの!?」

「馬鹿、声がでかいって！」

「どっちが馬鹿よ。汝なんじ姦かん淫いんするなかれ、って言わない？」

「……知らないって、僕は別になんかの宗教やってないから。や、そりゃ手ぇ出す気ないけどさ！　でも、その。せ、生理現象ってもんがだな！」

「罰ばち当あたり！」

　べーっ、とパスティスが舌を出した。そういう問題か？　と千太郎は頭を抱かかえそうになる。

「まあ心配しなくてもそっちが変なことしたら、アタシ遠えん慮りよなくキミのことぶん殴なぐるからね？　ふふん！」

　こう！　パスティスは脇わきを締しめて、コンパクトに拳こぶしを振る。どことなく楽しそうなのを千太郎は看かん破ぱする。いざとなったら本当に殴る気なのだ。その拳の勢いに慈じ悲ひはない。

「あ。ちなみにキミが嘘うそで騙だまそうとしても、天使のアタシには効かないからね？　そこんとこ無む駄だだから、覚えておきなさいっ」

「いや……最初からそんなつもりないっての」

　ねじり込むようなパンチにぞっとしながら、千太郎はどきどきして眠れなかった自分を悔くいた。自分も上履きを履いて、とぼとぼと教室へと歩き出す。

　と、パスティスが小こ脇わきを軽くつついてくる。

「そんなことより！　イチノクラショーコのこと、ほんっとになんとかしてよね？」

「わかってるよ。とりあえず放課後、またマンガ部に行くから。でも」

　あふう、と千太郎は大きなあくびを噛かみ殺ころす。

「やっぱ駄だ目めだ。授業中は寝ねとこう……ううう」



　この日、千太郎は授業を聞きながら、ずっとうたた寝するはめになった。昼休みも弁当を半分食べただけで、後は全部睡眠時間に充あててしまう。

　もちろん残った弁当の中身は、食くいしん坊ぼうのパスティスが嬉うれしそうに処理したわけだが。

　授業中も寝ていたが、教師からは特に注意されることはなかった。普ふ段だんからマンガを描かいても黙もく認にんされるくらいである。騒がしくしない限りは問題としないのが、銀城高校の校風だった。暖かい窓際の席にいる後ご藤とう田だ影かげ虎とらなどは、堂々と毎日のように授業中に爆ばく睡すいしている。

　そして放課後──。

「よし、行こう！」

　十分寝てしゃっきりと目覚めた千太郎は、パスティスに言われるより早く彼女を誘さそった。鞄かばんを持って教室を出る。

「なーんだ、やる気満々じゃない！　うんうん！」

　その後を嬉しそうにパスティスがついてきた。もちろん二人で向かうのは、校舎二階にあるマンガ部の部室である理科準備室だ。

「で、今回はちゃんと嘘にまつわる話ができるんでしょうね？」

「一応考えてるよ。昨日聞いた、部についてのことから攻せめてみようと思う」

　あの灰色の嘘で翔しよう子こが変わったとすれば、きっとそこに関係しているはず！　と千太郎は見当をつける。でなければマンガ部の崩ほう壊かいは理解できないからだ。

「僕の嘘がどんなものなのか、見当も付かないけど。どうにかうまく、いろいろ話をしてみるさ」

「よしよし、がんばってちょうだいよ！」

「他ひ人と事ごとみたいに言うなよ。そっちにも昨日と同じように、きっかけづくりはしてもらうから」

「え。またアタシが!?」

「当たり前だろ？　僕のサポートとして来てるんだから」

「ううー。わ、わかったわよう」

　しぶしぶといった感じだが、パスティスが了りよう承しようした。

　──ところが。

「あれっ？」

　理科準備室に到とう着ちやくし、意を決して千太郎はその扉とびらに手をかける。ところが引き戸はびくともしない。鍵かぎがかかったままなのだ。

　要するに、中には誰だれもいないのである。

「どうしたの？　開いてないの？」

「うん。まだ先せん輩ぱい、来てないのかな？　待とうか」

　千太郎とパスティスは鞄を抱え、理科準備室の前でしばし時間を潰つぶした。

　しかし、一いちノの蔵くら翔子が現れる気配はまったくない。

「……ちょっと、おかしくない？」

「しまった。そうか！」

　十分以上経過してパスティスがしびれを切らした頃ころ、ようやく千太郎は思い当たる。

「今日は水曜日だ！」

「？　いきなり、なんのこと？」

「マンブの正式な活動日は火曜と金曜なんだよ！」

「は？　え、ということは？」

「僕がいた頃はほぼ毎日、放課後になれば誰かが部室に来るから、部室は開放されてたけど！　先輩以外に部員がいなくなった現状だと、たぶん活動日以外はわざわざ部屋を開けにこないんだ！　昨日は火曜日だったからよかったけど……！」

「じゃあイチノクラショーコは？」

「やばい、もう学校から帰ったかも!!」

「な、なにやってんのよー！」

「ごめん！」

　千太郎はパスティスと共に慌あわてて駆かけ出だす。階段を駆け下りて、真っ直ぐに三年Ｃ組の教室を目指した。

　しかし時既すでに遅おそし、か──。三年生の教室のどこにも翔子はいない。

　もちろんその後二人で校舎内をいろいろ探し回ったが、翔子の姿を見つけることはできなかった。

　　　　




「結局、一日無駄になっちゃったってことお？　ど、どうにかしなさいよー!!」

「そんなこと言われたって。こうなるとは僕だって思わなかったんだよ」

　日が暮れ始めて、いつものように学校に残っていた生徒たちが帰って行く。校門前に居座って、諦あきらめきれずにそれを最後まで見ていた千太郎たちだが──教師が校門を閉めようと出てきたところで、さすがに切り上げた。もう、生徒は全員帰宅したのだ。千太郎はパスティスと共に帰路につく。

　夕ゆう闇やみの中、通学路では街灯が光を灯す。その下をやるせない気持ちでとぼとぼ歩いた。

「ちょっと待って。今日が水曜日でしょ？　曜日ってのは確か、ええと。月火水木金で……次は金曜日にしか接せつ触しよくするチャンスがないから。えっ、二日も待たなくちゃ駄目ってこと!?　信じらんない！」

　現状を把は握あくして、パスティスが白い手帳を取り出した。そして浮うかび上がる『一ノ蔵翔子』の文字を前に、悲鳴にも似た声を上げる。

「って、そんなに余よ裕ゆうないかも！」

「!?　なんだって？」

「だってほら、この字！　こんなに大きく、薄うすくなってる！」

「えっ……」

　千太郎は息を呑のんだ。確かにパスティスの言うとおりだ。開かれた天使手帳のページに浮かんだ翔子の名前は、以前よりずっと大きく、けれどもなぜか薄ぼんやりと霞かすんでいる。街灯の明かりが淡あわいせいではない。眼鏡めがねをかけ直して凝ぎよう視ししても、本当に薄くなっているのだ。

「薄いって、どういうことだよ!?」

「……修正するチャンスが、もう消えかけてるってことよ。それがあとどれくらいかはわからないけど、この濃こさだと一日保もたないかもしれない」

「そんな！」

「正確なことまではわからないわよ。もしかしたら二日くらいは保つかも。うー、アタシだって初めてだから、正確なところまでは把握できないのよ。でも、これだけははっきりしてる。この文字が消えたときが手て遅おくれってことは」

「…………」

「イチノクラショーコの運命が変わるまで、本当にもうすぐなのよ。言っとくけど、変わってしまえばどうあがいても手遅れになるわ。キミの力でも、嘘の上うわ塗ぬりはできないのよ」

「それ、前から気になってたんだけど。僕の力って、いわば万能なんだろ？　それがどうして取り返しがつかなくなるんだよ？」

「さあ？　それはわかんないけど……でも、キミが思ってるほど万能じゃないわよ」

　冷静にパスティスが言った。

「キミの力はすごいけど、限界がある。しょせん嘘は嘘。物事の本質まで変化させることはできないわ。キミ、こぼれた水を元に戻もどせる？」

「！　それは──」

「たとえば……ほら。あの黒い飲み物、コーラって言ったっけ？　コーラをこぼしておいて、いくらキミが『そこにコーラがある』って嘘ついても、コップの中は空のままよ。それを信じて飲もうとした相手も、本当に喉のどが潤うるおうことはないわ。飲んだ気にすることはできるけどね」

「嘘の……限界？」

「そういうこと。まあ、こっちの世界で縁えん遠どおくなった他人がどうなろうと、そのせいで違ちがう世界のアタシたちが困ろうと、キミには関係ないのかもしれないけどさ」

「!?　僕は、そんなつもりは！」

「──ごめん、言い過ぎたかも。でも……アタシが焦あせってるのだけはわかっておいて。ほんとに、時間がないのよ」

　すぐにパスティスが謝った。その言葉に嘘はなく、色つきの文字は見えない。

　だから千太郎はそれ以上、反論する気にはならなかった。二人で黙だまりこくって、久く保ぼ田た家のアパートへの道をただ歩いた。

（どうでもいいなんて、本当に思ってない。一ノ蔵先輩とマンガ部があんなことになったのが、僕の嘘のせいだったら……）

　責任があるのは自分だ。千太郎は歩きながら唇くちびるを噛かみ締しめる。

（でも、彼女の言うとおり。僕には必死さが足りないのかもしれない）

　自分ではけっこうがんばっていたつもりだった。けれども結果が伴ともなわなければ意味がない。マンガと同じだ、と千太郎は思う。

　一本のマンガを描かくのに、描き手がどれだけ苦労したかは関係ない。読んでくれる側が満足するかどうか。その一点だけが全てなのだ。

（僕はまだ、自分がマンガを描くときみたいに、がむしゃらになってない……？）

　もっとやれることはあるはずだ。──そんなことを考えて、木造アパートの前まで帰ってきたときだった。

　アパート前の門柱に寄りかかる、小こ柄がらな人ひと影かげがあった。門柱に取り付けられた防犯灯に照らされるのは、銀城高校のセーラー服だ。それも千太郎が知っている人物である。

「あれ？　寒かん梅ばいさん？」

「はうんっ！　久保田くん……」

　そこにいたのはクラスメイトの寒梅越こし乃のだった。彼女は帰ってきた千太郎を見つけると、門柱から背中を離はなしてしゃんとする。と、しかし──一いつ緒しよにいるパスティスと目が合うと、なぜだかおどおどし始めた。

「ずっと、一緒なんだ……あうううん」

「？　寒梅さん、どうしてここに？」

「え、ええと、えとえと。わたし、そのう」

「もしかして僕に用？　えっ、でも」

　おかしいな、と千太郎は首を捻ひねる。

「寒梅さんって僕の家、ここだって知ってたっけ？　教えたことなかったよね」

「どうしたの？」

「いや、ほら。僕の家の場所、なんでわかったのかなって。あ、もしかして」

　パスティスとしゃべりながら、千太郎はふと思い至る。アパートにいる他の住人と越乃が知り合いで、たまたま自分と鉢はち合あわせしただけかもしれない。

　ところが、やはり千太郎に用事があったらしい。越乃がとてとてと、千太郎に向かって真っ直ぐ歩いてくる。

「あの、あのあの」

　そして、いつものように要領を得ない感じだったが──意を決した様子で、彼女は鞄かばんと一緒に持っていた何かを突とつ然ぜん差し出した。

「これ、久保田くんに……」

「へ？　ノート？」

　彼女が手て渡わたしたのは、一冊の薄いノートだった。女の子の持ち物らしく、ファンシーなキャラクターがたくさん表紙に描えがかれている。

　いったいどういうつもりなのだろう。千太郎は訝いぶかしみながらも、ノートを何気なく開いてみた。すると、すぐにはっと息を呑む。

「これは……!?」

「なになに？　──あっ！」

　横から覗のぞき込んできたパスティスも、書かれている中身を見て言葉を失う。

　そこにはびっしりと丸文字で、ある情報が書き込まれていた。それは一人の人物についての記録だった。一ページ目の冒ぼう頭とうに『一ノ蔵翔子さんについて』という文字がある。そこに続くのは身長、体重といったデータはもちろん、『今日の行動』という項こう目もくに、曜日に分けた生活パターンまで記されている。受けている授業を始めとした学校での生活内容や、放課後の過ごし方までメモが取られていた。

　それらは実際に見聞きして集めたものだろうか。とにかく走り書きが多かった。千太郎は驚おどろきの目で、ノートと越乃を何度も交こう互ごに見てしまう。

「寒梅さん？　これはいったい!?」

「き、気持ち悪かったら……ごめん、なさい。でも、あの、そのう」

「気持ち悪い？　なんで？　これ、すごいよ!!」

　千太郎は笑顔になる。本当にすごいと思ったのだ。つい隣となりのパスティスを見てしまう。

「どこかの誰だれかさんの、手帳の情報とは大おお違ちがいだ！　どうやってこんな……！」

「うぐっ。わ、悪かったわねえ～！　とゆーかキミ、なんでイチノクラショーコのことを、こんなに？」

「えとえとえと。あのね、昨日……その、ハンバーガー屋さんで……」

「あっ、そっか！　ポテトくれたときだ！」

　パスティスが納得する。千太郎も思い出す。

「八海さんと僕が一ノ蔵先せん輩ぱいのこと話してたとき、たまたま聞いてたのか。それでわざわざ？」

「……事情、わからないけど。久保田くん、困ってそうだった、から」

　たどたどしく越乃が語る。申し訳なさそうに言うのは、盗ぬすみ聞ぎきという形になったからか。

「わたし……小さくて、存在感ないから。それで、どこでもその、こそこそって立ち入れて、見聞きできる範はん囲いのことを……。あの、それでね。そのう──」

「？　なに、寒梅さん。声が小さくて」

「──た？」

「えっ」

「わたし。役に、立てた？」

　何度か訊きき返してやっと、千太郎は越乃の伝えたかった言葉がわかった。

　背の低い彼女は上うわ目め遣づかいで真っ直ぐに、千太郎を見つめている。その瞳ひとみはどこか潤うるんでいた。

　千太郎は軽く微笑ほほえんでみせる。

「もちろんさ！　ありがとう」

　本当にそう思ったから、素直に彼女に感謝した。

「このノート、借りていいの？　ありがたく参考にさせてもらうよ！　ええと、事情は……うまく説明できないけど」

「……うん。いいの」

　ふるふる、と越乃が顎あごを小さく横に動かす。そして、彼女はそっと微笑んだ。

「役に立てて、よかった……」

　それは本当に小さくて、ともすれば見落としてしまいそうな笑みだった。次の瞬しゆん間かん、越乃がぱっと身を翻ひるがえす。

　さよならも言わずに彼女は、小走りで駅のある方向へと走っていった。

「寒梅さーん！　ありがとう！」



    

  
    
      　千太郎は慌あわてて、改めて越乃に感謝を告げる。その頃ころには彼女の姿は、もう通りの角を曲がって消えていた。

　そして千太郎はもらったノートを開き、つぶさに目を通す。食い入るように文字を読んだ。

「これがあれば、一ノ蔵先輩にうまく近づくネタを拾えるかも！」

　思わぬところから得た光明に、千太郎は希望を見いだす。ノートを読みながらアパートの敷しき地ちに入り、離れの自室へと歩いた。

　と、そんな千太郎について来つつ、自分の白い手帳を開くのはパスティスだ。

「カンバイコシノ、十六歳。性別、女。身長１３９センチ、体重33キロ……ふーん。ねえねえあの娘こってさあ、もしかしてキミのこと──」

「？　なんだよ、寒梅さんのデータなんか読み上げて？」

「んー。ちょっと気になっただけ。ま、いっかあ」

「というか……そっちのデータってほんっと、役に立たないよなあ。もっと詳くわしくわかんないのかよ？」

「な、なによう！　他にもいろいろわかるわよ？　……靴くつのサイズとか」

「それ、いらないから。そんなのわかっても役に立たないってば！」

　もっと、こう！　と千太郎はノートの中身とつい見比べる。

「家族構成に、友人関係とか！　もっとあるだろ？　こっちにはちゃんと書かれてるよ！　……へえ、一ノ蔵先輩って図書委員もやってたんだ」

「としょ、なに？　あ、あのねえ──人間関係とかそういうのは、リアルタイムで変化していく情報でしょ？　膨ぼう大だいな情報量をプールしてるけど、そのぶん分ぶん析せきして結果として出すのが難しいの！　わかる？」

「役に立たないってのはわかるよ」

　からかい半分で千太郎は言う。パスティスが少しむくれて、そっぽを向いた。

「仕方ないでしょ、わからないもんはさあ……ふんだ！　それよりなにかわかったの？」

「今見てるとこだよ。ふうん、そうか。先輩は今日、図書委員の会議に出てたんだ！　放課後からは図書室の奥の、事務室の方に入ってたって書いてる。そうか、それで捜し回っても見つからなくて──ん？」

　あれ？　千太郎はある項目に注目する。

　そこに書き込まれていたのは、いくつかの本のリストだった。どうやら翔子が最近読んでいたものらしい。図書館で借りたらしい書しよ籍せきもあれば、当然のようにマンガも何冊か混ざっていた。そういえば昼休みに、翔子は本を手にしていた。あれはマンガだったのかもしれない。なんとなく千太郎はそう思った。と──。

「えっ。な、なんだ、これ！」

「どうしたの？」

「いや……マンガ本の内容が、ちょっと。だって、鬼○莫宏先生の『ぼ○らの』に、高橋○ん先生の『最終○器彼女』お？　それに、田中ユ○カ先生の『愛○［ＡＩ─Ｒ○Ｎ］』んん!?」

「？　なにが引っかかるの？」

　横でパスティスが、さっぱりわからない、という顔をしている。それはそうだ。マンガのことに詳しくなければ、まったく勘かん付かないところだった。

　けれども、超ちようがつくほどの「マンガ脳」である、千太郎の頭脳は見み逃のがさない。

（この、三種類のマンガって……！）

　それは、ネーム作業と似た感覚だ。千太郎の脳内で、得られた情報が無数のコマとなり、パズルのように組み合わさる。

　そうしてあるひとつの予想が、一枚の原げん稿こうのように頭の中で完成した。それは──。

「……なんか、嫌いやな予感がする！」

「へ？　なにが？　……って、キミ!?」

　パスティスに説明するのももどかしく、険しい顔で千太郎は自分の部屋へと駆かけ込んだ。



　アパートの離れに入るやいなや、蛍けい光こう灯とうのヒモスイッチを引っ張って明かりを点つける。千太郎は鞄をその場に放り投げて、自分の机へと駆かけ寄よった。

　一番下の引き出しを開けて、詰つめ込んでいた中身を掻かき分ける。マンガに使うものなどは整理して他の引き出しに入れてあるが、ここには学校でもらったプリントなどをまとめて放り込んでいた。

　その中から、目当てのものを探そうとする。

「確か、あるとすればこの中に……！」

「な、なにやってんの？」

　千太郎を追いかけてきて部屋に上がったパスティスが、怪け訝げんそうに訊いてくる。

「ここに入れておいたはずなんだ、マンブで昔もらった連れん絡らく用名めい簿ぼ！」

「名簿？」

「学年が違ちがうから、僕のケータイに登録はしておかなかったけど。そこになら一ノ蔵先輩の電話番号が載のってるはずなんだ！」

「！　電話って、キミが昨日使ってみせた、人間の連絡用機械のことだよね？　相手の番号がわかるってことは……イチノクラショーコと直接話ができるの？　ちょ、なんでそれをもっと早く！」

　引き出しから外に出した紙の束を、パスティスも一いつ緒しよになってチェックしながら噛かみついてくる。

「って、でも……そっか。番号だけ知ってても、イチノクラショーコから嘘うそに関係する話を引き出さなくちゃ、結局意味がないんだっけ。電話できても、そこんとこは大丈夫なの？　うまくできる？」

「うまくとか、そんなこと考えてる場合じゃないかもしれない！」

「へ？　なんでよ？」

「……なあ。天使の世界にも、本はあるのか？」

「？　本というか、情報を集積したものっていえば、人間界の書物みたいなのならたくさんあるわよ。残念ながらマンガはないけどさ」

　パスティスはセーラー服のスカートに突つっ込こんだ、自分の手帳を「こんなの」とでも言うように見せながら答える。

「でも、人間界に負けないくらいいろんな書物があるわよ。研究書から小説、劇の脚きやく本ほんまで、それこそなんでもあるんだから！　ただ、人間界みたいに二次元で表すことがないから、マンガみたいな表現物ができあがらなかっただけで……」

「その、マンガが問題なんだ！」

「え？　なにがあ？」

「先輩の読んでた、マンガのリストだよ！」

　千太郎は傍かたわらに開いたまま放り出した、越乃のノートを顎あごで示した。

「『ぼ○らの』に、『最終○器彼女』、『愛○［ＡＩ─Ｒ○Ｎ］』……ひとつひとつなら、こんなに嫌な予感はしない！　でも、この手のジャンルのマンガを、一気に読むような精神状態って……！」

「はいい？　い、いったいどんなマンガなの？」

「……『ぼ○らの』は、巨きよ大だいロボットを子供たちの命のエネルギーで動かす、っていうＳＦマンガなんだ」

「！　命い？」

「そう。毎回戦うごとに、子供たちが一人ずつ命を使い果たして、死んでいく話さ。避さけられない死に向かっていく、儚はかない物語なんだ！　そして……『最終○器彼女』も、『終しゆう焉えん』をテーマにしたマンガなんだよ。世界が破は滅めつしていく中で、恋こいする彼氏彼女を描えがいたものだ！」

「えええ？　じゃあ、もうひとつも、まさか？」

「そのまさかだ。『愛○［ＡＩ─Ｒ○Ｎ］』は、数ヶ月後に死ぬことが決まった主人公の、最後の生活の話で──！」

「ち、ちょっとどうなってんの？　それって、絶望的なストーリーばっかりじゃない!?」

「全部、傑けつ作さくマンガばかりだよ！　僕は一ノ蔵先せん輩ぱいから借りて、読ませてもらったんだ。でも……だからこそ！　どうして今、先輩はこのジャンルのマンガばかり、まとめて読み返してるのか！」

　千太郎の頭の中に導き出されたのは、実にチープでベタな発想だった。しかし。

「考えたくはないけど。こんなの意外性もなんにもない、誰だれも喜ばない展開だけど！　もしかしたら……最悪のシナリオがあるかもしれない」

　千太郎はその可能性を認めざるを得なかった。なぜなら、いくつかの不安要素を知っているからだ。

　決定的なのはマンガ部が、五月の連休明けまでに五人の部員を確保できなければ、廃はい部ぶになってしまうということ。そしてそれを自分のせいだと思い込むくらいには、一ノ蔵翔子という少女には責任感がある、ということ──。

　まるでマンガのプロットと同じだ。必要な情報を揃そろえれば、自然とストーリーが組み上がる。

「……手て遅おくれになるって言ったよな？」

　千太郎はパスティスと、彼女のスカートのポケットから覗のぞいている天使手帳をちらりと見る。

「僕にはさっきまで、どうして手遅れになるのか、その理由がわからなかった。だけど、物理的な意味だとしたら……！」

「つまり、イチノクラショーコが……自殺するってこと!?」

　千太郎の言い出せなかった言葉を、パスティスが口にする。彼女ははっ、と息を呑のんだ。

「じゃあ死んじゃうから、嘘を修正できなくなる？　あ、あっ！」

「わかんないッ!!　でも──あった！」

　千太郎は名簿を見つけた。放り投げた鞄かばんを拾い上げ、中から慌てて自分の携けい帯たい電でん話わを取り出した。名簿にある翔子の番号をプッシュする。が、コールボタンを押す前に、一呼吸置いた。

（どう切り出せばいい？）

　千太郎はわずかに悩なやむ。本当はただの勝手な取り越し苦労かもしれない。が、それは一いつ瞬しゆんのことだ。

「違うだろ……僕が、なんとかするんだ」

「そーよ！　なんとかしなさいっ！」

　床ゆかに置いた名簿を挟はさんで正面にいるパスティスが、ばんっ、と千太郎の肩かたを叩たたいた。

「なにためらってんの？　こんなの、駄だ目めでもともとでしょ？」

「……いいや」

　千太郎はコールボタンを押しながら、苦笑いする。

「島○和彦先生がカラーマンガ『大熱○』で描いてたよ。『だめでもっともっと!!』……簡単にはいかないことこそ、もっとやれって！」

「よ、よくわかんないけど──いーんじゃない？　それで！」

「しっ」

　携帯電話を耳に当てて、千太郎はパスティスに静かにするよう仕草で伝える。離はなれの部屋の中、コール音だけがしばらく続いた。七回、八回、まだ相手は電話に出ない。十数回を超こえて一度、勝手に留守番電話に切きり替かわった。千太郎はすぐさま電話を切ると、もう一度かけ直す。絶対に諦あきらめない。

　すると──。

『……はい』

「！　一ノ蔵先輩？」

　ようやく電話が繋つながった。やった、という顔をするのはパスティスだ。

「僕です、久保田です。ええと……ちょっと、話がしたくて」

　とりあえず千太郎はまず名乗りから入った。後はどうにか、行き当たりばったりで会話をしていこうとする。

　しかし。

『久保田クン……？』

「はい、そうです。いきなりですみません。電話をかけさせてもらいました」

『…………』

「先輩？」

　しばし、相手が黙だまりこくる気配を千太郎は感じ取った。が、やがて翔子が口を開く。

『どうして、君は。こんなときなのだ……』

「えっ」

　その声がどうにも掠かすれていて、千太郎はどきっとした。

「先輩。もしかして泣いてるんですか？」

『……ン、なんでもない』

　嘘だ！　千太郎は即そく座ざに見み抜ぬいた。その目には電話口から飛び出した、【なんでもない】という赤い文字が見えていたのだ。

　千太郎の眼鏡めがねに宿る《神しん眼がん》の力は、電話越しであっても変わらずに効果を発揮していた。

　そしてそれ以上に、なぜかしら今の翔子の声には、聞いている者を不安にさせるものがあった。

「一ノ蔵先輩、今どこにいるんですか？」

　千太郎は思わず彼女に訊たずねていた。そうしなければ、翔子が掻き消えてしまいそうに思えたのだ。

「会って話できませんか、先輩！」

『今は……』

　居所を告げようとした翔子だが、途と中ちゆうで言葉を切ってしまう。が、かわりに千太郎の耳に聞こえてきた音があった。

　それは聞き慣れた、電車の走る音である。しかも閉じきった部屋の中なのか、音がこもって反はん響きようしていた。千太郎は直感的にぴんと来る。

「線路の近く……先輩、まさか学校にいるんですか!?」

『違う』

　素っ気なく翔子が言った。瞬しゆん間かん、再び千太郎は【違う】という、赤い文字を目に捉とらえる。これも嘘だ！

「先輩!!」

『……。久保田クン』

「はい！」

『昨日は、わざわざ部室に来てくれてありがとう。会えて、よかった』

　と、ぷつりと通話が終しゆう了りようする。翔子の方から一方的に切ったのだ。

「そんな、先輩!?」

「ど、どうなったの？」

「わからない！　話の途中なのに、向こうから切られたみたいで……！」

　パスティスに説明しながらも、千太郎はもちろんすぐさまリダイヤルする。

　けれども翔子がもう一度、電話に出ることはなかった。やがて電話から聞こえてくるのは、『──電波の届かない場所か、電源が入っていないか』という録音音声だった。翔子が携帯電話の電源をオフにしたのだ。

「駄目だ、繋つながらない！　なんで!?」

　翔子は最後に、千太郎に礼を述べた。あれは嘘うそではない。色つきの文字にはならなかった。

　どうして唐とう突とつにそんなことを言ったのか、千太郎にはわからない。いや、わかりたくない。

　──ただひとつ、確証を持ってわかることがあった。千太郎は勢いよく腰こしを上げる。

「とにかく先輩のところに行こう！　すぐに！」

「？　キミ、居場所はわかるの？」

「うん。たぶん、学校だ！　どうやってかは知らないけど、一ノ蔵先輩は学校に残ってたんだ！　嘘だったから間ま違ちがいない！」

　そしてなぜ、誰もいなくなった校舎内にいるのか──。千太郎はぞっとしながらも、パスティスと二人で部屋を飛び出すのだった。



    

  
    
      　プロット７　最後に決める『マンガ馬鹿』！






「姉ちゃん、自転車ちょっと借りるから！」

「あら？　それはいいけど……夕ご飯、もうすぐ用意できるよ？　千くぅん？」

　アパート一階の管理人室にいる万ま衣いに一言断ってから、千せん太た郎ろうは自転車の鍵かぎを奪うばってくる。『安あ楽ら満ま荘そう』二階への階段は、建物の外側にくっついている。その階段下の空間に、姉愛用の黄色い自転車が置かれていた。夕食の準備をしていた姉が声をかけるも、無視して千太郎は自転車に跨またがる。

　と、後ろの荷台に、パスティスがぽんと飛び乗った。セーラー服のスカートの端はしが翻ひるがえるのも気にしない。

「ねえねえ、キミ。座り方はこれでいいの？」

「うわ！　そ、そんなにくっつくなって！」

「な、なによー。だってどこも持つとこないんだもん！」

　千太郎の腰にしがみついて、パスティスが唇くちびるを尖とがらせた。やわらかな胸を背中に押しつけられて、千太郎としては大いに困る。が、いちいち言い争っている余よ裕ゆうはない。

「ええい！」

　千太郎は邪じや念ねんを振ふり払はらい、自転車をこぎ出した。二人乗りのせいか、ペダルはかなり重い。

「って──そっちは一人で後からついてこいよ!?　その方が僕、早く学校につけるのに！　とにかく急いでるんだからあ！」

「なに言ってんのよこれくらい！　キミが一いつ生しよう懸けん命めいがんばればいいことでしょ？　もう！」

「えええ？　か、簡単に言うなあ!?」

「アタシはキミのサポーターなのっ！　四六時中、どんなときでも側を離れないって言ってあるでしょ？　だいたいアタシがいた方が、絶対役に立つんだから！　ははん」

「……ほんとかよ」

　これまで役に立ったことあったか？　と思いながらも、千太郎は自転車をこぐ。すっかり暗くなった通学路を、全速力で学校へと向かった。



　そして徒歩だと十五分はかかる道のりを、五分以下で到とう着ちやくする──。

「！　学校の入り口、閉まっちゃってるじゃない!?　どうすんの！」

「はあ、はあっ……も、門をよじ登ってから考える！」

　自転車を銀ぎん城じよう高校の正門前に乗り付けると、千太郎たちが見たのは、しっかりと閉ざされた鋼鉄の門もん扉ぴだった。が、千太郎は立ち止まらない。汗あせだくで息が切れたまま、二メートルもない門扉に手をかけ、登った。

　こんなことをするのは、やんちゃだった小学生以来だろう。そんなことを思いながらも、学校の敷しき地ち内に降り立つ。

「よいしょ、うんしょっ……あわわ！」

　パスティスも見よう見まねで、門を乗のり越えてくる。そんな彼女をいちいち待たずに、千太郎は歩きながら、真っ暗な校舎の様子を窺うかがった。

（先せん輩ぱい。校舎内にいるのか？　だとしたら、どこに……？）

　銀城高校の四階建ての校舎は、どこにも人の気配がなかった。正門からほど近い正面玄げん関かんにまず行くも、ガラス戸は当然どれも閉まっている。真っ黒なガラス戸越しに、並んだ靴くつ箱ばこだけがどうにか見えた。

（……とにかく、建物の中に入る方法を考えないと！）

　どこか開いている場所はないだろうか。千太郎はパスティスをつれて、校舎をぐるりと回ってみる。ＪＲの線路に面した、銀城高校の校庭へと出た。

　サッカーと野球と陸上競技のいくつかが同時にできる、広さだけはあるグラウンドだ。道路からの外灯の光だけが、日が暮れて真っ暗になった地面をぼんやりと照らしていた。ここから千太郎は、校舎の全体を見み渡わたしてみる。

　と、その瞬間──千太郎はある『色』に気が付いた。

　それは特とく殊しゆな眼鏡を持つ、千太郎にしか見えないもの──。暗くなった夜の中でも、はっきりと浮うかび上がる異質な「灰」色だ。

　ふと顔を上げた視界の端に、遠目ながらも千太郎はあの、嘘の色を見つけていた。

　校舎屋上のフェンスの側。そこに、崩くずれた文字をまとわりつかせた、ひとつの人ひと影かげがあった。

「！　先輩……!!」

「ふえっ？　なに？　──あれがっ!?」

　いきなり立ち止まり、頭上を振り仰あおいだ千太郎の視線を追って、パスティスも気付く。暗がりに目を凝こらし、千太郎はちらりと見えた白いものを、遠目に捉とらえる。それはセーラー服のスカートと、黒のソックスとの間にある、艶なまめかしいほどの白い肌はだか。おそらく一いちノの蔵くら翔しよう子こで間違いない！

　彼女は錆さび付いた、三メートルほどの高さのフェンスをよじ登っていた。

　その目的を理解して、千太郎は血の気けが引く。

「まさか……あそこから飛び降りる気なのか？　そんなの、駄だ目めだ！　一ノ蔵先輩────っ！」

　千太郎は必死に声を張り上げる。ところが、グラウンド真横の線路を一台の長い列車がちょうど走った。

　その音に掻かき消けされてか、屋上にいる翔子には聞こえないらしい。それともあえて聞こうとしないのか、よじ登る動きは止まらない。ゆっくりとだが確実に這はい上がっていく。

「ちょっと、ど、どうすんの!?　危ないわよ、あれえ！」

「叫さけんで駄目なら……直接行って止めるしかない!!」

　パスティスに答える暇ひますら惜おしんで、千太郎は走り出した。真っ直ぐに目指すのは、校舎一階の端に見つけた、板の張はられた窓だった。

　そういえば、と思い出すのはハンバーガー屋での八はつ海かい香か澄すみの言葉である。

　ソフトボールの試合で、誤って窓ガラスを割ってしまった。と、彼女は言っていた。その窓がまだ応急処置のまま、放置されているのだ。

（助かったよ、八海さん!!）

　心の中で香澄の失態に感謝しながら、千太郎は窓に取り付く。張られていた薄うすいベニヤ板を、遠えん慮りよなく全力で押し破った。そこから校舎内へ侵しん入にゆうする。

「先輩───っ！」

　千太郎は屋上へと続く階段を目指し、疾しつ走そうした。

　　　　




「ま、待って──！」

　後ろからパスティスが千太郎を追いかけてきた。が、彼女はすぐに息を切らせ、へばってしまう。

「……あ、アタシ走ったことなんて、ないんだか、ら！　ちょ、ちょっと、お、お……!?」

「えい、くそっ！　……ほんっとに役立たずなんだから！」

　いざってときに役に立つはずじゃなかったのか？　そう思いながらも、千太郎はいちいち待たない。そんな余裕などないのだ。

　パスティスを振り切って、千太郎は非常灯の緑色のランプだけが点いた廊ろう下かを走った。一人で屋上へと続く階段を見つけ、駆かけ上がる。

　途と中ちゆうで何度も転びそうになり──しかし息せき切って、校舎の屋上まで辿たどり着ついた。

　屋上の扉とびらは、開放されたままだった。翔子が例の裏技で開けたのだろう。そこから外へと飛び出すと、ちょうど真正面の位置で一ノ蔵翔子の姿を見つけられた。

　間に合った！　千太郎は安あん堵どする。まだ飛び降りていなかったのだ。

「一ノ蔵先輩!!」

　千太郎はばくばくと暴れる心臓を抑おさえつけて、必死になって彼女を呼んだ。喉のどがからからで声が掠かすれる。

　翔子はなんと、錆びたフェンスの上に腰こし掛かけていた。そこから、夜の闇やみに包まれた周囲を見渡していたのか。名を呼ばれ、彼女ははっと振り返る。ショートカットの髪かみの毛が、屋上に吹ふく強い風に叩たたかれてわずかになびいた。

　それでも──振り払えない灰色の壊こわれた文字たちが、彼女の身を包んでいた。

「久保田クン？　ン、そうか。幻げん聴ちようかと思ったが。……先程の声は、君が叫んだものだったか」

　こんなときにもかかわらず、翔子はいつものクールな雰ふん囲い気きを崩さなかった。相変わらずの落ち着いた口調で語る。

　その平常さに、千太郎はむしろ戦せん慄りつを覚えた。翔子に駆け寄よろうとして足が動かなくなる。

（僕が近づいたら、それだけで……先輩はあっさり飛び降りる？）

　それだけの危うさを肌で感じ取った。

　今の一ノ蔵翔子は平静さで取り繕つくろった、薄いガラス細工のようだ。ちょっとしたことで砕くだけてしまう脆もろさが、千太郎にはなぜかわかった。

　だから千太郎にできるのは、翔子までほんの10メートルという距きよ離りを開けたまま、見上げて話をすることくらいだ。

　何度も唾つばを飲み込んで、千太郎は荒あらい呼吸を整えて、どうにか声を絞しぼり出だす。

「先輩、どうして……」

「さあ。なぜなのだろうな」

　やはり素っ気なく、まるで他ひ人と事ごとのように彼女は呟つぶやいた。

「疲つかれたから、かもしれないな」

　と、翔子が自じ嘲ちよう気味に小さく笑った。

　その笑みに、きゅう、と千太郎の胸が痛む。

（これが──僕の嘘うその結果なのか？　僕が歪ゆがめた、先輩なのか！）

「やめてください、一ノ蔵先輩！」

　千太郎は必死になって訴うつたえる。が、翔子の意思は変わらない。

「私にはもうなにもないのだ。それはこの二ヶ月ほどの間で、実に身に染みるほどわかった」

「せん、ぱ……」

「生きていてもなんの価値もない。だから死ぬのだ、私は」

「!!」

　死ぬ──。その一言を翔子の口から直接聞いて、千太郎は背筋が凍こおった。

　翔子は本気だった。フェンスの上から見下ろしてくるその瞳ひとみには、駆けつけた千太郎など映っていないようだ。冷えた夜風にあおられながら、平然と言ってのける。

「私は、死にたいのだ。邪じや魔ましないで欲しい」

「！　違ちがうッ!!」

　しかし千太郎は大声で拒きよ絶ぜつした。「死にたい」と翔子が言ったとき、彼女の口から何かの文字が現れることはなかった。

　それは、嘘ではないということ。《神しん眼がん》の眼鏡めがねをかけた千太郎には理解できた。全すべて、本気で告げているのだ。

　けれども、千太郎は認めない。それが彼女の本音だとしても、絶対に受け入れることなどできなかった。

「誰だれも、自分から死にたい人なんていない！　そうでしょう!?」

　しかし千太郎にできるのは、こうして言葉を投げかけるくらいだ。他に、何のやりようもない。

　──翔子が死ぬ寸前に、どうにか千太郎は間に合った。それは、これまで必死に考えたからだ。身に染みたマンガ知識や創作の思考パターンなどが、ぎりぎりで千太郎を導いた。

　だが、ここに来て千太郎は思い知る。自分はまるで、無力だと。

（こんなとき……こんなとき、マンガの主人公たちは、どうした!?　なあ！）

　頭の隅すみをよぎるのは、こういうシチュエーション時の、マンガでの展開だ。『パー○ン』なら空飛ぶマントのおかげで、ひらりと救出するだろう。『ドラ○もん』なら秘密道具で一発だ。島○和彦先生のマンガなら、熱血と気合いだけで、なんとかしてしまうだろう。

　けれども、どれも千太郎にはないものだ。現実に打ちのめされる。いや──。

（！　そうだ……僕にはたったひとつ、マンガみたいな能力があったんだ!!）

　ふと、千太郎は自分の《真実の虚きよ構こう》という力を思い出す。

（僕の力は、「自分のついた嘘を刷り込む」ってヤツだ！　だとしたら……僕の嘘で、先せん輩ぱいを飛び降りられなくすることだって？）

　できるかもしれない。なら、嘘をつけばいい！　千太郎はそう思う。

　だが。

（……違う？　僕は……）

　嘘に、嘘を重ねるのか？　そう感じた瞬しゆん間かん、いざ口を開いたものの、言葉が出なくなる。

　なぜならこの力こそが、この最悪の状じよう況きようをつくり出した「元げん凶きよう」なのだから。

（そうじゃないだろ！　僕がやるべきことは、最初からたったひとつで！）

　千太郎はフェンスの上の翔子を見上げる。彼女の体にはまだ、当然のように灰色の壊れた文字が張り付いていた。だから。

（ここで見極めるんだ！　一ノ蔵先輩をここまで歪ゆがめた僕の嘘が、どんなものなのかを！）

「……一ノ蔵先輩、聞いてください。僕は昨日、実は先輩の様子が気になって、八海さんと話をしたんです」

　そのためにも、とにかく会話を続けるしかない！　千太郎は翔子に、ゆっくりと言い聞かせた。

「僕はそこで初めて、マンブの状況を知りました。部員が抜ぬけてしまったこと。そのせいで、五月の連休明けまでに人数を揃そろえなければ……廃はい部ぶになってしまうこと。それが先輩の死ぬ理由なんですか!?」

　千太郎は真っ向から翔子に訊たずねた。返答を待つ。

　自分の嘘で翔子が変わってしまったのなら、ここだ。この部分以外に、壊れた嘘の文字を刺し激げきする箇か所しよなど、もう思いつかない。──だが。

　翔子は多くを語ろうとはしなかった。変わらない冷めた目で、フェンスの上から千太郎を見下ろすだけだ。

「君は、私を気にかけてくれたのか？」

「あ、当たり前でしょう!!」

「そうか、だから、か」

　翔子が言葉を切る。言外に匂におわせるのは、「だからわざわざ電話をしてくれたのか」「だからここまで駆けつけてきたのか」といった意味か。しかし彼女は一人で納なつ得とくして終わる。

「ン、なるほど。君は実にやさしいのだな」

「せっ……！」

　これ以上の会話を必要としない。そんな空気が翔子にはあった。千太郎は焦しよう燥そうする。もっと話を、もっと絡からんできてくれないと、灰色の嘘の文字も変化を見せようとしないのに！

　けれども。

「しかし……私は、違うのだ」

　ぽつりと翔子が言葉を紡つむいだ。

「私は、君のようにやさしくはない」

　──そのときだった。千太郎はぎょっとする。

　ぶるり。取り巻く灰色の文字の欠片かけらに、突とつ然ぜん動きがあった。わななくように蠢うごめいて、壊れていた文字どうしがくっついていく。それは──。

「それが証しよう拠こに……今こうして、わざわざ君が止めに現れたのに。私はそんな君のこと、どうでもいいと思ってるのだ」

「！」

　瞬間。【ど】【う】【で】【も】【い】【い】──無数の文字の欠片の中で、その六文字が繋つながったのを千太郎は目もく撃げきした。

（こ、これ……!!　これが！）

　それはほんの一いつ瞬しゆんのこと。灰色の文字たちは、再び形を失った。あっという間に崩くずれ去り、灰色の中に埋うもれてわからなくなる。

　だが、千太郎には十分だった。しっかりと目に焼き付いている！

「嘘──見つけた!!」

「？　えっ？」

　思わず叫さけんだ千太郎に、翔子がわずかに眉まゆをひそめた。が、千太郎はいちいち説明しない。全力で頭を働かせる。

（【どうでもいい】……今のが、僕の刷り込んだ嘘の一部だよな？　パスティスの言ってたとおりだ！　嘘が、はっきり変化した！　先輩が、「そんな君のこと、どうでもいいと思ってる」って告げた瞬間──！）

　そこが千太郎の嘘なのか？　だとしたらいつ、千太郎自身が「どうでもいい」なんて、彼女に思い込ませたのか。そのことを必死になって思い出した。

　そうして千太郎は、ある日のことに思い至る。

「……そうだ、あれは……！」



　脳裏にぱっと浮うかんだのは、翔しよう子こが部長を継ついだ少し後。創作論でお互たがいにぶつかり合い、千太郎が退部届を出しに行ったときのことだ。

　あのとき、千太郎は頭に来ていた。翔子がマンガの上達について、「そんなのどうでもいい」と言ったからだ。

　そして翔子は出て行こうとする千太郎を、まったく止めようとはしなかった。だから。

「……。先輩は僕のこともなにもかも、どうでもいいって思ってるんですね」

　つい、そう言って立ち去ったのだ。

　まさか。と今になって、千太郎は思う。

　あれが自分の刷り込んだ、『灰色の嘘』だったのだ！



「──嘘は怖こわいわ。自分にとっては小さいことでも、相手は大きく受け取ることもあるもの」

　パスティスの言葉が思い出された。そうだ、嘘は──受け取り方によって変化するのである。

「違う……違う、違う違う違うッ!!」

　千太郎は頭を振ふって、翔子に叫ぶ。

「僕は、そんなつもりじゃなかった！　あんなの嘘でもなんでもない！　ただの当てつけみたいなものだ！　そんなの、なんで！」

　どうしてあれが嘘になるのか。千太郎ははっとする。

　つまり──翔子は、どうでもいいとは思っていなかった。だからこそそれが『嘘うそ』になったのである。

「そうだよ……先輩は僕のこと、どうでもいいなんて間ま違ちがいだ！　先輩はそんな人じゃあない！」

「久保田クン……？」

「一ノ蔵先輩はいつだって、誰よりも周りを見ている人なんだ。僕は一年間だけど、それを見てきた！　その先輩がやさしくないとか、僕のことをどうでもいいとか、あり得ない!!」

「いや。私は、本当に……」

　本当に、なにもかもどうでもいいと思っている。そう続けたかったのだろうか。しかし翔子は口をつぐんでしまう。

　かわりに灰色の壊こわれた文字たちが、またわずかにわなないた。

　それは千太郎にはどこか、彼女の体の中で、嘘の文字が苦しんでいるように見えた。

（ああ、そうだ。その嘘は、先輩の嘘じゃない！　僕の、過あやまちだ！　……だから！）

「僕が──消すんだ！」

　千太郎は眼鏡めがね越ごしに翔子の姿をしっかりと見み据すえ、止まっていた足を動かした。10メートルと離はなれていた距きよ離りをゆっくりと詰つめる。

「!?　く、来るな！」

　フェンスの上で翔子が動どう揺ようを見せる。

　だが、千太郎は構わない。最後の一押しをするだけだ。

「わ、私は……！」

「僕は、ちゃんと知ってますよ」

　千太郎が告げるのは、真実だ。けれども今の翔子にとっては『嘘』である。

　嘘で歪ゆがんだものは、嘘でのみ修正される──。

　頭上にいる翔子を見上げて、千太郎ははっきりと伝えた。

「……『誰も褒ほめなくても私だけは知っているよ。君がえらいやつだと言うことを』」

「？　えっ……」

「先輩も、読んでるはずです。藤○・Ｆ・不二雄先生の、『パー○ン』の名台詞せりふですよ！　あれは……陰かげながらヒーローの仕事をすることに疲つかれた主人公が、もうやめようと思ったとき。それでも、困っている人を見捨てておけずにヒーローに復帰する、その姿に贈おくられたものです！」

「…………」

「先輩も同じです。僕はずっと見てきました。先輩のこと！　だから」

　千太郎は知っている。本当の一ノ蔵翔子は千太郎のことも、自分の命も、何もかも──。

「絶対に、どうでもいいとなんか思ってない!!」

　嘘よ消えろ！　そんな強い願いと共に、千太郎は叫ぶのだった。



　その瞬間。

（！　あっ！）

　千太郎は目撃した。自分の口から吐はかれた【どうでもいいとなんか思っていない】という言葉が、翔子の眼前で灰色の文字となる。

　それはまるで、彼女にまとわりつく文字に触れて、反応したかのようだった。

　と、灰色のよどみも大きな変化を見せる。ぎゅるる！　と突然──【ど】【う】【で】【も】【い】【い】という文字が、再びその形をつくりあげた。

　いや、今度は初めて「完璧な姿」となって収束する。

　現れたのは、【なにもかもどうでもいいって思っている】という言葉だ。

　翔子のものではない、千太郎の刷り込んだ、たったひとつの嘘だった。

　しかし、千太郎が向かい合う二つの文字たちを見られたのは、ほんの一瞬のことである。

「う、わっ!?」

　──【なにもかもどうでもいいって思っている】と、【どうでもいいとなんか思っていない】の文字たち。それらは互いに重なり合うと、あっという間に色褪せた。かわりに、まばゆいほどの光があふれる。

　それは千太郎の目にしか見えない、力強い輝きだ。うっ、と思わず目を覆う。

（嘘が、消える……!?）

　それでも千太郎は、指の隙すき間まからしっかりと確認した。

　光る文字となった二つの『嘘』は──煌きらめく奔ほん流りゆうとなり、ぱっと散った。翔子を見上げる千太郎の前で、星空の中に解き放たれる。まるで夜の闇に、さらりと溶けていくようだった。

（なんて、きれいなっ）

　千太郎は思わず息を呑み、見とれた。

　それがもとは、どんな色にも染まらない嘘のよどみであったとは思えないほどの、とても美しい光景だった。

（……これが、僕の嘘の最後……？）

　千太郎は光が消えるまで見届ける。そして。

　翔子の身から──嘘のよどみが消滅した。もうどこにもない。

　千太郎の告げた「真実の嘘」と融合し、きれいに相殺されたのだ。

「先、輩……」

　それでも確かめるように、千太郎は訊ねてみる。

　と、翔子はフェンスの上で、かすかに短い吐息を漏らした。その顔に、そっと小さな笑みが浮かぶ。

　クールな彼女が見せる、いつもの苦笑いだった。

「……。まったく、君ときたら……」

（！　一ノ蔵先輩！）

　戻ってきた！　彼女が口を開いた瞬間に、千太郎は感じ取る。

　灰色の嘘の文字が消えた今。そこにいたのは間違いなく、千太郎の知る一ノ蔵翔子だった。

　──ところが、そのとき。

　めきり。といきなり、錆さびたフェンスの根本がとても嫌いやな音を立てた。

「えっ！　きゃ、あッ!?」

「ああっ！　せ、先輩──!!」

　吹ふき付つけていた強い風と、翔子の重みのせいだろうか。老ろう朽きゆう化かしていたフェンスが突とつ如じよ、限界を訴うつたえたのだ。ばきばきと悲鳴を上げながら、翔子をしがみつかせたまま、フェンスは根こそぎ倒たおれていく。それも、屋上の外側に向けて、だ。

　そこにはもちろん、何もない空中があるだけで──！

「うあっ、ちょ……先ぱぁああああい!?」



　千太郎は無我夢中だった。咄とつ嗟さに、倒れていくフェンスに飛びついていた。手を伸のばし、翔子の細い腕うでを掴つかむ。

　どうにか引き上げようとしたのだ。それこそ、マンガの主人公のように。

　けれども、千太郎にできたのはそこまでだ。フェンスにくっついた格好のまま、翔子と共に、屋上から落下する。

（だ、だ、だ、駄だ目めかああああ!?）

　全てがスローモーションのように見えた。千太郎と翔子は、15メートルほどの高さから、真っ逆さまに落ちていく。真っ黒なグラウンドの地面が見えた。これは死ぬな。ゆっくり近づいてくる地面を見て、千太郎はそう悟さとった。

　しかし。

「あ……あれ？」

　かしゃーん！　と錆びたフェンスが地面に落ちて、グラウンドの植樹とぶつかる。ばさばさと木の葉を撒まき散ちらし、乾かわいた衝しよう突とつ音を響ひびかせた。

　だが、そのときにはまだ翔子を掴んだ千太郎の体は、遥はるか空の上にあった。ふわり、と浮かんでいたのである。

「ええええ？　なんだなんだ？　……あっ！」

　落ちたフェンスの上にゆっくりと舞まい降おりながら、千太郎は気が付いた。振ふり返かえった自分の背中に輝いていたのは、なんと真っ白な二枚の翼つばさだ。

「こ、これは……！」

　もしかして！　と思い、千太郎は頭上を見る。すると振ふり仰あおいだ校舎の屋上に、ひょっこりと顔を出していた少女がいた。月明かりに煌きらめくのは、はっきりわかる金色の髪かみだ。

「まったく！　せ、世話が焼けるんだからあー！」

　慣れない夜の校舎を迷いながらも、必死に追いついてきたのだろう。息を切らせながら、彼女がそんなことを言うのがかすかに聞こえた。屋上の縁ふちにしがみつき、その手に持って突つき出だしているのは、薄うす闇やみにほんのりと輝く代物である。おそらく天使の『翼』のカードだろう。

　危き機き一いつ髪ぱつのところで追いついたパスティスが、千太郎たちを救ったのだ。

「ありがとう……！」

　本当に助かった。千太郎は感謝しながら、掴んだ翔子を放さないよう引き寄せた。



    

  
    
      　その翔子は落下のショックで、気を失ったようである。しかし千太郎が静かにグラウンドに着地をすると、彼女はすぐに目を覚ました。

「う……ん？」

「！　大だい丈じよう夫ぶですか、一ノ蔵先輩!?」

「久保田、クン？　背中に、羽が……？」

「わ、わーわー！　こ、これは……あの、そのですね！　ええと！」

　輝く翼を目もく撃げきされ、千太郎は慌あわててごまかす。と、翼は役目を終えたためか、ふっと掻かき消えた。見上げれば屋上にいたパスティスも、頭を引っ込めている。やれやれ、と千太郎はほっとした。

　けれども千太郎の腕の中で、翔子は勘かん違ちがいしたままだった。

「久保田クンが天使に見えるなんて。私は……死んで、しまったのか？」

「いえ、生きてますよ。先輩」

「……え？　ど、どうやってだ？」

　そこでようやく我に返ったのか。千太郎に支えられていた翔子が、自分の足でしゃん、と立った。今になって辺りを見回し、踏ふみしめている錆びたフェンスの様子に気付く。

「そうか。たまたまこのフェンスがクッションになったのか……？　なるほど」

　翔子は勝手にそう納得する。よもや天使の力で助かったとは、夢にも思わないだろう。千太郎はもちろん異論を唱えない。

「先輩。大丈夫です。生きてるんですよ」

　その事実だけを改めて口にする。が、今になって、千太郎はぶるりと震ふるえた。本当に、死ぬところだったのだ。その恐きよう怖ふが遅おくれて体にやってきた。

　だから。

「先輩。──もう、死んじゃおうなんて思わないでください」

　千太郎は精せい一いつ杯ぱいの思いを込めて、真っ直ぐに翔子を見つめて言い聞かせる。

「やり直すことなんて、何度だってできますよ。部がなくなったとしても、それで先輩が死ぬ必要なんて、ないです！　絶対に!!」

「久保田クン……？」

「マンガの原げん稿こうと同じですよ、先輩」

「？　なに？」

「だから……失敗したら、描かき直せばいいんですよ！」

　千太郎は力説した。こう、と身み振ぶり手振りを交えて伝える。

「ちょっとくらいの間違いなら、ホワイトで修正できるじゃないですか！　ベタで黒く塗ぬりつぶしてもいい。いえ、最悪、また新しく描けばいいんです。同じシーンなら次は必ず、もっといい絵が描けるはずです！　そうでしょ？」

「ぷっ」

　と、突とつ然ぜん翔子が噴き出した。あれ？　と肩かたすかしを食らうのは千太郎だ。

「こんなときにもマンガの話だなんて。君は実に面白いな！　ふ……はは、あはは！　あははは！」

　翔子が大笑いした。お腹を抱かかえて、いつもは変化の乏とぼしい顔をくしゃくしゃにする。

　あまりのことに千太郎はあっけにとられた。

「……そ、そんなに笑わないでくださいよ」

「あは。ン、ごめん。悪気はないんだ。しかし、さっきだってそうだぞ」

「へ？」

「ほら。『パー○ン』のくだりのことだ。まさかあんな緊きん迫ぱくした場面で、マンガの台詞が出てくるなんて……あははっ」

　本当におかしいようで、翔子は涙なみだ目めになっている。自分としては真しん剣けんそのものなのだが。千太郎はどうにも自覚ができず、参ったなあと思うばかりだ。

「でも──その。先輩もそんな顔して、笑うんですね」

「えっ」

「あ！　いや」

　千太郎はつい思ったことを口にした。本当に、意外に思えたのだ。

　少なくともマンガ部にいた一年間で、千太郎はこんなに笑う翔子を見たことはなかった。

「先輩の思いっきりの笑顔、初めて見たかなーって……」

「ン、そうか？　ふふ」

　千太郎の前でさらに、翔子がそっと微笑ほほえんだ。

　それは憑つき物が落ちたかのような、本当にやわらかなものだった。

「……。それにしても──なにをしていたんだろうな、私は」

　しかしひとしきり笑ってから、翔子は表情を引ひき締しめる。「ふう」という溜ため息いきは、胸の奥に残っていた陰かげりの欠片かけらを、最後に外に出したものか。

「私は……勝手に思い詰つめて。勝手に、短たん絡らく的な結論を出して。……そう、私が間違っていたのだ……」

　　　　




「今日はありがとう、久保田クン」

　翔子は上うわ履ばきのままだったため、千太郎が校舎に再侵しん入にゆうして、下げ駄た箱ばこにあった外履きを回収する。それからフェンスの落下音で騒さわぎになる前に、千太郎たちは正門を乗のり越こえ、学校を出た。

　姉の自転車の後ろに翔子を乗せて、千太郎は最寄り駅まで送り届ける。翔子は電車通学なのだ。

　改札口にほど近い歩道の脇わきで、翔子は千太郎と別れた。少し気き恥はずかしそうにしながら苦笑した。

「ン。もう二度と、あんなことはしない。絶対にだ。約束しよう」

「もちろんですよ。気を付けて帰ってください」

　千太郎は翔子を見送る。彼女は会え釈しやくして、真っ直ぐ駅へと向かっていった。

　その背中に、もちろんもうあの灰色の嘘うそは見られない。千太郎は心底ほっとする。やれやれ、と思いながら、自転車に跨またがり直した。

　と、そのとき。

「──久保田クン」

「！　せ、先せん輩ぱい？　あれっ？　今、帰ったんじゃあ……」

「戻もどってきた。忘れていたことがあって、だな」

　改札前でなぜか引き返した翔子が、千太郎のもとに帰ってくる。ちょっと、と彼女は手招きした。はい？　と怪け訝げんに思いながら、千太郎は顔を寄せる。

　刹せつ那な──なにかあたたかくてやわらかいものが、千太郎の頬ほおに触ふれた。

「へ？　……せ、先輩いい!?」

　それが軽い口づけだと気付くのに、数秒かかった。直後、千太郎は真っ赤になる。

　ふふ、とはにかんだ笑顔を見せるのは翔子だ。彼女の頬もほんのりと赤かった。

「気にするな、他意はない。感謝の気持ち、だ」

「いや、あ、ああー。そ、そうですか……」

「私には、これで精一杯だが。……嫌いやだったらすまない」

「そ、そんなことないけど。び、びっくりしたあー」

　ふいのことに心臓が跳はねている。先程の感かん触しよくを確かめるように、つい頬に触れてしまう。ごくん、と千太郎は何度か唾つばを飲み込んだ。

「だって、あ、あのクールな先輩が、いきなり！　こんなこと！」

「クール？　君は私のことを、そんなふうに思っていたのか？」

「え。違ちがいますか……？」

「私はクールなんかじゃない。……ふふ。クーデレ、なのだ」

「くーでれ？　は？　くーでれって？」

「……き、君は、そういうのにはほんと疎うといな」

　自じ慢まんげに言った翔子だったが、きょとんとする千太郎を見てうろたえる。

「つまり、その。クーデレというのはだな。普ふ段だんはクールぶっているが、実はデレる、という性質のことでな？」

「でれる？　はあ」

「！　そ、そこから説明しないといけないのか？　デレるというのは、要するに、本性はデレデ……ええい、もういい！」

　ふんっ！　と先程までとはうってかわって、怒おこった様子で翔子が立ち去る。

「あれ？　ちょっと、一ノ蔵先輩!?　まだ説明の途と中ちゆうですよ？　あ、あれえ？」

　その理由がさっぱりわからない千太郎は、自転車に跨ったまま、首を傾かしげるばかりだった。

「なんで？　……怒らせるようなこと僕、したっけ？」



    

  
    
      　後始末エピローグ






　本当に、どうして怒ったんだろう？　そんなことを悩なやみながら、千せん太た郎ろうは自転車をこいで帰路につく。と──。

「ふうー！　やっと座れるうー！」

「わ！　おっとっとっと！」

　突とつ然ぜんずしりとした負荷がかかり、自転車がふらついた。千太郎はどうにかハンドルを立て直す。

　セーラー服姿の金きん髪ぱつ天使が、姿を消したまま、ちょこんと荷台に腰こし掛かけたのだ。今まで『翼つばさ』のカードで飛んでついてきていたのを、ふいにやめたのである。千太郎の真後ろで、「はあー」とパスティスが溜息を吐つく。

「やっぱり空飛ぶのって疲つかれるわあ～。なんか、肩が痛ーい！　あ、もしかしてこれが、肩こりってヤツ？　んー」

「い、いきなりなんだよ!?」

「ははん、いいじゃない。ほらほら、キミ以外にはアタシのこと見えないんだし。一人でしゃべってるようにしか見えないから、変に思われるわよ？」

　輝かがやく『輪っか』のカードをひらひらさせて、パスティスが言う。くっそう！　と千太郎は黙だまって前に向き直り、重いペダルをこぎ続けた。彼女の言うとおりだ。駅前の通りは人が多くて、独り言を呟つぶやくだけで十分目につく。パスティスが透とう明めいなままなのは、突然姿を現すわけにはいかないからだ。

　それでもしばらく自転車を走らせると、人通りの少ない道に出る。そのときには千太郎の背後にあった、カードの淡あわい輝きが消失した。

　天使ポイントの浪ろう費ひを嫌ってか、人の目がないのを確認して、パスティスがカードを仕し舞まい込んだのである。だから。

「なあ。助かったよ、さっきは」

　姿を見せたパスティスに、改めて千太郎は礼を告げる。はい？　と聞き逃のがしたパスティスが、千太郎の背中に密着した。

「なんか言ったあ？」

「だから……いてくれて、助かったって。ありがと！」

「ああ、なんだ。そんなこと」

　ふふん、とパスティスが鼻を鳴らす。

「言ったでしょ。いざってときに助けるのが、アタシの役目だってね？」

　そうして彼女は片手を空けて、ごそごそと白い天使手帳を取り出した。無造作にページを開き、肩かた越ごしに千太郎に見せてくる。

「ほらほら、見て？　イチノクラショーコの名前！　もうすっかり小さくなって、他の文字たちの中に紛まぎれちゃってるわよ」

「あ！　ほんとだ」

　千太郎は一いち瞥べつしただけで、これまでとの差異を理解する。開いたページにあれだけ浮うき上がって大きくなっていた『一いちノの蔵くら翔しよう子こ』の五文字が、文庫本の文字ほどになっていた。

　翔子の名前はそのまま、天使手帳のページに蠢うごめく、その他のたくさんの文字の中に埋まい没ぼつする。もうわからなくなった。

「これで一ノ蔵先輩の運命は、もう元通りってことか？」

「うん、そーゆーこと！　ギリギリって感じだったけど、間に合ってよかったわあ。ほんとに！」

　手帳を閉じて、パスティスが「う──ん！」と千太郎の後ろで軽くのびをした。

「役に立ったでしょ？　アタシ。ふふん！」

　パスティスはにこにこしている。その気配が振り向かなくとも、十分に千太郎には伝わった。うん、と千太郎は頷うなずきを返す。

「ああ……。僕一人だと先輩と一いつ緒しよに屋上から落ちて、終わってた」

　今考えてもぞっとする。千太郎は自転車をこぎながら、ぶるりと震ふるえた。死の恐きよう怖ふもあったが、それだけではない。本質は──。

「たったひとつの嘘で、あんな大事になるなんて思ってなかったよ……」

「そーよ？　だから、アタシがわざわざ来たんだから！」

「他にもいるんだろ？　僕が、あんなふうに嘘を刷り込んだ相手ってのは」

「もちろんよ！」

　一人なわけないでしょ？　と言わんばかりの口調でパスティスが肯こう定ていする。

「でも、まあ今回みたいに緊きん急きゆうを要する相手はいないみたいだけどね。天使手帳に、文字が大きく出てこないし」

「そうなんだ」

　千太郎は少しだけほっとした。しかし、そこをパスティスが怒った。

「ちょっと！　変に安心するんじゃないのー！　大まかなのを全部片付けるまで、アタシは帰れないんだからね！　まったくもう！」

「わかってる、わかってるって」

「キミにはちゃーんとがんばってもらうわよ！」

「お互たがいに、だろ？」

「……そうね」

　ふむ、とパスティスが納得する。

「これからもよろしくね。キミ！」

「……。キミじゃない、千太郎だよ」

「うん、センタロー！」

「こっちこそ、僕の過ちを正すのを手伝ってくれて、ありがとう。──パスティス」

　お互い、名前で呼び合うのはこれが初めてのことだった。そのことに千太郎は気付き、こっそり苦笑いした。なんて今いま更さらなんだろう。

　それは、突然やってきた天使とこの奇き妙みような境きよう遇ぐうを、本当に受け入れた瞬しゆん間かんだった。

　──と、千太郎はふいに話題を変える。

「そうだ。ところで──今回の件で、ちょっと手伝って欲しいことがあるんだけど」

「？　なに？　センタローの嘘うそに関することだったら、しょーがないから手を貸してあげるわよ？」

　パスティスが即そく答とうする。が、千太郎の後ろで、首を傾げた気配がした。

「え、でも……今回のって。どういうこと？　全部終わったはずじゃあ──？」

　　　　




　翌日の木曜日──。銀ぎん城じよう高校の倒たおれたフェンスや、千太郎がぶち抜ぬいたベニヤ板は、強風のせいということになった。おそらく「見せしめ」で修復を放置していた窓ガラスも、さすがにすぐに新品が手配される。フェンスの工事も始まった。

　一方、うっかり土足で踏ふみ込んで校舎内に残した千太郎の足あし跡あとだが、それはパスティスが処理したという。

「ふふん！　だってよけいな騒さわぎになっても、こっちの面めん倒どうが増えるだけでしょ？」

　天使の少女に言わせると、そういうことらしい。だから千太郎は平へい穏おん無事に、木曜日を過ごすことができた。

　──そして、金曜日がやってくる。それはマンガ部のある日だ。

「君たち……！」

　その日の放課後。マンガ部の部長としての責任感からか、一ノ蔵翔子はきちんと銀城高校の理科準備室へとやってきた。もちろん部室である準備室の鍵かぎを開けるためだ。

　ところが彼女が来たときには、すでに千太郎たちが待ち構えていた。

「……どうも、一ノ蔵先せん輩ぱい」

「ういっす！　待ってましたよ、翔しよう子こ先輩！　にへへ～」

　千太郎の隣となりで手を振って笑顔を見せるのは、セーラー服から日焼けした手足を覗のぞかせる少女、八はつ海かい香か澄すみだ。

「どうしてここに？」

　翔子が目を丸くする。いやぁ、と頬ほおを掻かいたのは香澄だった。

「だって先輩、久保タローがマンブに帰るって言うんだぜ！　そんなだったら、あたしも戻もどろうかな～って」

「え？　久保田クンが!?」

「説得したら、八海さんも一緒に再入部してくれることになったんです」

　驚おどろく翔子を前に、千太郎がちゃんと事情を説明する。

「いいですか、一ノ蔵先輩？　いえ、部長」

「ン、も、もちろんだ……！」

　こくこくと何度も翔子が頷いた。と、さらに千太郎は、自分の後ろに隠かくれていた少女を前に押し出す。

「いや、あの！　え、ええっと、ですねえ」

「ついでに新入部員として、パスティス──天あま使つかさんも入ってくれることになりましたから！」

「うう……あは、はははあ」

　千太郎に紹しよう介かいされ、パスティスが半笑いで受け入れる。

　これが千太郎の『頼たのみ』。マンガ部の再生、だった。



　──翔子の問題を、ただ嘘の修正をしただけでは終わらせない。嘘は、しょせん嘘。本質は何も変わっていないからだ。

　その責任を取ることこそが、嘘をついた千太郎なりに考えた答えだった。

「だいたいさあ、投げっぱなしなのはマンガでも打ち切り作品だけだよ。そんなの、誰だれも望んでない。ラストはやっぱり、きちんと締しめておかないと！」

　とは、千太郎がパスティスに言い聞かせた台詞せりふである。これでようやく、嘘の修正は完かん璧ぺきになる──。

　もちろん、抵てい抗こうがなかったわけではない。協力内容を聞かされた天使の少女は、「はあ？」と頭を抱かかえるばかりだ。

「ねえ、やっぱりおかしくない？　なんでアタシがそーなるのよう!?」

　お互い制服姿に着き替かえて学校に着いてからも、パスティスは休きゆう憩けい時間の合間でさえ、いちいち文句を言ってくる。

　そのたびに千太郎はしつこく諭さとした。

「あのなあ。だから、言っただろ？　マンブの人数が足りないからだって」

「そ、それは、そうだけど！　でも、でもでも！」

「連休明けが部員登録のリミットで。要するに、あと半月くらいまでに五人そろえないと、廃はい部ぶになるんだ。他のメンツにも声かけたけど、掴つかまったのは『ガラス代のお金は稼かせいだから』ってバイトのシフト減らした、八海さんくらいだし──。数合わせにはしょうがないだろー」

「ううっ。だって、だってえ～」

「というか、手伝うって約束したじゃないか」

　駄だ目め押おしで千太郎が告げたのは、自転車で帰宅した夜のことだ。

「あのとき、お前から嘘の文字は出なかったぞ？　パスティス」

「！　そ、それとこれとじゃ話が違ちがうってば！　センタロー！」

「『それはそれ!!　これはこれ!!』……って島○和彦先生の『逆境ナ○ン』にはあるけどさ。いやいや」

　同じことさ。千太郎は大げさに、首を横に振って見せた。

「僕はこれからマンブに戻るよ。どうせ、家でマンガ描かくか部室で描くかくらいの違いだし。その僕と四六時中一緒にいるんだったら、入部した方が都合よくないか？」

「うぐ！　そ、それは──」

　そうして結局。千太郎の理り詰づめに、パスティスはぐうの音ねも出なくなり、最後には観念するのだった。



「えーと。はい……よ、よろしくお願いし、ま、す……」

　また、嬉うれしそうな翔子をいざ前にして、さすがに逃にげ出すわけにもいかない。

　千太郎に背中を押されて進み出た、理科準備室前の廊ろう下かで、パスティスがぺこりと頭を下げた。

「……天使クンまで！」

　心底意外だったのか、翔子が驚きのあまり呆ぼう然ぜんとする。

　が、次の瞬間──感極まったのだろうか。小さく肩かたを震わせたかと思うと、なんと翔子は瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだをぽろぽろこぼした。

「!?　せ、先輩！」

　千太郎はびっくりする。もちろん一緒にいたパスティスも、香澄もだ。

「わー！　翔子先輩いい!?」

　慌あわてて香澄が駆かけ寄よった。スカートのポケットから、アニメキャラのハンカチを取り出す。

「たはは。翔子先輩ったらあ。こんなことくらいで泣かなくてもいいじゃん！　もー」

「な、泣いてなんかいない！　泣いてなんかないぞ？　いないんだからなっ」

　こぼれ出る涙をごしごし拭ぬぐいながら、翔子が必死に取り繕つくろう。が、涙は止まってくれなかった。

「ただ、実に、嬉うれしかっただけなのだ……。ふ……ふえぇえええええええん！」

　と、最後にはまるで子供のように嗚お咽えつする。ひし、と香澄に強くすがりついた。

「一ノ蔵先輩……！」

　突とつ然ぜんの事態に千太郎はあたふたする。泣いた翔子なんて初めて見たのだ。とにかく理科準備室の鍵を開けて、千太郎たちは中に入る。

　パイプ椅い子すのひとつに翔子を座らせ、よしよしと、香澄が付き添そってどうにかなだめた。

「えっく、ひっく。す、すまない……いきなり、私……」

「別にいいよ、翔子先輩。そっか、久保タローの言うとおりじゃん。先輩、ずっと一人でがんばってたんだなあ」

　泣いた翔子を抱だきしめて、香澄がやさしい目になる。と、彼女は千太郎の方を向いた。

「なあ久保タロー。あたしさあ、マンブに帰ってきてよかったかも！」

「へ？　なんだよ、いきなり？」

「だってさあー。なんか翔子先輩の本当の姿、こうして見れたんだぜ？　まさに『まだ、僕には帰れるところがあるんだ。こんな嬉しいことはない』って感じ！　にへへ」

　にかっ、と香澄は八重歯を見せた。

「やっぱり翔子先輩は、冷たい人なんかじゃなかったんだ。見直しちゃったぜっ！」

「も、もう大だい丈じよう夫ぶだ。泣いてないから」

　一方その翔子は、香澄に言われたのが恥はずかしかったのだろう。顔を真っ赤にしながらもなんとか泣き止やみ、気き丈じように振ふる舞まう。

「そうですね。泣いてる場合じゃないですよ、部長」

　千太郎も、気を取り直した翔子に合わせた。

　そして学生鞄かばんと一いつ緒しよに持っていた、マンガ原げん稿こうが入るＡ３サイズの薄うす型がたバッグを開ける。そこから何枚かの紙を取り出した。それらは、千太郎が投とう稿こう用原稿を脇わきに置いて描いた、勧かん誘ゆうポスターの何パターンかの図案だった。

「とにかく、マンガ部のポスターをつくりましょう！　今からでも遅おそくないです！」

「おっ、久保タロー、やるじゃんか！　こんなの用意してたのか？」

「久保田クン？」

「だって、新しん歓かん用冊子をつくって用意する時間はないですから。勧誘は、とりあえずポスターでやるしかないですよ！」

　香澄と翔子に図案を見せて、千太郎は鼓こ舞ぶする。

「まだ十分、時間はありますよ！　マンガ好きなんてどこにもいます！　マンガが嫌きらいな人間なんて、いません！　そうでしょ？」

「それは実に極論だと思うが。しかし、そうだな。ポスター……つくろうか」

　翔子が苦笑いしながらも、賛成する。

「！　なあなあこれ、ポスターで使わない方を白黒のビラにしたらどうだろ？　学校の輪転機を使えば、百枚くらいぎゅんぎゅん刷れるだろ？　藁わら半ばん紙しにすれば、印刷代も減らせると思うしさ！」

　香澄がさらに提案した。「おお！」と千太郎たちは盛り上がった。

　──そのノリについてこれないのは、部屋の扉とびら近くのパイプ椅子に腰こし掛かけた、パスティス一人だ。

「よ、よくわかんないけど、もう好きにして……」

　彼女は側にいる千太郎にだけ聞こえる声で、ぐったりとした顔で呟つぶやくのだった。

　と、そのとき──。

「あの、あのう。えっと」

　いつの間にそこにいたのか。半開きのままだった理科準備室の戸の外に、少しだけ顔を覗かせた少女がいた。真っ先にパスティスが気付き、「えっ？」と振り向く。

「なんだよ？　……あれっ、寒かん梅ばいさん？」

　パスティスに遅おくれて、千太郎も気が付いた。そう──それは高校生とは思えないくらい、背の低い女子生徒。千太郎のクラスメイトの、いつも気弱な寒梅越こし乃のだった。

　彼女がなぜか、マンガ部の部室を覗いていたのだ。

「どうしたの寒梅さん、こんなところで？」

「はうん！　えとえと。その、あの……わ、わたし」

　この場にいた全員が注目する中、越乃はたどたどしいながらも、がんばって言葉を紡つむごうとする。そして。

「んと、あの。そのう……マンガのこと、よくわからなくても、いいですか……？」

「へ？」

「だから、あのあのあの──。わたし、マンガ部に……あううん」

「もしかして、寒梅さん。うちに入部してくれる、とか？」

　小さくなる声を聞き取って、千太郎は越乃に訊たずねる。

「……はい」

　それが嬉しかったのか、越乃がおどおどしながらも、しっかりと頷うなずいたのだった。

　嘘うそではない。千太郎の目に、彼女の言葉は色つきの文字にはならなかった。一いつ瞬しゆん、香澄や翔子たちと顔を見合わせる。やがて、誰もが事態を理解して──。

「ほんとに!?　嬉しいよ、寒梅さんッ!!」

「ン、ン!?　こんなことあるのか？　実に、信じられない……！」

「すっごいじゃん！　あっという間に部員が増えたぜ！　にははー！」

　千太郎が、翔子が、香澄が手放しで喜んだ。もちろん越乃を大歓かん迎げいする。

　と、なんと意外にも一番大げさにはしゃいだのは、なんとパスティスであった。彼女は越乃にいきなり飛びつく。

「うわーい！　キミ、ありがとおおお～!!」

「はううんっ!?　え、え？　あの、あのうう？」

「や！　もう、ほんっとにありがたいから！　超ちよう助かる!!　ねえ、センタロー！」

　越乃と両手で握あく手しゆして、ぶんぶんと激しく振り回した。あまりの様子に千太郎が訝いぶかしむ。

「おい。なんでそんなに？」

「だってだって！　……これでアタシ、解放されるんでしょ？　新しい部員も入ったことだしっ」

　越乃から引きはがされたパスティスは、満面の笑みで千太郎に耳打ちした。

「あーよかったよかったあ。ふう～」

「違うって。そんなわけないだろ」

「へ？　え、だって」

「部を存続させるのに必要な最低人数は、五人だっての。数えてみな？」

「えっ」

　冷静な千太郎の指し摘てきを受けて、パスティスが頬ほおを強張らせた。

「そ、そんな……」

　いーち、にーい、と何度数えても同じである。ここにいるのは千太郎に、翔子に、香澄。それに今来た越乃で、四人──。

　そして最後のパスティスで、きっかり五人ぎりぎりだった。

「え……えええええええええ？」

「うん。そういうことだから」

　ぽんぽん、と千太郎はパスティスの肩を叩たたく。せめて、とびきりの笑顔で彼女をねぎらった。

「この状じよう況きようで抜ぬけられるとか、絶対に無理だから。よろしくな？　ほら、なんつーか腐くされ縁えん、みたいな？　……寺沢○一先生の『ＣＯＢ○Ａ』にも、『いいだろう、地じ獄ごくの底までつきあってやるぞっ!!』って主人公のコ○ラが、愛あい銃じゆうのサイ○ガンに言う名シーンがあるけどさ。まさにそんな感じだよなー」

「し、知らない知らない！　アタシは！」

　パスティスがぶんぶんと首を横に振り続ける。

「……とゆーか、地獄って!?　あ、アタシには一番縁えん遠どおいじゃない？　ちょっとおお？」

　天使の少女の小声での非難などお構いなしで、翔子と香澄はやってきた越乃を受け入れ、わいわいと盛り上がっている。千太郎は千太郎で、「やれやれ」と空いているパイプ椅子に座り直した。西日の差し込む理科準備室の机に、先程出したポスターの原案を何枚か広げる。

　そのどれをポスターに使い、ビラにするのか。ふーむ、とレイアウトを踏ふまえて思案した。

　あああああ。と後ろでパスティスが、諦あきらめの吐と息いきと共に小さく呻うめく。

「なにこれ？　アタシ、こんな……こんなことって？　ひーん！」

　助けて、神様あ──！　そう呟いて、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの天使の少女は、こっそりと天を仰あおぐのだった。



    

  
    
      
　あとがき






　全てのマンガにリスペクトを!!



　……とりあえず、最初にこれを書いておかないとまずいような気がする、ひびき遊ゆうです。

　とにもかくにも始まりました、『嘘うその上で天使は何冊マンガを読めるか？』！

　マンガ馬鹿な千せん太た郎ろうくんと、食いしん坊な天てん使しパスティスがコンビの物語です。

　うーん。にしても、長いタイトルになってしまいました。「？」マークまで入れると、なんと18文字!?　うわー。

　それがですね。中身を読まれた方にはおわかりだと思うのですが、今回のお話では「嘘」と「マンガ」と「天使」がキーワードになっているんですよ。で、それらをうまく表現できるタイトルはないかしら？　と、いろいろ考えていたのですけれど。

　そんなときたまたま、「針の上で天使は何人踊れるか」という言葉を見つけまして──。

　これ、どうやら中ちゆう世せいの天使論とやらで、議論された問題だそうです。その解かい答とうとしては、「天使は質量のない存在であり、故ゆえに一本の針の上だろうと無限に存在することができる」とかなんとか。……なるほど、面白いな。と思ったので、そこから使わせてもらいました！

　ですけどこのお話、特に天使が一番大きな要素ではなくて、ですね（苦笑）。

　とか書くと、パスティスが「このポンスケっ！」とか言って、ぶん殴ってきそうですけど。あはは。

　あ、ちなみにポンスケというのは、語源として「ポンツク」という言葉がありまして。「間抜け」とか「ぼんくら」という意味です。そこでポンツクな男のことを、ポンスケと言っちゃうみたいですねー。

　まあだから女の子が相手なら、ポンコとなるようです。ふむふむ。

　──閑かん話わ休きゆう題だい。

　とにかく、最初は天使ありきでスタートした話ではありませんでした。

　まず思いついたのは、物語の中心となっている、「嘘が見える」という能力でした。

　ここから、なんとかしてその力を活かしていけないかなー、と考えていったのです。

　一方で、対極となる能力である「他人に嘘を信じ込ませる力」というのも思いついていました。

　で、それらを別々のキャラに割り振って、話を組んでいたのですけれど。

　むむむむむ。どうも二人のキャラが対決する構こう造ぞうになり、自然とシリアス展開になっちゃうんですよね。

　しかし編集部から、「もっとライトな話にできないか？」というオーダーがありまして。

　ものすごく悩んだ結果、「そうだ。一人のキャラクターに、能力を二つとも持たせてしまえば？」ということになったのです。

　そうしてできたのが、千太郎くんとなったわけです！

　けれども、それだけではライトなお話にはなりません。重要なのは、そんな能力を持たされてもある種意に介さないような、キャラ設定にあると考えました。

　そこで、そのー。千太郎くんをつい、マンガのことしか考えてない「マンガ馬鹿」にしたのですけれど。なんかもうそこから勝手に、そっちの方向にどんどん突っ走っていっちゃった、といいますか……。

　担当のＫさんが『マンガ馬鹿＞∨嘘＞∨天使』というフレーズをつくってくれたのですが。──気が付けばまさに、自然とそんな感じに!?（汗）

　いや、いいですけど！　そうなったのはたぶん、作者である私自身が、無類のマンガ好きだからですけど!!　伏せ字でいっぱい、いろんなマンガ作品を登場させちゃってすみません！

　もう一回書いておきます。全てのマンガにリスペクトをっ!!（←予防線）

　や、でも。千太郎くんの目線から登場させたマンガには、もちろん尊そん敬けいの念を持って引用させていただいております。

　ですから、ただ名前を出してくるだけではなく、中身についてもなるべく触れる形にしています。特に、マニアックな作品もこっそり混ぜているので、解説がないとさっぱりわからないと思いますし？

　……かといって難しいのは、バランス感覚でした。いえね、基本的に登場させたマンガは、私が読んできた作品ばかりなのですが。でも私と千太郎くんとでは、マンガの趣しゆ味み嗜し好こうが違う、と思うのですよ。

　ですから「出せるマンガ」と「出せないマンガ」に分かれるわけで。

　いえ、まあ……。『大熱○』なんて知る人ぞ知るマンガをさらりと出しておいて、今更なのですがー。私は大好きな一冊なのですけど、さすがに持ってる人も少ないと思いますし？

　なーんて、思っていたら！　原稿のチェックをしてくれる校正さんが確認用に、台詞せりふを引用したページのコピーを挿そう入にゆうしてくれていました。

　ええーっ!?　な、なんで持ってるの？　結婚してっ！（混乱）

　……ま、まあ。そんなこんなで……これからもリスペクトと共に、いろんなマンガを登場させていこうとは思います。

　そして。いろんな「嘘」と向き合うことになった千太郎くんは、それらを乗り越えることで成長していって欲しいなあ、と。

　パスティスの方はきっと、いろんな食べ物を堪たん能のうすることになると思います（笑）。もちろん、千太郎くんの側にいる限り、たくさんのマンガと出会いながら！

　そうそう。そんな千太郎くんとパスティスですが──ドラゴンマガジン５月号（３月20日発売）内にて、二人だけで話が進む（！）という短編を掲載させてもらいました。

　しかもなんと、この短編。今回の一巻の宣せん伝でんを兼ねたものなのですが、それでいて本編と話をリンクさせています。

　一巻の中でパスティスの登場により、邪魔された千太郎くんの投稿用マンガ──。あれがどうなったのかを、短編の方できっちり解決させていただきました！

　また５月号の中では、この『嘘うそ天てん』（←という略称になるみたいです）の、裏話みたいなものがインタビューページで扱われています。気になる人はどうぞ、チェックしてみてくださいね？

　そして、それだけじゃないんですよー。な、なんと！　『嘘天』の特集ページが、カラー見開きでどーんとお目見え!?

　あらいぐまさん渾こん身しんの、美麗なイラストが載ってますよ！　この一巻が出た頃には、まだ本屋さんに並んでるはず！　ぜひぜひ堪たん能のうしてください～。

　それにしても……絵の威い力りよくというのは、やっぱりすごいものです。初めてあらいぐまさんのラフが上がってきたときには、「え、こんなパスティスがかわいくていいの？」と、作者の私がどきどきしたものです。いやー。あらいぐまさん、ありがとうございました！

　……勝手な希望ですが、いつかマンガになった千太郎やパスティスも見てみたいですねえ。えへへ。

　そんなあらいぐまさんのイラストは、続くドラゴンマガジン７月号（５月発売）でも見れちゃいますよ！　いえ、実は二回目の、『嘘天』の短編が掲載される予定なのです！

　そこではなんと、この一巻で登場した翔しよう子こ、越こし乃の、香か澄すみの三人の女の子たちのうち、誰か一人が主役を張ることになっています！

　──いわゆる読者投票形式で、一番支持のあったキャラを選んで書くわけです。そちらも楽しみにしてくれると嬉しいです！

　といったところで……あれ？　まだページが余ってる？

　では、その。だらだらと箇か条じよう書がきで、最近あった話でも──。





●Ｗｉｉ

　ニンテンドーＤＳを買ってから、据え置き型のゲーム機から遠ざかっていたのですが。このたび、スーパーマリオの新作が出るということで、ソフトと一緒にＷｉｉを購入してしまいました。

　あまり遊ぶと仕事に差し支えるので、ほどほどにプレイしています。

　しかし……ＤＳ版のマリオは、昔からのファンには「ぬるい！」という評判だったためか、今回は難易度がけっこう上がっているような？　面白いけど、まだクリアできてません！

　あと、死にまくっていると、ルイージが出て来てクリアの例を見せてくれるんですけど……違うの。大きなコインを三つ取って、クリアしたいの！　取らなくていいなら、普通にクリアできるのー！　……といった感じで、歯ぎしりしております（苦笑）。

　ルイージ、もっとガンバ！



●大殺界

　どうやら私は、昨年が俗に言われる「大だい殺さつ界かい」のど真ん中だったようで。

　私はそーいうの信じてないんですけど……でもほんっと、いろいろ大変でした（倒）。仕事の面以外で一番堪こたえたのが、愛車のエアコン修理だったり？

　いえね……。真夏のある日、突然カーエアコンから、熱風しか出てこなくなったのですよう（泣）。さすがにこれはまずい、といつもお世話になっているディーラーさんに持っていったら、修理費用が全部でウン十万円とか……！　かはっ（吐と血けつ）。

　平成○年式と古い車なので、エアコンのガスがなんとフロン式でした。ご存じのとおり、今時フロンガスは使えないですから。で、まるごと交換となったわけです。

　しかも同時に、ラジエーターも劣化破損していたので、それも取り替えるはめに。あいたたたたた。バブル時期の設計なので、基本はしっかりしてるんですけどね。でも、さすがに十何年以上前の車ですから……とほほ。

　あ。ちなみに今年も、まだ大殺界だそうです。もー無理～。



●玩具

　マンガ以外に私の趣味は、玩具を集めることだったりするわけですがー。

　うーん。なんでしょう？　今年に入ってからは、あまり買っていないような？

　……などと言いつつ、マスターグレードのＶガンダムを、完全変形にしていたり……！

　いえね、せっかく発売されたＶガンダムの変形プラモだったわけですが。その手首だけは、交換しないと完全変形できない、という仕様だったのですよう。

　それが、ど、う、し、て、も、我慢できなかったので。別のプラモから一回り小さなサイズの拳を移植し、完全変形にしたのでした。

　このあたり、私のブログに載せていますので、興味のある方はチェックされてはどうかとー。

　いえ、そんなに難しいことはしてないんですけどね？





　といったところで、ページも十分埋うまったでしょうか。

　担当のＫさん、絵師のあらいぐまさん、島○先生好きの校正さんといった、いろんな方々に支えられながらがんばっております！　ではまた、二巻で千太郎くんやパスティスとお会いしましょう～。

　どうか、応援よろしくお願いいたします！



２０１０年４月　ひびき遊



    

  
    
      嘘うその上うえで天てん使しは何なん冊さつ

マンガを読よめるか？



ひびき遊ゆう
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